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　研究者たちの聖域。

　計器類とモニター、その他様々な機械に囲まれた施し設せつの中で、彼かれらはいつものごとく、計画立案に余念がなかった。

「ミナトくんを本島に召しよう喚かんしませんこと？　古代シャルスティア魔ま法ほう文明博物館。あそこの設備で最終段階へと一気に駆かけ上のぼってもらいたいところですわ」

「なるほど、あそこなら性的興奮を喚かん起きする道具には事欠きませんからな」

　ただ、彼ら自身には悪意はない。彼らは己おのれの探究心に忠実に、邁まい進しんしているに過ぎないのだ。

「それだけではありませんわ。あそこの管理人は魔法薬の知識にも長たけていますもの。魔法薬の効能で人体を強化すれば、ミナトくんを肉体的にもさらに高めることができるはずです」

「確かに、狙ねらう獲え物ものが獲物だけに可能な限り能力の底上げをしておきたいのが本音ではあります。ですが、あの施設があるのは聖なる山、シェライエ火山の中腹……。すでに火口付近には邪じや神しん捕ほ獲かく用結界維い持じ装置、魔法エネルギー変へん換かん装置などが設置されています。それらを見られることがあってはまずいのではありませんか？」

　会話する三人の中で、最年少である若者がそう懸け念ねんを示すと、

「いや、だからこそですよ。むしろ今から決戦となる場所に慣れさせておいた方がよいでしょうからな」

　最年長である研究者は、いつになく積極的な意見を述べた。

「なるほど……」

「状じよう況きよう次し第だいでは、そのまま計画の実行に移ることも考えられますわね」

「それもありえますな」

「そんなに急がずとも……と言いたいところですが、あまり悠ゆう長ちように構えていると横よこ槍やりが入りそうな状況でもありますしね……。ですが、それほど急激なパワーアップが、本当に期待できるのですか？」

「もちろん。古代シャルスティア魔法文明の偉い大だいさを、ご覧に入れて差し上げますわ」

　提案した女性は、自信満々に頷うなずいてみせる。

「そこまで仰おつしやるなら、今回の計画はあなたにお任せしましょう。ミナトくんを本島に召喚するなら、早く父上に知らせなければなりませんね」

「ええ。それでは私から、姫ひめ様さまたちに話は通しておきますわね」

　赤いルージュの引かれた唇くちびるが、にやりと曲線をつくった。
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　大理石でつくられた床ゆかや壁かべや天てん井じよう。そしてなによりも……、広い。広すぎる。

　俺おれ、風かぜ原はら湊みなとはどうしてこうなったのか、シャルスティア王国王宮の謁えつ見けんの間の、その四つ並んだ玉座の前に跪ひざまずいていた。

「よくきてくれました、カゼハラ・ミナト。このような形式ばった挨あい拶さつを強しいてしまってごめんなさいね。さあ、皆みな立ち上がってください」

　声も顔もマリーによく似た、俺の親父おやじと同じくらいの年ねん齢れいと思われる女性が、そう声をかけてきた。

　周りにいるソフィアとマリーとクリスと雪ゆき花かと茜あかねが揃そろって腰こしを浮うかすのを見て、俺も慌あわててそれに倣ならう。

「ふふ、ナギトによく似て……」

　ソフィアによく似た女性も、俺を眺ながめて目を細めている。

「ミナトとは初めて会ったというのに、初めてな気がしないね」

「息子むすこを一人で寄こすなんてなぁ。ナギトも一いつ緒しよにこちらに来ればよかったのに」

　やはり親父と同世代の、しかし親父とは正反対といった雰ふん囲い気きの凛り々りしい中年男性二人も、和なごやかにそんな会話を交かわしている。

　まぁぶっちゃけ、この人たちはソフィアとマリーの両親であり、つまりシャルスティア王国の現女王と副女王とその夫たち、そういうことなのだ。

　そんな人たちとうちのダメ親父が知り合いだというだけでも驚おどろきなのに、親父はこのシャルスティアでは剣けん聖せいと呼ばれ、女王陛下たちからも厚い信しん頼らいを受けているとか……。なにそれこわい。としか、息子の俺としては言いようがない。

　と思ったそのとき、

「母上方、父上方、私たちは今日、遊びに来ているわけではないのです。昔話に思いを馳はせる茶会はまた別の機会にでも」

　ソフィアが毅き然ぜんとした口調で、親たちの歓かん談だんに割って入った。

　もうだいぶ見慣れたドレス姿のお姫様は、まっすぐなスカイブルーのセミロングの髪かみに、サファイアブルーの大きな瞳ひとみ。その高貴な顔立ちは今日も眩まぶしいほどの美しさだ。

「あらあら、ソフィア、ミナトの前だからってそんなに王女ぶらなくてもよいのではなくて？」

　しかし、実の母親から即そく座ざに茶ちや化かされてしまう。

「は、母上、からかわないでください！」

　顔を真っ赤にして、ソフィアが動どう揺ようする。

　ところが──、

「まぁ、そのようなやりとりもナギトの前でよくやりましたね、レティシア」

「そ……れは言わぬ約束でしょう？　ディアナ」

　ソフィアで遊ぼうとした副女王様が、マリーの母親である女王様に足元をすくわれたのだ。それでも、思わず声を荒あらげそうになったところでぐっと堪たえるあたりはさすがに年としの功というべきだろうか。

「あの、お母様方……。申し訳ないのですけれど、本当にゆっくりはしていられないのです。このあとすぐに古代シャルスティア魔法文明博物館に行かねばなりませんので……」

　と、今度はマリーが、控ひかえめながら再度時間が押おしていることを表明する。

　やはりドレス姿のもう一人のお姫様は、ふんわりと腰まで伸のびたマリングリーンの髪に、エメラルドグリーンの大きな瞳。その愛くるしい顔立ちは今日も見み惚とれるほどの美しさだ。

「おやおや、いつのまにか娘むすめたちの方が分別がつくようになってしまったようだよ、二人とも？」

「ははは、そのようだ」

　ソフィアとマリーの父親である夫たちが、妻たちを窘たしなめる。

「まぁ、ひどいわ、あなたたち……。わかりました、それでは皆に一言ずつお礼を言わせてくださいな」

　恨うらめしそうに自分の夫たちを一いち瞥べつした後、女王様の雰囲気が一変した。威い厳げんと慈じ愛あいが同時に満みち溢あふれている、そんなオーラが目に見えるかのような……。

「アカネ、あなたにはどんなに感謝してもし切れません」

　意外なことに、その最初の一人はなんと俺の幼なじみでもある、野の々の山やま茜だった。

　茜と俺は、今日も学生としての正装である制服を着ている。

「えっ!?　あっ、あたしですかっ!?」

　本人としても驚きだったらしく、茜は両手をバタバタさせて慌てふためく。

　女王陛下は、しっかりと頷いた。

「ノノヤマ博士夫妻も、研究に没ぼつ頭とうできるのは娘がしっかり家を守ってくれているからだと言われていましたよ。つまり我わが国くにの魔法研究の根幹を支えてくれているのは、アカネ、あなただということです。全国民を代表して、ありがとう、アカネ」

「い、いえ、私、そんなたいそうな……」

　茜は、そう言いかけたところで言葉に詰つまり、俯うつむいてしまった。

　茜の親父さんが世界的にも有名な魔法学者なので、親父さんが賞賛されるのは何度も体験してきただろう。けど、茜自身がこんなふうに褒ほめられたのは、たぶん今が初めてなんじゃないだろうか。

　長く伸びた栗くり色いろのツインテールの髪に、くりっとした黒い瞳。胸は貧弱でどこまでも日本人らしい体型。でも、世話焼きでがんばり屋の幼なじみを俺としても誇ほこらしく思う。

「クリス、雪花、いつもご苦労様」

　次に女王様は、姫様たちの忠実な家臣である少女たちに声をかけた。

　金きん髪ぱつのポニーテールに青い瞳。クリスは、その外見の美しさのみならず、シャルスティア騎士の現トップランカーとも噂うわさされる剣けんの腕うでの持ち主だ。だから、今もこうして凛々しい騎士装束に身を固めている。

　黒くろ髪かみのショートボブに黒い瞳。雪花は、その容姿の可か憐れんさだけでなく、頭脳明めい晰せきで、姫様たちのお世話を完かん璧ぺきにこなすプロフェッショナルだ。なので、この場でもメイド衣装に身を包つつんでいるのだった。

「女王としてではなく、この娘たちの母親として、二人には感謝しているのですよ。この半人前の王女たちがなんとかやっていけるのも、あなたたちがずっと傍で支えてきてくれたおかげです」

「実際には、陛下からそのようなお言葉を賜たまわるほどの手て柄がらなど、何一つ立ててはおりませんが……、光栄の極きわみにございます」

「姫様たちのお傍に控えさせていただくことが、私たちの無上の幸福にございます」

　さすがにクリスと雪花は慣れたもので、感情を大きく表に出ださずに恭うやうやしく一礼する。

「そして、ミナト」

　そこで終わりだと思っていたのに、なんと俺の名まで呼ばれてしまった。

「王女たちをよろしく頼たのみます。ここ数日、何やら胸むな騒さわぎがして……。二十年前、王国の命運をナギトに救ってもらった身で、今度は息子であるあなたにこのようなことをお願いするのは、とても心苦しいのですが……。どうか、我が娘たちと、このシャルスティア王国を守って、ミナト自身も無事であってくれることを祈いのっています」

　しかも、やけに深刻な内容へと、シフトしていくじゃあありませんか。

「えぇぇ!?　そ、そんな大げさな……。あ、でも大だい丈じよう夫ぶっす、任してください。俺、この国もけっこう気に入ってるし、ソフィアとマリーも大好……、げふん、王女様として尊敬してますから、俺にできることならなんだってやってみせます！」

　場の雰囲気が暗くなっては困ると、調子のいいセリフをポンポンと吐はき出してしまう俺なのだった。

　ただし、別に嘘うそ偽いつわりを出まかせに言ったのではないことは、ここにはっきりと断っておきたい。これが今の俺の、紛まぎれもない本心なのだから。
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　話は今から一週間ほど前にさかのぼる。

　俺たちは、プリムヴェール学園保健医のナタリー先生に呼び出されていた。

　消毒薬の匂においに全体的に白っぽい景色──保健室に入るのは、俺としてはこれで二度めである。

「ミナトくん、もっと強くなりたいと思わないかしら？」

　赤いルージュとマニキュアが白衣に映はえるナタリー先生が、いきなりそう切り出したのだった。

「へ？　強く……って、剣の腕うで前まえとか、そういうのですか？」

「ええ、ミナトくんの場合、さらに火山神顕現騎士ヴオルカエクエスとしての能力ということにもなるのだけど」

「はぁ」

　職業：‥コスプレイヤー・趣しゆ味み：‥格かく闘とう家かとか、元傭兵の危機管理コーディネーターとかなら、そういう質問もありかもしれない。

　しかし、自分では何の変へん哲てつもないただの高校生だと思っている俺としては、ナタリー先生の問いは初め、場ば違ちがいなものにしか聞こえなかった。

「これまで、運命のルビー探たん索さくにおいて、かなり危険な目にも何度か遭あってると思うのだけど、どう？」

　だが、具体的な事例を提示されると、自分にとって切実な話なのだと、受け取らざるを得なくなってくる。

「今の強さのままで姫様たちを守りきれると思う？　今までは運がよかったということはないかしら……？」

「そ、そう言われると……」

　確かに、呪われた騎士の壺カースド・ジヤツクポツト、ガーゴイルの群れ、巨きよ大だい化かしたアメーバ状の魔ま物もの……、どれも一歩間ま違ちがえば誰だれかが命を落としていても不思議はなかったのだ。ソフィアやマリーや、仲間たちみんなが俺の目の前で流血し息絶える。そんな恐おそろしい光景は、まっぴらごめんである。

「お言葉ですが、湊殿どのは日々着実に成長しておられます。焦あせらずとも、いずれはどこに出しても恥はずかしくない立派なシャルスティア騎士になられるでしょう」

　と、そこに、クリスが加勢に入ってくれた。なんというか、褒めてもらえるのは嬉うれしいのだが、面と向かってだとそれはそれで恥ずかしかったりもする。

「なるほど、いずれはそうなるでしょうね。ですが、ルビー探索の期限は三年生であられる姫様たちが卒業するまでの一年間だけ。すでに数すうヶ月げつが経過してしまっている現在、悠長なことも言っていられないのではありませんか？」

　それでも、ナタリー先生は引き下がらなかった。

　ソフィアとマリー──シャルスティア王国王女に課せられた試練では、王家の秘宝『運命のルビー』を先に手にした一方だけが、晴れて次期女王に就任できる。敗れたもう一方は、副女王として補ほ佐さ役やくに回ることになるのだそうだ。

　今はそんな重大な王位継けい承しよう試験の、真っ最中だというわけである。

「むぅ、では、どうすれば？」

「何か具体的な方法をご存じなのですか？」

　当事者であるソフィアとマリーが、さすがに悩なやみ深そうに尋たずねる。

「よくぞ聞いてくれましたわ」

　ナタリー先生は、パァッと表情を輝かがやかせた。

　なんだよ、だったらもったいぶらずに最初から教えてくれればいいじゃないか。と、俺が胸の内で悪態をついたのは内ない緒しよである。

「古代シャルスティア魔法文明博物館。あそこには、かつて騎士たちを鍛きたえるために使われた様々な道具が保管されています。あそこで修しゆ行ぎようすれば、短期間で大おお幅はばなパワーアップ間違いなしですわ！」

　嬉き々きとして、ナタリー先生が力説する。

　俺って今まで、そんなに頼たよりなく思われていたのかなぁ。なんだかちょっぴり、切ない気分になってきてしまうじゃないか。

「古代シャルスティア魔法文明の道具……。それらを使用して、危険はないのでしょうか？」

　雪花が警けい戒かいするような口調で問う。

「あそこの管理人はマジックアイテムのみならず、薬物、書物、すべてにおいて古代シャルスティア魔法文明のエキスパートよ。それはもう大船に乗ったつもりで身を任せればいいわ」

　ナタリー先生は、とにかく大プッシュといった感じだ。これはもう、おいそれと断るわけにはいかない雰囲気である。

「はい、はい！　あたしもついて行きます！　あたしだって、魔法文明の知識が得られれば役に立てると思うし、素人しろうとを戦力として育てられるような道具があるなら、ぜひお願いしますっ！」

　仲間外れにされてなるものかと、それまで無言だった茜も、ここぞとばかりに猛もう烈れつにアピールするのだった。
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　というわけで、俺たちの強化合宿の日程はトントン拍びよう子しで決められてしまった。

　学業をほっぽって何日も連れん泊ぱくする強行軍である。当然、プリムヴェール学園を休むデメリットも軽視されているわけではない。

　学期間の長期休きゆう暇か中に、俺たちにだけ特別補習が予定されているのだとか……。ありがたくて涙なみだがちょちょぎれそうな学園側の配はい慮りよではないか。

　さて、その強化合宿出発当日の今日は、ちょうどコレットとリシェール博士の一時帰国と重なったのだった。

　早朝、俺たちが普ふ段だん暮らしているファムネリア島から、旅りよ客かく用のヘリコプターで出発して約一時間弱。

　シャルスティア本島の空港に到とう着ちやくすると──。

　コレットとリシェール博士は、ここからさらにスペイン行きのジェット機に乗るのだという。

　帰国の理由は二人とも仕事だそうだ。博士のフィールドワークと、コレットのクラシックコンサート公演と、親子して非常に多た忙ぼうな人たちである。

「あ～ん、ボクもみんなと一緒に、その博物館に行ってみたかったなぁ～っ！」

　空港のロビーで、コレットは非常に残念そうに手足をバタつかせていた。

「まぁまぁ、博物館はなくなったりしないからさ、いつか機会をみて行けるって」

　と、俺は慰なぐさめたのだが、

「そ～じゃなくって～っ！　ボクはみんなでお泊とまりしてみたかった～って言ってるのっ！」

　コレットは、さらにほっぺたを膨ふくらませて反論する。

　なるほど。そう言われてみると、修学旅行みたいなワクワク感を、俺自身少なからず有しているのだった。

「ははっ、だったらそれこそいくらでもやってやるって。コレットが帰ってきたら、すぐに泊りでどっか遊びに行こうぜ、なぁ？」

「いいですね」

「ええ、もちろんです」

　クリスとマリーがすぐに相づちを打ってくれる。

「そうよ、コレット、今回あたしたちは修行のために合宿するんだから、きっと全然遊べないわよ？」

　茜も、敢あえてマイナスポイントを強調することで、コレットの無念を和やわらげる戦術だ。

「え～、ほんとにぃ～？　それでもきっと楽しいと思うなぁ～っ！」

　うむ、コレットの予想には俺もまったく同感である。

　美少女五人と一つ屋根の下で何日も過ごす。それが楽しくないはずがないじゃないか！

「さぁ、コレットや。私たちはそろそろ搭とう乗じよう手続きをせんとな」

　リシェール博士が、やんわりとコレットを促うながす。

「はーい。ミナトっ、修行が上う手まくいくように、ボクがおまじないをしてあげるよっ！」

　コレットってば、嬉しいこと言ってくれるじゃないの。

「おっ？　そ、そうか？　じゃあ、頼むわ」

「うんっ。ミナト、目を瞑つぶってしゃがんで？」

　俺は素す直なおに、せがまれるままに身を屈かがめ、瞼まぶたを閉じた。

「ん？」

「んん？」

　ソフィアと茜が、同時に反応する。

「「何やら既き視し感かんが……」」

　二人の言葉が、重なった瞬しゆん間かん──。

　ちゅっ。

　俺のおでこに、小さく柔やわらかな物体が押しつけられる。

　はっとして目を開けると、コレットにキスをされたのだとわかった。

「「みぃ～なぁ～とぉ～～～っ!?」」

　ソフィアと茜が、鬼おにの形相で睨にらみつけてくる。

「あははっ、じゃーね、みんなっ！　修行がんばってねーっ！」

　コレットはぶんぶんと手を振ふりながら、先で待っているリシェール博士のもとへと駆かけ出していた。

　コレットのやつ、もしかして俺がボコられるのをわかってて、ちょっと楽しんでいやしないか!?

　幸いにして、俺おれはそれ以上のお咎とがめを受けることなく、全員笑え顔がおで手を振ってコレットを見送ったのだった。

　俺たちも、のんびりとはしていられない。皆みなで空港の駐ちゆう車しや場じように向かって、歩き始める。

「茜の親父おやじさんたちの研究所も、こっちにあるんだって？」

　俺は移動するヘリの中でチラッと聞いた話を振ってみた。

「そうなのよ。だから、お父さんもお母さんも、ヘリコプターや船に何度も乗るのが面めん倒どうだって、一度通勤するとそのまま何日も帰ってこないのよねぇ」

　茜の両親が同じところで働いていて、家を留守にしていることが多いとは知っていたが、そんな理由があったとは……。

「なんつーか、それってある意味しかたない気もするよなぁ。かなり近きん距きよ離りだけど、単身赴ふ任にんみたいなもんか？」

「そうねぇ、お父さんとお母さん二人で働きに行ってるから、どっちかっていうと、あたしが単身赴任？」

　茜もやや苦く笑しよう気味に答える。

「ん、わかった。勤勉な茜のご両親に代わってこの俺が、娘さんが非行に走ったりしないように、しっかり目を光らせてやるからなっ！」

「あんたの一人暮らしの方が、よっぽど不安定でしょーがっ！」

　なんて茜に突っ込まれている間に、俺たちを待つリムジンの前まで来ていた。

「これからまず、王宮へと向かいます」

　マリーが行き先を教えてくれる。

「母上たちも父上たちも、ミナトの顔を一目見たいなどと、酔すい狂きようなことを言っておられるゆえな」

「げーっ!?　なんか変にプレッシャーかかるんですけどーっ!?」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。女王陛下たちは、普ふ通つうに気さくで優やさしい方たちですから」

　おそらくそういう人たちと何度も接して慣れているのだろうクリスが、緊きん張ちようをほぐす言葉をかけてくれるのだが、果たしてどこまで本気にしてよいものやら……。

　っていうか、仲のいい女の子のご両親と会うってだけで、高校生男子としては相当の重圧だと思うんですけど!?　それが、一国の最高権力者ってまさに、どんだけーっ!?　と嘆なげきたい俺がいるのだった。



　　　　　◇



　と、まだ始まったばかりの今日一日の流れを俺がダイジェストで──しかも順番はランダム再生だ──思い出している間に、時刻は午前十時くらいになっただろうか。

　そんなこんなで早々に王宮を辞した俺たちがやってきたのは、シャルスティア本島の象しよう徴ちようとされ、聖なる山と呼ばれているというシェライエ火山。標高四千メートル以上ある高くて大きな山だ。

　しかし、傾けい斜しやはそれほどきつくはなく、どちらかというとなだらかな勾こう配ばいの舗ほ装そうされた道路を、俺たちを乗せたリムジンは延々と走っていた。

　麓ふもとは森に覆おおわれていたが、登っていけばいくほど草木はどんどん少なくなっていく。この山の黒くごつごつとした地面は、何度も噴ふん火かして流れ出した溶よう岩がんが固まり、長い年月をかけて幾いく重えにも重なってできたものなのだろう。

　リムジンが停車する。

　山頂はまだ遥はるか彼方かなたに霞かすんでいる。ちょうど山の中腹あたりといったところか。

　そこには、五階建てくらいで横に広い、シャルスティア王国の建物にしては近代的な様式の、古代シャルスティア魔ま法ほう文明博物館が建っていた。

　パッと見ちょっと小さいが、高級ホテルですと言われれば信じてしまいそうなくらい立派なものだ。

　ここは博物館と呼ばれてはいるものの、一いつ般ぱん人じんに対してはほとんど非公開だという話で、人ひと影かげはなく、展示スペースもなく、どちらかというと秘密の研究施し設せつとでもいうべきものらしい。

　普通に一般公開でもすれば、きっと大人気の観光スポットになるだろうに、と俺なんかは思ってしまうのだが……。ソフィアとマリーに言わせれば、『シャルスティアの魔法は観光収入などを目当てに不特定多数の人々にひけらかすようなものではない』のだそうだ。

　立派なエントランスの前で、俺たち一同は整列した。

「これより、運命のルビー探索隊の強化合宿を執とり行おこなう！　異論は認めない！」

　いつものごとく、ソフィア隊長が威い勢せいよく宣言する。

　端はしから全員異論なく集まっているわけだが、どうしても言いたくて仕方がないといった感じだ。

「「「「「おーっ！」」」」」

　俺たちもとりあえず、いつものようにソフィアに調子を合わせておくことにする。

　エントランスの重じゆう厚こうなガラス張りの扉とびらを開き、俺たちは薄うす暗ぐらくひんやりとした館内に足を踏ふみ入いれた。

　すると、

「あんれまぁ、姫ひめ様さまたちではねぇですかぁ～」

　のんびりとした愛あい嬌きようある声が、俺たちを出で迎むかえたのである。

　左右で三つ編みにした長いすみれ色の髪かみ。眼鏡をかけ、学芸員らしいスーツ姿の二十歳はたちくらいの女性が、ぽわーんとした満面の笑えみでぱたぱたと駆け寄よってきた。

「おお、アミナ、久しいのぅ」

「ご無ぶ沙さ汰たしています、アミナさん」

　ソフィアとマリーはすでに相手と面識があるらしく、気さくに挨あい拶さつを交かわす。

「ひゃあ～っ、お二人とも、おっきくなられて～。ぼいんぼいんではねぇですかぁ～」

　身長のことかと思ったら、そっちかよ！　と、ツッコミを入れたくなる。というか女性なのにこの人、着眼点が俺と同じじゃないか。

「まぁっ、アミナさんったら！」

「こ、これ、余計なことは言わぬでよい！」

　マリーとソフィアが顔を赤らめて非難の声を上げる。

「あはは～、これは失礼しましたのですだ～」

　その、アミナさんという人は、頭に手を当て身体を反らすと、ゆさっと自然におっぱいが揺ゆれた。自分だって、なかなかけっこうなものをお持ちなのだった。

















「なんだ、ソフィアもマリーも、ここに来るの初めてじゃないんだな。まぁ、当たり前か？」

　シャルスティアに来てまだ数ヶ月しか経たっていない俺とは違ちがって、二人はこの国のことを誰よりも詳くわしくなければならない立場なのだから。

「うむ、古代シャルスティア魔法文明の知識というのは、シャルスティア王族にとって必修課目のようなものであるゆえな」

「それで、アミナさんにはまるで家庭教師のように、色々教えてもらったんですよ」

「最後にここを訪おとずれたのは五年以上前であろうかの？」

　二人のお姫様は、懐なつかしそうに当時の記き憶おくを振り返かえっているみたいだった。

「わたす、アミナ・カラタユートと申しますのだ。以前からこの、古代シャルスティア魔法文明博物館の学芸員をやっていましたのだが、今年、前任者が定年退職されたため、わたすが管理人に就任しましたのだ。若じやく輩はい者ものですが、よろすくお願いしますのだ」

　アミナさんは、残りの俺と茜とクリスと雪花に向き直ると、ぺこりとお辞じ儀ぎする。

「初めまして、アミナ殿どの。クリスティーナ・セレネ・カシラギです。こちらこそ、よろしくお願いします」

「月げつ桂けい院いん雪花と申します。アミナ様、お世話になります」

　クリスと雪花は、即そく座ざに礼れい儀ぎ正ただしく返礼する。

「あっ、えっと、風原湊です、よ、よろしく」

「野々宮茜です、どうぞよろしくっ」

　焦って後に続こうとした俺と茜は、だいぶかぶり気味に発声してしまう。

「これはこれはみなさんご丁てい寧ねいに～。わたす、ど田舎いなか育ちなもんで言葉が聴きき取とりにくいかもすれんですけんども、堪かん忍にんしてくださいのだ」

　アミナさんは屈くつ託たくのない笑顔をほころばせっぱなしだ。

　う～ん、どこまでも低姿勢な、それでいてまったく厭いや味みのない、いい感じの人じゃないか。

「いえ、そんなこと」

「とてもチャーミングです」

　クリスと雪花が言葉を返す。

「ああ、わかる、すげーわかる。女の子が喋しやべる方言って、なんかこう、グッとくるもんがあるよなっ？」

　と、口に出だしてしまったところで俺は、殺気を感知したのだった。

「湊……、あんた、美人なら誰だっていいんじゃないのぉぉ～～？」

「いででででっ!?」

　茜が俺の耳たぶをぎゅーっと引っぱる。

　酷ひどい！　暴力反対！　ここまでされなければならないなんて、いったい俺が何をしたというのだろうか!?

　が、そんな虐ぎやく待たいに対する俺の批判は、華か麗れいにスルーされるのが世界の常識である。

「アミナよ、アシエルかナタリー先生から事情は聞いておるか？」

　ソフィアが、本題へと話を切きり替かえる。

「はい～、数日前に連れん絡らくがありますて、姫様たちが任命なさった『神しん託たくの騎き士し』様の修行を行いたい、と仰おつしやってますただなぁ……」

　顎あごの下で人差し指を立て、アミナさんは思い出そうとしている様子だ。

　一拍ぱくの間を置いて、

「あんれまぁ～、あなたがカゼハラミナトさんですだか!?　神託の騎士様っ！　わたす、てっきり三メートルくらいあるゴリラみたいな方がいらっしゃるもんだとばっかり思ってますただぁ～」

　アミナさんは俺をまじまじと見つめ、そんな感想を述べた。

　それはもはや、人類とは呼べないものなのではないだろうか？　という反論は、敢えてしないでおくことにしよう。

「ではみなさん、早さつ速そく修しゆ行ぎようを始めますのだ。こちらが更こう衣い室しつになっておりますですので、中に置いてある服に着き替がえてくださいですのだ」

　アミナさんは、館内の奥おくへと続いている通路を指差した。

「わたすもインストラクターとして、参加させてもらいますのだぁ～」

「うむ、では参ろうか」

　ソフィアが先頭に立って歩き始める。

「ちゃんと男女別々に更衣室があるんですね」

「そこはもちろん、分かれていてくれないと困りますよー」

　マリーが当然であるはずのことをさも不思議そうに指し摘てきし、クリスが至し極ごくまっとうな見解を示す。

「ですが、ひとりで着替える湊様が寂さびしいのではありませんか？」

「ぶっ」

　雪花の発言に、俺は思わず吹ふき出してしまった。

　気き遣づかってもらえるのはすごく嬉しいのだが、その扱あつかいでは俺は幼よう稚ち園えん児くらいと見なされているのではないだろうか？

「ちょっ、雪花っ!?　自分をもっと大切にしなきゃダメよっ!?」

　茜の俺に対する警戒の強さは、それはそれで逆方向に極きよく端たんな気がする。

「湊様に目め隠かくしでもしていただけば、全員で一いつ緒しよに着替えることも可能ではありませんか？」

「まぁっ、名案ですね」

　引き下がらない雪花に、さすがはド天然のマリーが賛同してしまう。

「「「いやいやいやいやいや……」」」

　ソフィアとクリスと茜は、唖あ然ぜんとしながら激しく首を振るのだった。

　こんなふうに騒そう々ぞうしい、いつもの面々ではあるが。

　本当はとても頼りになるし、こうしてみんなで修行にまで付き合ってくれて、心からありがたいと思う。

　俺一人だけでは、もし修行が辛いと耐たえられなくて、途と中ちゆうで投げ出してしまうかもしれないもんな。



　十分ほどして。

　俺たち六人は、衣装を新たに再び集合した。

　俺に用意されていたのは、身体に密着する感じのＴシャツとハーフパンツだった。なるほど、こういう格好で己おのれを鍛きたえるのだと思うと、肉体だけでなく精神までも引ひき締しまってくるみたいだ。

　ところが次の瞬間──、

「うわぁぁぁぁぁぁぁ～～～～～～～っ!!」

　俺は絶ぜつ叫きようしてしまった。

　だって、俺の視界に飛び込んできた女の子たちの姿が、あまりに素す晴ばらしかったから。

　トレーニングウェアというなら、そうなのだろう。タンクトップで、おへそが丸出しの上半身。しかも、薄うすい生き地じはおっぱいのラインにぴったりと張りついていて。

　まるで強力な磁力でも発しているかのように、俺の腕うでを引き寄せようとするとは何事だ。危険ですので、十分な距きよ離りを取り、決して近付かないでください。

　さらに、下半身もまた、凶きよう悪あく極きわまりない。ほとんどホットパンツといってもいいくらいの丈たけの、女の子の対男子汎はん用よう服型決戦兵器三種の神器のひとつ、スパッツ！　残る二つはスク水とブルマで間ま違ちがいないはずだ。

「ば、馬ば鹿か者もの、ジロジロ見るでないっ！」

　ソフィアがいつものごとく、俺の邪よこしまな視線を跳はね返そうと牽けん制せいする。

　いや、ほんとそうですよね、サーセン。

「は、恥はずかしいです」

　天然成分が多めのため、羞しゆう恥ち耐たい性せいが他のみんなより高いはずのマリーまでもが、今回は頬ほおを朱しゆに染めている。

「はわわっ、騎士としてこのような破は廉れん恥ちな姿は、いかがなものかと……」

　同様に、クリスも自身の胸部を両手で押おさえながら浮うかない様子だ。

「破廉恥になれるだけ羨うらやましいです……」

　ぽつりと、雪花が無表情ながら哀あい愁しゆうを漂ただよわせつつ呟つぶやき、

「雪花っ、それは言わないでぇっ」

　茜も泣きそうな顔で、持たざる、貧しき者同士の悲ひ哀あいを共有しているらしい。

「落ち込む必要なんてないぞ、二人とも！　胸がなくたって、十分に魅み力りよく的てきなお尻しりと太ももがあるじゃないかっ！」

　くわっと目を見開いて、俺は間かん髪はつ容いれずそう主張してみせる。

　俺はただ純じゆん粋すいな善意から、茜と雪花を慰めようとしただけだったのに。

「そういうことを、口に出して言うなっつってんでしょ～～～がぁっ！」

「このセクハラ騎士が！　主君自らが制裁を加えてくれようぞっ！」

　茜とソフィアの渾こん身しんの右ストレートが、俺の顔面に直ちよく撃げきするのだった。

　瞼の裏で、キラキラと星が瞬く。

　いかん、最近思ったことをすぐ声に出す癖くせがついてしまったみたいだ。自重しなければ。このままでは、身体がいくつあっても足らない気がするしな。

「みなさん準備できますただな？　当館三階が修練場となっていますのだ。今からそちらにご案内いたしますのだ」

　自分もトレーニングウェアになったアミナさんは、ぷるんっと乳と三つ編みを揺らしながら説明するのだった。

　ゴクリ……、こいつはハードな修しゆ行ぎようになりそうだぜ。

　だが、今の俺はおっぱ……、いや、みんなのおかげでやる気がみなぎっているのだ。どんな過か酷こくな修行だってやり遂とげてみせる！



　エレベーターで三階に上がり、薄暗い廊ろう下か中央の重い鉄製の扉を開けると、そこは──。

　広い、かなり広い室内。全面、フローリングの床ゆか。外に面した側は完全なガラス張りになっていて、日光が降り注ぎとても明るい。

　どう見てもスポーツジムです。そんな空間が、俺たちの眼前にあった。

「まずは、これなんかが、いぃんでねぇでしょうかね」

　そう言ってアミナさんが部屋の隅すみへとトコトコ歩いていき、抱かかえて持ってきたのは、巨きよ大だいな風船のような、ふわふわとした感じの球体だった。

　えっと、あれ？　これって、どっかで見たことあるような……？

　俺がその名めい称しようを思い出せず悩なやんでいるのをよそに、アミナさんは解説を始める。

「これは、古代シャルスティア魔法文明のマジックアイテムで、『背徳なる絶交球アリアロンド・アローン』と呼ばれていますのだ。失敗時のリスクがあまりにも痛つう烈れつなので、拷ごう問もん道具だったのではないかという説もありますのだが、わたすの考えでは絶対に立派な修行道具ですのだ」

　おいおいおい、なんか、さらっとヤバいことを言わなかったですか？

　ところが、誰だれもそこに突っ込もうとする気配がない。……俺の感覚の方が、ずれているのか？

「ただし、この修行道具は神託の騎士様──もっと正確には、火山神顕現騎士ヴオルカエクエス様や、王女様たちのような、シャルスティアの神々の加護を受けた、魔ま力りよくを持った者にしか使いこなせないので、他の方たちは見学となりますのだ」

　うむむ、ますます危険な香かおりが強まっている。はずなのだが、みんな真しん剣けんな面おも持もちで聴き入っているだけだ。

「んだばソフィア様、まずは代表して、実じつ践せんしてみましょうのだ」

「わ、私からか？　よ、よかろうっ」

　いきなりアミナさんに呼ばれ、一いつ瞬しゆんたじろいだものの、気が強いソフィアとしては、名指しされておきながら引っ込んでいるなどという選せん択たく肢しは毛頭ないのだろう。すぐに胸を張って、前に進み出る。

　アミナさんは、その直径一メートル程度の謎なぞの球体をぽすっと床に置いた。

「ソフィア様、この球に背中を預けるようにして、仰あお向むけに乗ってみてくださいのだ」

　アミナさんが指示する。

「こ、こうかの……？」

　恐おそる恐る、という感じでソフィアは床に座すわり込むようにしながら、球体に向かって徐じよ々じよに仰のけ反ぞっていく。

　ふよんっと、かなりの弾だん力りよく感をもって、球体がソフィアを押し返した。これが本物の風船だったら割れてしまうところだが、そうはならないらしい。

　そうだとわかると、ソフィアは自身の全体重を球体にかけ始めた。球の外周に沿って、ソフィアの身体が弓なりになる。

　うおっ、その姿勢、ソフィアのゴージャスな胸がすごい強調されちゃってるじゃないか！　一国のお姫様が……、いいのか、こんな格好!?

　そのとき、俺の頭の中に雷らい光こうが閃ひらめいたのだ。

　ああっ、これはっ！　思い出したぞ！　日本だとこれは、バランスボールって呼ばれているものにそっくりじゃないか！

　しかし、バランスボールって普通の健康器具のはずなのに、なぜかちょっとエロいイメージが浮かんできてしまうよなぁ。

「あっ、アミナよっ、この道具、何かおかしいのではないか!?」

　言ったそばから、ソフィアの色っぽい……、もとい、切せつ羽ぱ詰つまった声が上がる。

　よく見ると、球体に乗ったソフィアの身体が、ずぶずぶと沈しずみ込み始めていた。

　たとえるなら、海で溺おぼれている人のような、あるいは、底なし沼ぬまに嵌はまって抜ぬけ出せなくなってしまったような、そんな感じ。

　さっきまで、あんなに弾だん力りよく性せいがあったのに、今はまるでとりもちのようにネバーッとソフィアに絡からみつく球体。

「ご安心くださいのだソフィア様、『背徳なる絶交球アリアロンド・アローン』は、バッチリ正常に作動していますのだ」

　アミナさんは満足そうに、結んだ拳こぶしからグッと親指を突つき立たててみせた。

「そ、そうか？　な、ならばよいのだが……」

　やや不安を残しつつも、ソフィアが納なつ得とくしかける。

「はい、ここからが修行の本番ですのだ。ソフィア様、ご自身の魔力をオーラに変えて精せい一いつ杯ぱい放出してくださいのだ。そうすれば、球の中に取り込まれずに済みますのだ。この球の中は異空間へと繋つながっていて、全身が呑のみ込まれてしまうと、二度とこの世界には戻もどって来られませんのだ」

　あっけらかんと答えるアミナさんとは対照的に、

「な、なんだってーっ!?」

「なんじゃとぉっっ!?」

「まぁっ!?」

「なんと!?」

「一大事です」

「ええぇぇっ!?」

　俺たち六人は某ぼうミステリー調査班のごとく、半ばパニック状態に陥おちいるのだった。

「じゃあミナトさんもやってみましょうのだ」

　アミナさんは言うが早いか、俺おれの向きをくるりっと回転させ、ドンッと胸を押す。

　当然、俺は仰向けに倒たおれ込むことになったのだが、それの意味するところは、つまり。

　ボスンッ。

　そこには、ソフィアが現在悪あく戦せん苦く闘とう中のものとまったく同じ球体が、すでに用意されていたのだ。

「どぅぉぉぉぉぉっ!?」

　俺の後頭部と両りよう肩かたが、ぞぶぞぶぞぶっと沈んでいく。

「ちょっ、た、たんま！　俺っ、まだっ、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスの儀ぎ式しきしてないじゃんかっ！」

「大だい丈じよう夫ぶですのだ。儀式をしなくても、オーラが出せるか出せないかギリギリくらいの方が、修行としてはちょうどいいですのだ。『必勝！　サルにもできる、火山神顕現騎士ヴオルカエクエス育成法！』という文ぶん献けんに書いてありましたのだ」

　俺の必死の訴うつたえを余よ裕ゆうで却きやつ下かするアミナさん。

　確かにこれまで、生身の状態でも多少のオーラは出せたわけだが、こんな精神が集中できなそうな状じよう況きようで上う手まくいくのだろうか？

「はぁぁっ、これは……、くぅっ、なかなかっ！」

　ソフィアでさえも、だいぶ苦戦しているみたいだ。

　と、俺は横目でその様子を追う。

　視界に飛び込んできたのはソフィアの──汗あせをかき、上気した肌はだ。悩ましげな吐と息いき。身み悶もだえする度に、揺れる双そう丘きゆう。

　ドクンッ！

　ふぉぉぉぉっ、これ、なんてエロゲー!?

　ブォォンッ……。

「あっ、出た」

　真しん紅くのオーラが、俺の全身を包つつんでいた。

　ふわっと身体が軽くなるような感覚。球体に弾力性が戻る。なるほど、オーラを纏まとっていれば、引きずり込まれる心配はなくなるみたいだ。

「ぬがぁっ！　ミナトなんぞに後おくれを取るとはっ!?」

　隣となりでソフィアが吼ほえた。お姫様らしからぬはしたなさで。

　ブゥンッ……。

　しかし、どうやらその激高のおかげで、ソフィアもオーラを出すことに成功したのだった。

　スカイブルーの、清せい冽れつな光のオーラ。

「いついかなるときでもオーラを放出、維い持じできるようになりましょうのだ。オーラは自分の身を守ってくれる、魔法の鎧よろいですのだ」

　アミナさんはインストラクターらしく、そんなことを言った。

　オーラで球体に触ふれていれば、弾力性は保たれ、危険はまったくなくなる。あっという間に、俺とソフィアは、ポヨンポヨンと球体の上に座って跳ねたりなんかもできるようになっていた。

「はい、よくできましたのだぁ～。んだば次は、マリー様、これをやってみましょうのだ」

　そこでひとまず、俺とソフィアは休きゆう憩けいを許された。続いて今度は、マリーが選出される。

　ゴトゴト……、とアミナさんが運んできたのは、黒い椅い子すくらいの大きさの物体──まるでバイクの座席部分だけを切り取ってきたみたいな代しろ物ものだった。

　ん～？　これまた、なんか、見覚えがありそうな形だなぁ……？

「これの名称は、『粉砕の騎乗器アイドリング・マスター』。これに人間が跨またがると、上下運動が始まりますのだ。その揺れに合わせながら、オーラを一定の強さで、安定して放出し続けてくださいのだ」

　簡単な説明を受け、マリーはそれに腰こしを下ろした。

「ささっ、マリー様、オーラを」

「は、はいっ！」

　う～ん、とマリーは力むように唸うなる。

　すると、マリーの身体から微び弱じやくな光が発せられ始めた。

　その途と端たん。

　グォォンッ、グォーン、グォーン、グォーンッ。

　アミナさんの言った通り、それが上下に動き出したのだ。

「きゃあっ!?」

　マリーが驚おどろき、そのせいで、かすかだったオーラは、たちどころに掻かき消えてしまう。

「集中！　集中ですのだ、マリー様！　『粉砕の騎乗器アイドリング・マスター』は、オーラが途と切ぎれてしまうと、それに乗っている物体が徐々に原子分解を起こしますのだ！」

　あのー、ちょっと言っている意味がよくわからないんですが……。

　と、アミナさんにツッコミを入れる前に、百聞は一見にしかずという諺ことわざを思い知らされるような光景が展開されたのだった。

「マリー様っ!?　服がっ！」

　茜が叫さけぶ。

「えっ？　い、いやぁ～～～っ!?」

　ただでさえ布地の面積が少ないトレーニングウェアの、マリーのたわわなバストがぎゅうぎゅうに詰つめ込まれたその谷間の部分が、シュウシュウと音を立て、ボロボロと崩くずれ去さろうとしていた。

「さぁ、ミナトさんもやりますのだ」

　ドンッ、ドサッ。

　なんという、お約束だろう。またしても、俺はアミナさんに突き飛ばされ、マリーと同じ境きよう遇ぐうに落とされる。

　グォーンッ、グォーンッ。

　この震しん動どう……、ああ、そうだ、これは、乗馬マシンってやつなんだな。

　やはり、普ふ通つうのフィットネス器具であるはずが、なぜかおかしな用よう途とで有名になってしまっているような……。

　もうやだこの国、ってかいったいどうなってるんだ、古代シャルスティア魔ま法ほう文明!?

「ほらっ、マリー様、しっかりとオーラを『粉砕の騎乗器アイドリング・マスター』の動きに同調させてくださいのだ！」

　アミナさんの指導の声が飛ぶ中、マリーは服が消しよう滅めつしかかっている胸むな元もとを両手で隠かくしながら、なんとかオーラの出力を保とうと四苦八苦している。

「ひゃんっ、こっ、こんなの、無理ですぅ～～っ！」

　ゆっさゆっさ、と腕の隙すき間まからでもはっきりと、揺ゆれているのがわかる、マリーの胸。

　これはもう、芸術といっても過言ではないだろう。素晴らしい。素晴らし過ぎる。茜や雪花が乗ったのでは、こうはいくまい。

















　そんなわけで、俺はといえば、完全に恐きよう怖ふ心しんよりも欲望が勝っているのだった。

　ドクンッ、ドクンッ、ドクンッ！

　ふしゅっ！

　厳しい修行……のはずが、今の俺にとっては、自分でも信じ難がたいことに、余裕なのだった。

　オーラが次から次へと自然に湧わき出でてくる感じで、もはや、高校生が小学生の宿題を解いているくらいの難易度。オーラの量を一定に保つとかそういう次元ではなく、常に最大出力で垂れ流し状態だ。

　一方のマリーは、未いまだオーラの放出量を上手く制せい御ぎよできていない様子だった。一瞬、オーラが勢いよく放たれたかと思うと、またすぐに弱まってしまう。

「がっ、がんばれ、がんばるんだっ、マリー！」

　その白くてスベスベで柔やわらかそうな肌をガン見してしまいながらも、俺は一応誠心誠意、熱く応おう援えんする。

　できるなら、俺のオーラをマリーに分けてやりたい。

「み、ミナトさん、私っ……」

　もうけっこう限界なのだろうか……？

　泣きそうな顔で、マリーは俺にすがるように、見つめ返してくる。

　くぅぅっ、俺にしてやれることは、何もないのだろうか!?

　ボロッ……。

　そのときだった。

「はわぁっ!?　ま、マリー様っ！」

「マリーよっ、し、下も崩れかけておるぞっ!?」

「大だい惨さん事じです」

　クリスと、ソフィアと、雪花が、口々に恐きよう怖ふと焦あせりを表明する。約一名、そうは聞こえないテンションの者がいるのは我が慢まんしてほしい。

　マリーのむちっとした太ももに、ぴったりと吸いつくように密着した黒いスパッツが、シュワシュワと泡あわ立だつように、黒い煙けむりが昇のぼるように、今にも消え去ろうとしていた。

「マズいですのだっ！　身につけている服が全部分解されてしまうと、その次は肉体の分解が始まってしまいますのだ！」

　羞しゆう恥ちプレイだけでは済まず、生命まで脅おびやかされるって、どんだけ～～っ!?　俺はやり場のない怒いかりに、気が遠くなりそうだった。

「そ、そんな、ダメぇぇぇ～～～っ!!」

　恥ずかしさと怖こわさ、どちらに反応したのか。

　マリーの全ぜん身しん全ぜん霊れいを懸かけた絶叫が、室内に響ひびき渡わたる。刹せつ那な──。

　ブォォォォォッ！

　眩まばゆいばかりの、マリングリーンの清せい浄じようなるオーラが、辺り一面を照らしていた。

　誰の目にも、もう大丈夫だとわかる。マリーの放つオーラは、それくらい明らかにパワーアップしていた。

「おお～、やりましたのだマリー様！　ミッションクリアですのだ～」

　パチパチパチッ、とアミナさんが拍はく手しゆを送る。

　一国の王女が二人、立て続けに生命の危険に晒さらされたというのに、けろっとしているのがアミナさんのパネェところだと思うんだぜ？　まぁ、それをまったく悪意なく仕し掛かけた本人なのだから、当たり前といえば当たり前なのだが。

「明日もこの二つを使って、今度はオーラの量を調節できるようになりましょうのだ。無駄なく適度な放出を心がけてくださいのだ」

　とはいえ、アミナさんの指し摘てきは的確だし、指導方法は多少強ごう引いんだがちゃんと的を射ている。たぶんこのまま信しん頼らいしていいのではないだろうか。

「さて、んだばオーラを使わない、一いつ般ぱん人じん用のトレーニングに移ってみましょうかね。普通に筋力と持久力を鍛えましょうのだ」

　アミナさんは、スタスタと広い室内の奥おくの方へと進んでいく。

　俺たちは素す直なおに後に続いた。

「こちらから順に、『鞭べん痴ち賦ぷ令れ主す』、『流る宇う霧む濫らん那な亜あ』、『慧え阿あ櫓ろ倍ばい苦く』ですのだ。一人ずつ、乗ってくださいのだ」

　そう言ってアミナさんは、ベンチプレスみたいな道具と、ルームランナーみたいな道具と、エアロバイクみたいな以下略──略したはずなのに、逆に一文字増えてるじゃなイカ──を指差す。

　しかも、なんだか道具のネーミングが投げやりになってきたように感じるのは気のせいだろうか？

　俺の脳内ひとりツッコミを無視して──いや、むしろ拾われてしまうとどんなテレパシストかっていう問題になるのだが──ここまではまだ見ているだけで修行に参加していなかった三人がそれぞれ、指示に従った。

　ベンチプレス型の道具に挑いどむのは、茜である。

　おいおい、いきなりそんなハードそうなの大丈夫なのか!?　普ふ段だん凶きよう暴ぼうな幼なじみに手を焼いている俺ではあるが、さっきまでのマジックアイテムたちの恐おそろしさを考えると、心配になってしまうじゃないか。でも、それを口に出すのは恥ずかしいので、やめておくことにする。

「よーしっ！　いっくぞぉーっ！」

　勇ましいかけ声とともに、茜は縦長の台の上に仰向けに寝ね転ころんだ。

「バーベルをしっかりと両手で掴つかんでくださいのだ」

　アミナさんに言われるままに、茜は頭上に掛かけられているバーベルに手を伸のばす。

「うん、しょっ！」

　けっこう女の子らしい細い肩かたや、華きや奢しやな二にの腕に、力が入るのがわかる。

　あれ、なんでだろう？　こうやって一いつ生しよう懸けん命めいに取り組んでいる茜の姿を見ていると、ドキドキする。

　その、直後だった。

　ニュルゥ～～～ッ。

　茜が横たわっている台の背後から、無数の細長い触しよく手しゆのようなものが出現したのである。

　うん、わかってたさ。このまま何の変へん哲てつもなく、ただ単純に筋力トレーニングが行われるだけのはずはないとね。

　けど、あんまりやり過ぎると、呆あきれられちゃうんだぞ？

　自ら粘ねん液えきを分ぶん泌ぴつしているらしく、ぬめぬめと濡ぬれ、光こう沢たくを放っている触手が茜に迫せまる。

「なっ、何これ!?　気持ち悪っ、きゃぁぁっ!?」

　触手たちは、茜の脇わきや、首筋や、膝ひざの裏や、脇わき腹ばらなど、敏びん感かんそうな部分に執しつ拗ように絡みつき始めた。

「ひゃんっ!?　あっ、あひゃひゃひゃひゃっ……、ちょっ、くすぐったいぃぃっ！」

　堪こらえ切れずに、茜が悶もん絶ぜつする。

　腹筋が収縮し、可愛かわいいおへそが形を変える……とか、もう、ね。くすぐられて身悶える女の子のハァハァさは異常。

「触手によって、全身を隈くまなく刺し激げきすることで、上半身だけでなく身体からだ中じゆうのすべての筋肉を同時に鍛きたえることができますのだ」

　アミナさんの解説も、だんだん胡う散さん臭くささが増してきた感じだ。

「あの……、アミナ様。こちらの道具は、いったい……？」

　そこに、だいぶ息を切らした様子の雪花が、訥とつ々とつと問いかけてきた。

　俺は雪花の方へと振ふり返かえる。

「どっっっ、どうしてこうなったぁぁぁっ!?」

　雪花の乗ったルームランナー型の器具の走行面とその周囲の床に、大きな水みず溜たまりができあがっていた。

　なんと雪花は、いつもの涼すずしげな雰ふん囲い気きの彼かの女じよからは想像もつかないほどに、全身からぼたぼたと大量の汗を滴したたらせている。

　烏からすの濡ぬれ羽ば色いろの髪かみの毛けはぐっしょりと頬に張りつき、その黒い瞳ひとみも朦もう朧ろうとして焦しよう点てんがぼやけ気味だ。

　幸い着ているトレーニングウェアは、濡れたからといって透すけてしまうような素材ではないものの……、なぜだろう？　びしょびしょの女の子を見ていると、妙みような気分になってきてしまうのは……。

「人間の発はつ汗かん作用を極限まで活性化し、新しん陳ちん代たい謝しやを促そく進しんすることで、身体機能を大おお幅はばに増強するのですだぁ～」

「う～む、仮にそうだとしても、これじゃあ体内の水分がヤバいんじゃないですか……？」

　未だに呑のん気きさ爆ばく発はつといった風ふ情ぜいのアミナさんに、俺は疑問を呈ていしてみる。

　すると、

「じゃぁ～んっ、ちゃんと脱だつ水すい症しよう状じようにならないための装置も、取り付けられておりますのだ～！」

　アミナさんは自信満々で、前方のハンドグリップ部分についているボタンをポチっと押した。

　ウィンッ。

　この器具には、人の顔の高さくらいのところに、謎のパネルのようなものが設置されているのが気になってはいたのだが、なんとそこからノズルのような突とつ起きがせり出してきたのだ。

　まさか、この展開は……。

「さぁっ、雪花さん！　口を大きく開いてくださいのだ！」

　雪花は言われるまま、その桜色の唇くちびるを開き、あ～んと、キュートな舌まで伸ばして待ち受ける。

　びゅぶぅっ、ぶしゃぁぁぁっ！

　突起から勢いよく噴ふき出したのは……、いいえ、ケフィアです。

　嘘うそです、ごめんなさい。ただの水です。乳白色ではなく、透とう明めいな澄すんだ液体でした。

「あっ、は、ぁぁっ！」

　水流が、びしゃびしゃと、雪花の顔に浴びせられる。

　それをできるだけこぼさないようにと、雪花は口と舌を突き出して受け止めようとしていた。

　だが、けっこうな水みず飛沫しぶきが、雪花の小さな口には納まり切らずに溢あふれてしまう。

　……俺、この描びよう写しや、もうやめてもいいですか？　まったく、どこまでならやっても怒おこられないのか、実験してるんじゃないだろうな？

「はわぁっ、くぅぅっ、なんのぉぉぉっ！」

　不意に響いてきたのは、威い勢せいのいいクリスの叫び声ごえだ。

　当然の帰結として、最後に残ったクリスにも、きっとけしからん事態が勃ぼつ発ぱつしているのだろうと思われる。

　俺はやれやれだぜ、と思いつつ、ちょっぴり期待して視線を向けるのだった。

　クリスが全力で漕こいでいる、エアロバイク型の器具。室内だというのに、そこには突とつ風ぷうが吹ふき荒あれていた。

　ハンドルを両手でしっかりと握にぎりしめ、向かい風にポニーテールの金きん髪ぱつをなびかせ、クリスは実に健康的な美しさを醸かもし出していた。

「これは風を起こすことで、漕ぐための筋肉により負ふ荷かをかけると同時に、涼しさで疲ひ労ろう感や精神的ストレスを軽減できてしまうという、まさに一石二鳥の優すぐれ物ものですのだ～」

　アミナさんはそんなクリスを見て、うんうんと満足げに頷うなずくのだった。

　だが、俺は気付いてしまう。

　おそらくこのマジックアイテムによって創つくり出された風圧によって、クリスの栄養満点な胸のふくらみが、ぐにぐにとなぶられ、絶えず波打つように変形していることに。

　ビュォォォォォッ！

　さらに風の勢いが増し、

「あぁっ!?　そ、そんなっ!?」

　ぐらりとクリスの体勢が仰け反る。

　風はやや下方から吹き上あげているらしい。

　ズルッ。

「はっ!?　わわっ！」

　なんということだろう。

　強風に煽あおられ、トレーニングウェアの布地がずり上がって、肌はだ色いろの面積がどんどん拡大しているじゃないか！

　ぷるるんっ。

　クリスの下乳が全開──いや、半開か!?　ウェアの端はしっこが、クリスの双丘の中央にある、大切な突起部分に引っかかって、かろうじてセフセフといった状態である。

　これ以上の映像をアップしたら、せっかくの動画が削さく除じよされて、時報女ウゼーッって書き込みで埋うめ尽つくされてしまうところだ。

「きゃぁぁぁっ！　いやぁぁぁ～～～っ！」

　珍めずらしく、とっても女の子らしい悲鳴を上げ、クリスは胸元を両手で押おさえる。

　まずい！　こんな強風の中でハンドルから手を離はなしてしまったら、クリスの身体は宙に投げ出されてしまうんじゃないか!?

　俺は落下地点を予想し、両手を広げてクリスをキャッチしようと待ち構える。

　しかし──。

　クリスはエアロバイク型の器具の座席に鎮ちん座ざしたままだった。

「あ、あれ？」

「どうしましただ？　ああ、これは速く漕げば漕ぐだけ風力もアップしますだが、漕ぐのを止めれば、風もピタリと止やみますのだ」

　茫ぼう然ぜんとする俺に、アミナさんはまたしても先に教えておいてほしいことを告げるのだった。

「ミナトよ！　何を棒立ちになっておるのだ！　そなたのための修しゆ行ぎようであるのに、肝かん心じんのそなたがサボっているとは何事か！」

　おまけに俺は、ソフィアに雷かみなりまで落とされてしまう。

「さぁさぁ、みなさん、ここにある道具の使い方もだいぶわかってきたと思いますのだ。一通り、各人でもっと試ためしてみてもらいたいですのだ」

　というわけで、俺たちはそこからさらに一時間ほど、汗を流した。

　ソフィアとマリーとクリスの魅み惑わくの巨乳群は、何をやるにつけ、ぷるんぷるんだった。

　対する、茜と雪花の、貧乳はステータスだ希少価値だグループは、女の子の魅み力りよくが胸だけではないことを教えてくれて、素す晴ばらしいと思う。

　お尻しりのラインが丸わかりの、太もももほとんど露出した、黒い布地に白い肌のコントラストが映はえるスパッツという衣装は、そういう意味でも絶品だった。

　こんなふうに言うと、まるで俺が全然修行もせずに、ただひたすら女の子たちを視姦していたような誤解を受けそうだが……、ちゃ、ちゃんとトレーニングもしたんだからねっ！　と、そこだけははっきりとさせておきたい。



　そんな、女の子特有の、甘あま酸ずっぱい汗の匂においが充じゆう満まんした空間に、別れを告げなければならない残ざん酷こくな時が訪おとずれたのである。

「は～い、終～了～ですのだ～」

　アミナさんが、ぱんぱんと手を叩たたきながら宣言した。

　全員、魔法道具から離れ、アミナさんの前に一列に並ぶ。

「え、えらい目にあったわ……」

　茜がぼそりと呟つぶやいた。

　エロい目にあった、の間ま違ちがいではないか？　とは聞かないでおくことにする。

「みなさんシャワーで汗を流したら、服を着ないで戻ってきてほしいのですだ。次は、疲労した筋肉をほぐし、体内の循じゆん環かん機能と回復力を高めるために、古代シャルスティア魔法文明式オイルマッサージを行いますのだ」

　アミナさんの言葉に女の子たちの表情が、パァッと明るくなった気がする。

　ああ、女子ってエステとかそういうの、好きそうだもんなぁ。

　まぁ、俺だって気持ちいいのは嫌きらいじゃないし。つまりたいていの人間は、マッサージが好きなのではないだろうか？

「シャワールームはあちらですのだ。マッサージルームはこちらですのだ」

　やはりアミナさんからテキパキと指示をもらって、俺たちはまずシャワーへと向かった。

　いいなぁ。ここでもまた俺は、仲間外れだ。当たり前だが。

　俺も、女の子になってきゃっきゃうふふな世界へ飛び込んでみたいもんだぜ。

　男の娘こになってみるんじゃ……ダメかな？　無理だろうな。服を脱ぬいだら男の娘って、ただの男じゃん！

　なんて言うと、『おまえは男の娘の真しん髄ずいを何もわかっておらん！』とか怒られるかもしれないので、これくらいにしておこう。



　そうして、俺はひとり寂さびしくシャワーを浴びて、戻もどってきた。

　腰にタオルを一枚巻いただけの格好で。

　えっと、これって、大丈夫だよな……？　海パン一丁とかならまだしも、これだと『変態だー！』って菱ひし形がたの口で叫ばれても、反論できないような気がするんだが。

　心配しながら、俺はマッサージルームのドアを開ける。

　予想していたとおり、俺が一番乗りだった。



　待つこと十分くらい。

　廊ろう下かの向こうからワイワイガヤガヤと、楽しそうな声が響いてきた。

「も～っ、アミナさんったら、石せつ鹸けんを渡そうとしたら胸を力いっぱい掴むんですもの、痛かったです～」

「いやぁ～、マリー様、面めん目ぼくないですのだ。わたす、眼鏡がないと、何にも見えないもんで。あんまり白くてまあるいもんがあるんで、てっきり石鹸かと……」

　いきなり、聞いているだけで鼻から出血しそうな会話が交かわされているじゃないか。

　ガチャッとノブが回り、六人の美び姫きたちが入室してくる。

「むっ、ミナトっ」

「まぁ、ミナトさん」

「は、わっ、湊殿どのっ」

「湊様」

「み、湊っ」

「お待たせしましたのだ～」

　アミナさん以外の五人は、俺の裸ら身しんを見て、わずかに動どう揺ようしたように見えた。

　お、おお、おおおおおっ！　全員、バスタオル一枚キタッ！

「よ、よぉ、遅おそかったな、みんな」

　俺としても、そんな思春期の男子全開な心の叫びを気取られぬよう、なんとか平静を装よそおいつつ、片手を挙げる。

　ソフィアも、マリーも、クリスも、雪花も、茜も、チラッチラッと俺と天てん井じようや壁かべなんかを交こう互ごに見たり、目を逸そらしたりまた見たりなんかしている。

　な、なんだろう、視線がくすぐったい。もしかして、年とし頃ごろの女の子ってやつも、男の裸はだかなんかに興味があったりするのだろうか？

　と、とりあえず、できるだけ腹筋を硬かたくしておこう。

　そんなことを考えつつ、室内にガンガンに冷れい房ぼうをかけるべきじゃないかっていうくらい、俺の体温は急きゆう上じよう昇しようしていた。

　やっべー、マジやっべー。

　この部屋の中には今、胸の谷間や太ももがムチムチプルンで、しかもシャワー直後ですごく良い匂いのする女の子たちがひしめいている。

　精神統一が必要だ。賢けん者じやモードになるための……。てか、かなり無理ゲーじゃね!?　この展開で！

　室内には、三台のマッサージベッドが等とう間かん隔かくに置かれていて、俺はずっとその真ん中のものに腰かけている。

　そして、タオル一枚でガードしている股こ間かん。とにかく、このタオルをおっきさせなければ、俺おれの勝ちだ！

「よ～し、んだばマッサージを始めますのだ～」

　俺が、そんな俺ルールを考えている間に、アミナさんは準備を整えたみたいだった。

「ささっ、ミナトさん、まずはベッドの上にうつ伏ぶせになってくださいのだ」

　どうやら俺からマッサージを受けることになるらしい。

　助かった。仰あお向むけだったら、さっきのルールだと一分もたなかったかもしれないが、うつ伏せなら状況がまた変わってくる。

　たとえパオーンな状態になったとしても、うつ伏せのままならオールセーフじゃないか！

「なんとこれが、古代シャルスティア魔法文明で話題沸ふつ騰とうだった、究極のマッサージオイルですのだぁ！」

　通つう販はん番組のようなノリで、アミナさんが取り出したのは、透明な液体の入ったガラス瓶びんだった。

「このマッサージオイルは、五十八種類の秘伝の魔法薬が調合されており、皮ひ膚ふから吸収されて、感覚を鋭えい敏びんにし、身体能力はもちろん魔ま力りよくをも高める効果が得られますのだ」

　とっても仰ぎよう々ぎようしい感じの謳うたい文もん句くだなぁ。

　逆に、どんな怪あやしい効果が現れるのか、不安になってくるレベルだ。シャルスティアの魔法薬には、一回えらい目に……かつエロい目に遭あってるしなぁ。

「せっかくベッドが三つあるんで、ソフィア様とマリー様、クリスさんと雪花さんで二人一組になって、一人がマッサージする役、もう一人がされる役で、わたすのマッサージの仕方を見ながら真ま似ねしてみてくださいのだ」

「じゃあ、まずは私にマッサージさせてくださいな、ソフィア」

「う、うむ、マリーの手て際ぎわならそつなくこなすであろう……」

「では、私もマッサージする側で」

「いやいや、雪花にはいつも色々してもらってるし、ここは日ひ頃ごろの感謝も込めて私にやらせてよ」

「そうですか？　クリスがそこまで言うなら、お任せします」

　四人はそれぞれ、配役を決めたようだ。

　唯ゆい一いつ名前を呼ばれなかった茜が、所在なげに取り残されている。

　ここにいる人間は全部で七人だから、どうしてもひとり、ぼっちになってしまうんだよな。でもこれって、あんまりじゃないか？

「アカネさんは、わたすと一いつ緒しよに、ミナトさんをマッサージしましょうのだ」

　俺は、ホッと胸を撫なで下おろす。よかったな、茜。アミナさんが、ちゃんとフォローしてくれて。

　ざわっ……。

　ところが直後、なぜかこのアミナさんの発言で、室内に緊きん張ちようが走ったように思われる。

「は、はひっ。あ、あたしが、湊をマッサージ、ですか!?」

　まず指名された茜本人からして、声のトーンがおかしい。

「ミナトの肌はだに、直に触ふれるということか……」

「ミナトさんに……直接……」

「湊殿に……」

「湊様に……」

　ごくり、と一いつ斉せいに喉のどを鳴らす音が聞こえたような、空耳のような。

　みんなの熱視線が、俺に注がれている気がしてならない。しかもみんな、心なしか頬ほおが紅潮しているように見えるんですが……。俺、自意識過か剰じようなのかな？

「みなさん、今日はしっかりと覚えてくださいのだ。明日からはみなさん日ひ替がわりで、ミナトさんをマッサージしてあげるとよいですのだ」

「「「「なるほど……」」」」

　ふんっふんっ、と四人の荒あらい鼻息が、俺のもとに届くかのようだった。

　この室内でただひとりだけ、何食わぬ顔のアミナさんは、瓶の蓋ふたを開け、中から液体をとろぉ～っと自分の手のひらに垂らす。

　ぴとっ。

　何の前まえ触ぶれもなく、アミナさんはいきなり俺の背中へと手を下ろした。

　うほっ！

　という叫さけびを、俺は口の中に留とどめる。

　冷たい液体が、ぬるぬると背中の隅すみ々ずみまで伸ばされていく。女の人の手って、細くて小さくて柔らかいよなぁ。

　背骨に沿って腰こしから、肩というか首のつけ根まで、指圧されるように揉もみほぐされる。

　き、気持ちいい～っ。

「さぁ、アカネさんもオイルを手に取って、ほれっ」

　アミナさんに促うながされ、やや緊張気味の茜も瓶を傾かたむける。

　ぺたっ、ぴとっ、ぴたっ、ぺととっ。

　背中に触れる手のひらの感覚が、四つに増えた。

　茜とはけっこう長いつきあいだが、考えてみると、普ふ段だんは服で隠かくれている部分で、お互たがい生の肌に触れるなんてことは、当然ほとんどなかったわけで。

　小学生のときには、プールとかで取っ組みあったりなんかもしてたかもしれないが、高校生になってシャルスティアで再会してからは、本当に今が初めてではないだろうか？

　これでは、意識するなと自分に言い聞かせてはみるものの、どうしても意識せずにはいられないじゃないかっ！

　それに、なんだろう。オイルが塗ぬり込まれたところが、じわじわと熱くなってきているみたいな？

　うぉっ、ほっ！

　茜のたどたどしい指遣づかいが、くすぐったいぃぃ！

「ミナトさん、だば今度は仰向けになってくださいのだ」

　ついに来たか、このときが……。

　頼たのむぞ、俺の愚ぐ息そくよ。もうしばらく、おとなしくしていてくれ！

「さ～て、お腹なかにもオイルをたっぷりと塗り込まないとですのだ～♪」

　なんだろう、アミナさんがノリノリになってきた気がするのだが。

　にゅるるんっ。

　ぞくぞくぞくっ！

　脇腹のあたりを強めになぞられ、

「うはぁっ！」

　俺はついに、我が慢まんし切れずに呻うめいてしまう。

　恥はずかしい！　変な声をみんなに聞かれてしまった！

















　おかしいぞ、これ!?　感覚を鋭敏に、ってこういう意味なの!?

「ほれほれ、アカネさんももっと手を動かして、ですのだ」

「こ、こうですか？」

　急にドＳな雰囲気を漂ただよわせ始めたアミナさんが、茜をけしかける。

　茜の可愛らしい指が、ふよっと俺のへそを掠かすめた。

「うっく、ひっ、くぁぁっ！」

　えっ……って、何このシーン、俺がずっと喘あえぐの？　誰だれ得!?

　熱い。身体が、燃えるように。鼓こ動どうが速まる。目の前が、赤く染まる。この感覚は、まるで……。

　ブォンッ！

「お～、やっぱり出ましたのだ～。このマッサージオイルは、魔力持つ者に用いると、オーラの発現をしやすくさせますのだ～」

　なん……だと……!?

「どうですだか～？　アカネさん、火山神顕現騎士ヴオルカエクエス様のオーラの触さわり心ごこ地ちは～？」

「これが、湊のオーラ……。すごく……温かいです」

　なぜか少し恥じらいながら、茜が感想を述べる。

　前回、無人島でモンスターと戦ったとき、俺はオーラを炎ほのお状じように変化させることができた。だが、今出ているオーラはそれほどの熱さを持ってはいない。

　たぶん、俺の意思によってそのへんを調節することができるんだと思う。オーラのそういう性質も、完かん璧ぺきに操あやつれるようにならないといけないよな。

「アカネさん、続けて胸のあたりをお願いしますのだ」

「は、はいっ」

　えらく力の入った様子で、茜が頷く。

　いやん、そんな。俺、幼なじみに胸のあたりをまさぐられちゃうのか～。

　ぴとっ、つつつー。

　あー、ヤバい。茜の手のひらの感かん触しよく、なんかチョー愛いとしいわー。などと魂たましいが震ふるえた、そのときだった。

　コリッ。

　俺の、無む垢くな乳ち首くびを、茜の指先に引ひっ掻かかれたのである。

「アッー！」

　兄貴ーっ！　早く来てくれーっ！　嘘です、来ないでください。あと、釣つり動画で強制的にジャンプさせるのもやめてください。

　もうお婿むこに行けない……。

　だから……俺のことはもういいから、そろそろマリーとソフィアの情景とかに、視線を移すべきだと思うんだぜっ!?

「すごいですよ、ソフィア！　さっきはあんなに苦労していたのに、こんなに簡単にオーラが出せるなんて！」

「ふぁっ!?　ま、マリーよっ、そんなところっ……ひゃぁぁんっ！」

　ブッ！

　いきなり鼻血全開級の場面に遭そう遇ぐうする。

　うつ伏せになり、バスタオルをお尻ギリギリまでずり下げられたソフィアが、珍しくとても可愛らしい悲鳴を上げていた。

　マリーのオイルで濡れた両手が容よう赦しやなく、ソフィアが手ブラで押さえているバストを絞しぼり上げる。

　ぐにぐにと鷲わし掴づかみにされ、ぷるぷると震える双そう丘きゆうはまるで別の生物みたいだ。しかも、ソフィアの身体はスカイブルーのきれいなオーラに包まれていて……、なんともシュールな光景である。

　ドクンッ、ドクンッ、と激しくなる俺の動どう悸き。何かとてつもない力が体内で弾けそうな、そんな予感さえする。

　さて、せっかくなので、クリスと雪花の様子もチェックしておこう。

　やはりお尻のところまでバスタオルを下げられたうつ伏せの雪花。そしてそこには、そのバスタオルの内側の部分に、両手を入れてこね回しているクリスの姿が!?

「あの……、クリス、痛いです……。もっと、優やさしくして……」

　何かと誤解を生みそうなセリフを雪花は呻く。

「えっ、そ、そう？　ごめん、じゃあ、これくらいなら、どう？」

　クリスは改めてバスタオルの中の腕うでをゴソゴソと蠢うごめかせた。

「はぅぅっ!?」

　その瞬しゆん間かん、雪花がガクガクと痙けい攣れんし、絶ぜつ叫きようする。

　ちょっ、いったい雪花のドコにナニをしたんだっ、クリスはぁっ!?



　そうしてマッサージ大会は、その後も凄せい惨さんを極きわめ、大混乱のうちに終了した。

　次々と襲おそい来る想像を絶する刺激に、涙なみだと涎よだれを垂れ流しながら失神する者多数。アミナさんひとりを除いて、屍しかばねの山が築かれたのである。

　ただ、何よりも残念だったのは、俺は結局一度も女の子たちの肌には触れさせてもらえなかったことだ。ずっとされるターン！

　コホン、まぁ、とにかく……。

　俺たちは全員、意識を取とり戻すと同時に、再度シャワールームに直行したことは言うまでもない。



　　　　　◇



　この世のものとは思われぬ地じ獄ごくを味わい精せい根こん尽つき果はてつつも、午前の部をどうにか耐たえ抜ぬいた俺たちにさらなる災さい厄やくが降りかかろうとは……。

　それは、待ちに待った昼食というタイミングに、仕し掛かけられていたのだ。



　ようやく普ふ段だん着ぎに戻った俺たちは、アミナさんの案内で食堂に通された。

　これまた、けっこう広くて明るい、ホテルの食堂だと言われても納なつ得とくするくらいの豪ごう華かな部屋で、少なくとも俺は、どんな料理が出てくるのかとワクワクしながら着席したのである。

　六人分の大小様々な皿が運ばれてきた瞬間、すでに異変は感じられた。

　なぜなら、ぷ～んと、なんとも表現し難がたい個性豊かな香かおりが、食堂内に充満し始めたのだから。

「当館がご提供するのは、古代シャルスティア魔ま法ほう文明が誇ほこる魔法薬を駆く使しした特製の薬やく膳ぜん料理ですのだ」

　自ら厨ちゆう房ぼうに籠こもっていたアミナさんが、胸を張る。

「ほ、ほぅ……。してアミナよ、その……食材には、いかなるものを使用しておるのかな？」

　聞く前から嫌いやな予感がする質問に特とつ攻こうするソフィアって、素す敵てきだと思う。

「はい、食材はいっぱいありますのだが、例を挙げますと、コウモリの羽、ウミヘビの血、クモの足、モグラの尻尾しつぽ、ハリネズミの針、カモノハシの嘴くちばし、イグアナの爪つめ、カメレオンの舌、ナメクジの目……」

「わっ、わかった！　もうよい、もうよいぞアミナっ？」

　食欲を失うに十分な材料名を延々と告げられる拷ごう問もんになりかけたところで、ソフィアが焦あせって制止した。

「もちろん、ハーブや漢方として使われている草木もたくさん入っていますだよ？」

　さすがのアミナさんも場内ドン引きの空気を読み取ったのか、雀すずめの涙ほどのポジティブ──と言えるのかどうか──な情報を付け加える。

　とにかく今、俺たちの眼前には、原形を留めていてほしくないという意味では正しいのかもしれない、どろどろぐちゃぐちゃの黒かったり褐かつ色しよくだったりする、本当にこれが人間の食べ物なのかと小一時間問とい詰つめたくなる物体たちがひしめいていた。

「あの……アミナさんはこの料理、食べたことあるんですか？」

　茜が勇気を振ふり絞って、さらに掘ほり下さげた問いを投げる。

「わたすは作る専門ですのだ。ですけんど、古代シャルスティアの魔ま法ほう薬やく膳ぜんに関する文ぶん献けんは百冊以上読んでいますだから、もうバッチリですのだよ～」

　アミナさんは両りよう腕うでで力こぶをこさえ、ウィンクまでしてみせた。

　対照的に、俺たちの胃い袋ぶくろはきゅ～っと萎しぼんでいくのだった。

　だが、いつまでもここで蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように、竦すくみ上がっていても埒らちが明かない。

　俺はついに意を決して、とりあえず一番近くにあったスープ皿の中身をスプーンで掬すくい、一気に口の中に放ほうり込んだ。

　もしかしたら、こんな不気味な見た目でも、食べてみたら案外美味だったりして……。そんなかすかな希望を抱いだいていた時期が、俺にもありました。

「ぐぉ……、うぷ、……ぐ、ぐふふふふふ」

　人間、極限まで追おい詰められたとき、もはや笑うしかない局面ってあると思うんだ。

　女の子たちは、そんな俺の玉ぎよく砕さいっぷりをまざまざと見せつけられ、青ざめている。

「魔法薬膳は、日々食べ続けることでその効能が体内の細さい胞ぼうひとつひとつに吸収され、戦せん闘とう時などに限界を超こえてパワーを発揮できるようになりますのだ。好すき嫌きらいしてると強くなれませんのだよ？」

　お母さんか保母さんか、という口調でアミナさんが発破をかけてきた。

「くっ！　クリス、行きますっ！」

　そんな言葉に、騎き士しとしてのプライドを刺し激げきされてしまったのか、クリスが死地に赴おもむく兵士の形相で、ガツガツと平らげ始める。

　数十秒ほどして、

「ぐふぅっ！　み、湊殿……、あとは、頼みます……」

　顔色が紫むらさき色いろになったクリスは、バッタリとテーブルの上に倒たおれ込んだ。

「クリスの奴やつ……、無む茶ちやしやがって……」

　俺は心の中で、夜空に向かって敬礼したのだった。



　俺たちは必死に戦った。ソフィアも、マリーも、茜さえも、卓たく上じように並んだグロテスクな料理たちを可か憐れんな口元に運び、勇ゆう敢かんに挑いどんでいった。

　脂あぶら汗あせを浮うかべ、迫せまりくる嘔おう吐と感を何度も飲み込みながら、俺たちは皆みな、己おのれに与あたえられた内のほぼ半分くらいを食べてみせたのである。

　そんな中、驚おどろいたことに、雪花はただ一人、この悪あく魔まの宴うたげに供されるような料理群を完食せしめたのだった。

「そんなに不ま味ずかったですか？　全体的に薄うす味あじだったように思いますが」

　雪花は、けろっとした顔で言ってのける。

　これにより、雪花は辛から味みしか感知できない説が一層強まったのだった。

「あんれまぁ、みなさんけっこう小食ですのだぁ。夕食の量はもう少し減らした方がいいですだか？」

　食べ残した俺たちの皿を見て、呪のろいの言葉のようなものをアミナさんが発した。

「あ、アミナよ、まさか夜もこれと同じような食事が出るのだろうか……？」

　ソフィアが怯おびえたように尋たずねる。

「はい、そりゃあもう、当館に滞たい在ざいしていただくかぎりは、腕によりをかけて魔法薬膳をお出しいたしますのだ」

　笑え顔がおでも人は殺せる。

　アミナさんに対し、俺はそのような感想を持つに至った。



　　　　　◇



「なぁ……、俺たち、生きてここから帰れるのかな？　毎日あの味に耐えなくちゃならないんだぜ？」

　今回の合宿中、昼食後の午後の時間は、俺たち六人だけでの自主練的な活動のために割わり振られているのだそうだ。

　食堂を出て、とぼとぼと薄うす暗ぐらい廊下を歩きながら、アミナさんの前では言い辛いことを俺はすぐさま吐はき出してしまっていた。

「正直……私もあと何日意識を保てるか自信がありません」

　いつも真面目まじめで大らかなマリーまでもが、悲ひ嘆たんに暮れた表情で、俺に同意を示す。

「これは……まずいですよ。早そう急きゆうに何か手を打たないと、他の修行にも支障が出ます」

　クリスも、深刻に悩なやんでいる。

「そうじゃな。一度麓ふもとに下りて、非常食などを買い込んでおくべきかもしれぬ」

　ソフィアの言葉に、皆の顔にパァッと光が差した。

「それなら、調味料なんかも調達して、あのお料理もなんとか食べられるくらいに味付けし直したらどうですか？」

「そ、そうだよな、せっかくの魔法薬膳なんだろ？　不ま味ずいからって全然食わないんじゃ、修行の意味も半減だもんなっ」

　茜の建設的な意見に、俺も賛同する。

「それでは、リムジンを手配いたしましょう」

　雪花も頷き、俺たちはようやく活力を取り戻せそうだった。

「じゃ、じゃあ早さつ速そく、麓ふもとまでひとっ走り行ってくるか！」

　気が焦る俺に、

「いや、その前に、やっておかねばならぬことがある」

　ソフィアは、いつにもまして真しん剣けんな面おも持もちで、そう告げるのだった。



　博物館の裏庭は、広く青々とした芝しば生ふに覆おおわれていて、軽い運動なんかをするのにもってこいといった感じだ。

　岩場が多いこの高地で、これだけの芝生をきちんと整備しているなんて、さすがは王立博物館！　俺は素す直なおに賞賛を禁じ得ない。

　そんな場所に、俺たちはソフィアの命で、集結しているのだった。

「では、これより！　運命のルビー探たん索さく隊っ、飛行訓練を……開始す、る……」

　言いながら、なぜか声のトーンがどんどん小さくなっていくソフィアである。

　かねてより、戦闘時における飛行能力の有用性を我々隊員一同は痛感しており、その習得の機会があればと切望していた。今回の合宿は、まさにうってつけである。

　にもかかわらず、ソフィアは顔を赤らめ、口ごもってしまう。これは、どうしたことか？

　見回せば、マリーとクリスも頬を朱しゆに染めている。雪花は目を瞑つぶり、すべてを悟さとったような表情だ。

　俺と茜だけが、ぽかーんとしていて、理由を理解できていないらしい。

「えっと、うん。だったら早く、開始しようぜ？」

　と、俺は好意で状じよう況きようの進展を促したつもりだったのだが……。

　直後、茹ゆで蛸だこのようにさらに真っ赤になったソフィアに、キッと睨まれてしまう。

「よよよ、よかろうっ！　ミナトよ、覚かく悟ごはよいのだな!?」

「え？　お、おう、いつでもいいぜ？」

　ソフィアに強い口調で問われ、俺は即そく答とうした。

　するとソフィアは、俺の顔面の左右を両手でがっしりと掴つかむ。そして、震えながら俺の顔を自分の顔へと引き寄せていく。

　怒おこったような、それでいて泣きそうなくらい目を潤うるませたソフィアの顔が、ぐんぐん接近してきた。

　おいおい、このままじゃあ、お互いの唇くちびると唇が、くっついちゃいそうなんだぜ？　ってまさか、ソフィアってば、俺に本気でチューするつもりなのかぁぁぁっ!?

「ちょぉ～～～～～っっっとぉっ、ソフィア様っ!?　何をしてるんですかぁぁぁっ!?」

　茜がいつものごとく、ストップをかける。

　そこに、

「二人とも、初めてミナトさんがシャルスティアに来たときを思い出してください」

　マリーが、ソフィアを庇かばうように口を開いた。

「えっ、俺が？」

「湊が？」

「「初めてシャルスティアに来たとき……」」

　俺と茜は、う～んと唸うなりながら、記き憶おくの糸を辿たどる。

「もしかして、マリー様が湊とキスしたことですかっ!?」

　先に思い至ったのは、茜の方だった。

「ええ。あのとき私は、シャルスティア語がわからないミナトさんに、意思疎そ通つうの魔法を施ほどこしました。シャルスティアの魔法体系において、他人に効果を及およぼす種類のものは、口移しであることが基本なのです」

　頬を少し赤らめながら説明するマリーを見て、俺も急に身体が熱くなってきてしまう。

　鮮せん明めいに浮かび上あがってくる、マリーの柔やわらかな唇の感触。思えば、俺のファーストキスは、あのとき意味もわからないままに、マリーによって奪うばわれたのである。

「魔法をかけるためとはいえ……、わ、私の初めてのキスがあのような形になってしまうなんて……」

　マリーが消え入りそうな声で呟つぶやき、悲しげに俯うつむく。

　やはり、ショックだったのは俺だけではなかったらしい。あのときは、俺自身シャルスティア語がまったくわからなかったし、起き床しようからずっと目まぐるしい展開が続いたせいもあって、すごく気が動転していた。

　マリーの様子を気にかけている余よ裕ゆうなんて、全然なかったのだ。しかし、こうして過去を冷静に振り返かえると、今さらながら俺は申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

「ミナトさんがその相手だったのが、せめてもの救いです」

　不意に顔を上げ、マリーはキラキラと潤んだ瞳ひとみで俺を見つめ、またすぐに恥じらうように視線を逸らした。

　ズキュゥゥゥゥゥンッ！

　はい死んだ、俺おれ即そく死し、心臓一発で撃うち抜かれたわ。

　やっべー、マリーさん、かわぇぇぇぇぇっ！　惚れてまうやろがっ！

「と、言うわけじゃ。私も……、コホン、誠まことに不本意ではあるが、神しん託たくの騎士を一人前になれるようサポートするのも王女の務め。そなたも、観念するのだな」

　と、口では嫌そうにしながらも、ソフィアはなぜかもじもじと肩かたを揺ゆすったりしている。

　そ、そんな素そ振ぶりしたって……めっちゃ可愛かわいいじゃないかよっ。

「湊、あとで、あたしにも……」

「湊殿、そのっ、私にも……」

「湊様……」

　遠巻きに立っている茜とクリスと雪花が、これまたポッと頬を染めて、不満を訴うつたえるような表情を見せる。

　お、俺は三人から、何を求められているんだぁ～～～っ!?

「ままままま、待つがよいぞ、そなたたち！　私はっ、あくまでも飛行の魔法をかけるため、仕方なくミナトにほんのすこぉしだけ、唇を触れさせるのだぞっ!?　そなたたち、ミナトにかけられる魔法でもあるというのか!?」

















　ソフィアは狼ろう狽ばいし、尋ねる。

「「「恋こいの……魔法？」」」

　ベッタベタやないかっ！

　大声でそうツッコミを入れるべきだったのか!?　おら、こっぱずかしくて、タイミングを失ってしまっただぁっ！

「あああああ、アホかぁっ!?　そなたたち、冗じよう談だんも休み休み言うものじゃぞっ!?」

　俺の代わりにソフィアが、三人を叱しかってくれたのだが。

「だって」

「マリー様も」

「ソフィア様も」

「「「ずるい」」」

　茜とクリスと雪花は、見事な息の合わせ具合で、なおも抗こう議ぎするのだった。

　えええええっ!?　何この人気の玩具おもちやを取り合う幼よう稚ち園えん児みたいな世界はっ!?

　やっぱり俺は、ドアラとか、ミスターカラスコとか、みんなのマスコットみたいに扱われているのかな……。つまり俺の可動フィギュアが出たら人気沸騰!?

「もう、皆さん、ふざけるのはそれくらいにして、早く飛行魔法の修練をしないと」

　と、いつも温おん厚こうなマリーが、珍めずらしく鋭するどい口調で注意する。

「別にふ」

「ざけているわ」

「けではないのですが……」

　茜とクリスと雪花は、どう聞いても遊んでいるようなセリフの分け方で、すごすごと後退するのだった。



　仕切り直しとなった。

　ソフィアと俺は、真剣な表情で向かい合い、直立している。

　ソフィアのたおやかな両手の指先が、俺の頬に触れる。

「往ゆかん　星の吊つり橋ばし　雲の小路　空の女神の金の翼セラフエンナード！」

　聞き覚えのある呪じゆ文もんをソフィアが囁ささやく。

　ふわっ。

　俺の鼻先を掠める、ソフィアの花のような良い香り。

　くっついたと思った瞬間には、もう離はなれていた──ソフィアのしっとりと柔らかな唇。

　お姫ひめ様さまとの、セカンドキス。

　いや、ソフィアにとっては、やはりマリーと同じように、初めてだったのだろうか？　いやいや、そもそもこれは、魔法をかける工程の一動作なのだ。断じて、キスなどでは……！

　カァーッ、と俺の顔面から、火が出そうになった、刹せつ那な。

　ビュゥンッ！

「湊っ!?」

「湊殿どの!?」

「湊様!?」

「ミナトさん!?」

　垂直方向への凄すさまじい加速を体感し、何が起こったのかと周囲を見回してみると、俺はどうやら地表から数十メートル離れた上空に、一いつ瞬しゆんにして舞まい上がっていたのだった。

「ばっ、馬ば鹿か者もの！　この魔法は感情を暴走させてはならぬ！　感情の昂たかぶりが、いわばアクセルなのだぞっ!?」

　茫ぼう然ぜんと空中に静止しているような状態の俺に、ソフィアの怒ど鳴なり声ごえが届いた。

　そういうことは先に言ってくれ、と思う。

「どわぁぁぁぁぁっ!?」

　飛行を制せい御ぎよする感覚がまったく掴めず、俺は今度は地面に向かって高速で落下し始めた。

















　あれ？　俺、このままだと死ぬんじゃね？

　ギュンッ！

　そこに、ソフィアが自身にも飛行の魔法をかけ、急接近してきた。

「ミナト！　手を！」

　言われるままに、俺は向かってくるソフィアへと手を差し出す。

　パシッ。

　空中で、俺とソフィアは手を取り合った。

　ふわんっ、と急にあたりが無重力になってしまったかのように速度は完全に失われ、気がつくと俺は、ゆったりと宙に浮かんでいた。

　ソフィアはさすがに慣れたもので俺を捕つかまえたまま、二人分の飛行能力をコントロールしているらしかった。

「そうじゃ、まずは落ち着いて、浮くことだけを考えるがよい」

　ソフィアのおかげで、俺もだいぶ自分の置かれた状況がわかってくる。

　ソフィアの指先と俺の指先が触れるか触れないかくらいの状態で、俺は今、空中に浮ふ揚ようしていた。

「空に昇のぼると、高こう揚よう感が湧わき出でてくるであろう？　それが推進力となるのだ。精神をクリアにし、かつ軽い興奮状態となって飛行するのだ」

　さらに、ソフィア先生から飛び方を伝授される。

「わ、わかった」

「うむ。ならば思う方向へと、飛んでみよ。しばらくは、私がこうして補助をしておくゆえ」

　素直に答える俺に、ソフィアは満足げに頷うなずく。

「あ、ありがとう、ソフィア」

　俺の口からは、自然に感謝の言葉が漏もれていた。

「れ、礼など要いらぬ！　これは王女の義務として行っているのだからなっ！」

　予想通りの反応。ソフィアは気き恥はずかしげに、尖とがってみせるのだった。

「うん、わかってる。ありがとな、ソフィア」

　そんなソフィアの様子が可お笑かしくて、俺は口元をほころばせる。

　すると、二度目の礼にソフィアはいっそう顔を赤らめ、ついには俯いてしまった。

　それでも、握にぎり締しめた手に一瞬、きゅっと力が入ったのを、俺の手のひらはしっかりと感じ取ったのだった。



　空はどこまでも青く、風は爽さわやかだった。

　一時間ほどして、ようやく俺はソフィアに手を離してもらっても、なんとかひとりで飛べる感じになってきていた。

　だが、身体からだ中じゆうの疲ひ労ろう感が半はん端ぱない。

「そろそろ限界であろうな。飛行の魔法は、体内の魔力消費がかなり高いからのぅ」

　俺の真横で、くるくるとローリングして飛びながら、ソフィアが言う。

「では、今日はここまでにしようかの、ミナトよ」

「オッケー。ご指導ありがとうございました、ソフィア先生っ」

「うむ、なかなか筋がよかったぞよ」

　こんなふうに冗談めかして言う分には、ソフィアも照れたりはしないのである。



「ふ～、大地の感触が懐なつかしいぜ～」

　よろよろと、頼たよりない足取りで芝生の上に立ち、俺は四人の女の子たちを捜さがした。

「あれ～？　みんな、どこ行っちゃったんだぁ？」

　キョロキョロと周囲を見回す俺に、

「あそこのようじゃのぅ」

　ソフィアがある方向をスッと指差す。

　そこには、大きな一本の木が、青々と枝葉を広げていた。

　その、木こ陰かげで……。

「寝ねちゃってるのか……？」

　マリーと茜とクリスと雪花が、なんとも無防備に眠ねむっていた。

　最初のうちは地上に取り残された四人も、俺の飛行魔法の修練を見守っていてくれたのだが、やはり見学しているだけではどうしても飽あきてしまうもの。

　立たち尽つくしているのにも疲つかれたのだろう。休める場所に移動し、いつしか熟じゆく睡すいしてしまったみたいだった。

　四人は実に乙女おとめチックに、花はな冠かんむりなんかも作って遊んでいたらしい。

　すやすやと寝ね息いきを立てている、白い野の花で編まれた冠を被った、お姫様が四人。この中に一人、本物がいる！

「俺おれたちも、少し昼ひる寝ねするか」

「そうじゃな、これでは無下に起こせぬしのぅ」

　俺とソフィアは苦く笑しようして、四人のそばに寝ね転ころがった。

「ミナトよ、寝ている間に不ふ埒らちな真ま似ねをするでないぞ？」

　俺はソフィアから、いわれのない嫌けん疑ぎをかけられ、

「しっ、しませんって！　そんなことする気力も残ってないですよぉっ！」

　全力で否定する。

　それから一分と経たたないうちに──、俺は強きよう烈れつな睡すい魔まに襲われた。だめだ、これは抗あらがえないし、抗う必要もない。俺は欲求のおもむくままに目を閉じたのだった。



「みなさ～ん、夕食の準備ができましたのだ～」

　博物館の四階の窓から、アミナさんの声が響ひびいてきた。

　俺はむっくりと起き上がり、辺りを見回す。

　みんなも、のそのそと身体を起し始めていた。

「夕食……もうそんな時間なのか……？」

　まだ半分寝ぼけた頭で、俺は誰にともなしに尋ねる。

「まだ五時を少し回ったくらいです」

　雪花が確かく認にんして答える。

「あぁっ!?　麓に買い出しに行く話はどうなったんだぁっ!?」

　そして、非常に重要な任務が俺たちにはあったことを思い出した。

「い、今からではとても間に合いませんね……」

　クリスも、苦虫を噛かみ潰つぶしたように顔を歪ゆがめる。

　なんてこった。また、あの恐おそろしい魔法薬膳を、何の助けもないまま口に運ばなければならないというのか……？

「今日の夕食は無理でも、スーパーはもっと遅おそくまで開いてるはずよっ！」

　茜が、折れかけた心を支える、新たな希望を提示してみせた。

「と、とにかくがんばって、食えるだけ食ったら、速そつ攻こうで買い出しだっ！」

　俺は自らを奮い立たせるように叫さけび、

「そ、そうですね」

「そ、そうじゃな」

　マリーとソフィアも、強く頷くのだった。



　　　　　◇



「うおーっ！　買うぜー、お菓か子しとか、超買うぜーっ！」

「もぅ、ほどほどにしないと、食べ過ぎで結局明日も魔法薬膳が食べられなくなっちゃうわよっ？」

　麓の町のスーパーに着くなり子供のようにはしゃぐ俺に、茜のお母さんモードが即そく座ざに発動し、炸さく裂れつする。

「お菓子！　スィーツ！　パラダイスゥ～～～っ♪」

　クリスの喜びようも尋じん常じようではない。

　まだ今日が一日目だっていうのに、みんなよっぽどストレスが溜たまってたんだなぁ。

「ところで茜様、魔法薬膳にどのような調味料を使用するおつもりですか？」

「そうねぇ、もうありとあらゆる調味料を手て当あたり次し第だいに試ためしてみるしかないんじゃないかしら？　あの強烈な匂においとか、苦みとか、ちょっとやそっとの味付けじゃあどうにもならない感じよねぇ」

　我わが軍の兵ひよう糧ろう部隊長である雪花と茜は、早くも問題の魔法薬膳の味改善策を意見し合っていた。

　いやほんとに、古代シャルスティア魔法文明博物館合宿における食しよく糧りよう事情の改善は、このまま放置していては生命に関かかわると言っても過言ではないほどの、我々が現在第一に取り組まなければならない急務なのである。

　あの独特な食材による独特な味覚は、思い出そうとするだけでも、胃液が逆流してきそうな気さえする。

「私としては、やはりここはタバスコやカラシなどが有効ではないかと思うのですが。ワサビやコショウでも可です」

　雪花が思いっ切り自分の好みに偏かたよった候補を挙げた。

「うーん、カレー粉なら、少しは食欲をアップさせられるかしらね～？」

　茜がさりげなく無難な軌き道どう修正を目指す。

「俺、粉チーズとかけっこう好きなんだけど」

　俺は言いながら円えん筒とう形けいの容器を陳ちん列れつ棚だなから摘つまみ、ひょいっと提さげているかごに放った。

「もういっそのこと、チョコレートとかリンゴと蜂はち蜜みつとか入れてみてはどうでしょう？」

　ドサドサッと、クリスがまとめて商品を追加する。

　買い物かごの中は、早くも混こん沌とんとした様相を呈ていしつつあった。

「ぬぁ～っ!?　クリス、もしかして君は酢す豚ぶたにパイナップルが入っていても気にならない人間なのかぁ～っ!?　俺は、あれだけはどうしても許せないんだ～っ！」

　突とつ然ぜん、俺はクリスに無用な論戦をふっかけてしまう。

「な、なんですってぇ～っ!?　湊殿がまさか、そんな狭きよう量りような方だったとはっ！　そんなこと言ったら、生ハムにメロンはどうなってしまうんですかぁ～っ!?」

　クリスとしても、そこは譲ゆずれないとばかりに、即座に反論してきた。

「あっ、あれは食べてみたら、けっこう美う味まかったな……」

「な、なんという一いつ貫かん性せいのなさっ！」

「う～む、そう言われると返す言葉がないな」

　俺とクリスの舌ぜつ戦せんがあっさりと終局する隣となりで、

「しかし、初日からこれでは、先が思いやられるのぅ」

　ふぅ、とため息をつきながら、それでもけっこう楽しそうにソフィアが呟く。

「そうですねぇ。でも、怪け我がもなくてよかったじゃないですか。明日も何事もなければいいのですけれど……」

　それに答えるマリーの穏おだやかな口調が、なぜか印象的に耳に残るのだった。



　　　　　◇



　博物館に戻もどった俺たちのテンションは、上がったままだった。

　ここでまさかの、茜のトランプ持参宣言が飛び出し、後はもう止まらなかった。

　全員で俺の部屋になだれ込み、買ってきたお菓子などを摘まみながら、トランプ大会の開かい催さいとなる。

　そうして、二時間くらい盛り上がってしまった。



「ほれほれミナトよ、ババはどれであろうなぁ？」

「これ……、いや、こっちか？　これだろぉっ！　……っぐわぁぁぁっ!?」



「ちょっと雪花、ダイヤの八、止めてないで早く出しなよっ！」

「はて、何のことでしょう、クリス？」



「そぉれっ、かぁっくめぇーいっ！」

「……すみません、アカネさん、革命返しです」



　きゃーきゃーと、愛らしく黄色い声が飛とび交かう。

　しかも、ヤバかった。何がヤバいって、女の子たちの服装が。

　みんな室内用の薄うす着ぎに着き替がえて集まってきたため、上はＴシャツやタンクトップやキャミソール、下はショートパンツやミニスカートやキュロットといった感じで、肩とか胸むな元もととか二にの腕とか太ももとか、肌はだ色いろ乱らん舞ぶの桃とう源げん郷きように迷い込んだかと、俺は眩暈めまいを起こしそうになるほどだった。

　いや、もちろん俺もそういう格好なんだけど、男だと全然色っぽくないというか。いや、俺がそこに色気を覚えてしまったら、それはそれで問題だと思うのだが。

　とにかく、女の子って、すごい。

　そんな俺の心の中での感かん嘆たんは、当たり前だが誰だれの耳に届くこともなく、そろそろ日付も変わりそうだったので、トランプ大会は名な残ごり惜おしくも解散の運びとなった。



　さっきまでの喧けん騒そうが嘘うそのように、シンと静まり返った室内。

　歯は磨みがきを終えた後に気付く。

　部屋の中が、女の子たちの熱気と甘あまい匂いで充じゆう満まんしていることに。

　ビニール袋ぶくろかビンにでも詰めて持って帰るべきか……と真剣に悩みかけたのだが、よくよく考えればまだ合宿初日だし、そういった容器も持ち合わせていない。

　とりあえず、このまま眠ると酸欠に陥おちいったり、色々と危ない夢を見たりしそうなので、俺は泣く泣く窓を開けて換かん気きをしつつ、寝る前にちょっと外の空気でも吸ってこようかと廊ろう下かに出る。

　すると、ちょうど昇ってきたエレベーターの中から、大量の本を抱かかえ──といっても五冊ほどなのだが、しかしどれも分厚くとても重そうなのだ──よろよろと出てくる雪花と遭そう遇ぐうしたのである。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？　言ってくれれば、運ぶの手伝ったのに……！」

　俺は、上から四冊、半ば奪い取とるように雪花の持つ本を分担した。

「あ、すみません、湊様……」

「いやいや、これくらい騎士の嗜たしなみだって」

　申し訳なさそうにする雪花に、気にしないでほしいと俺はおどけてみせる。

　この、雪花が抱えてきた本たちはけっこうな年代物らしく、カビ臭くさく擦すれて薄うすくなったタイトルの文字はそれでも金色に輝かがやいていて、なんだか貴重な物っぽい。

　しかもどうやら、古代シャルスティア神官文字ってやつで書かれてるんじゃないだろうか。

「けど、雪花、この本は？」

「アミナ様に書庫の鍵かぎのスペアをお借りしたのです。合宿中は自由に持ち出して読んでいいと言っていただけました。幸せです」

　珍しくうっとりとした、感情が読み取れる表情で雪花は答えた。

　雪花ってば、もしかして文学少女……というよりは、考古学少女なのか？

「これ全部、今から読むつもり……？」

「いえ、さすがにそこまでは。合宿中、時間の合間にちょくちょく読めればと」

「そっか。がんばってな」

「はい、ありがとうございます、湊様」

　そんな会話を交わしながら、俺は雪花の部屋まで本を運んだのだった。

　いつもは少し無機的なイメージのある雪花の、人間らしい一面が見れた気がして、俺はなんだか、ちょっぴり嬉うれしかった。



















　　　インターミッション１





　シャルスティア本島の、町の中心部からも、王宮からもやや離れた位置に、魔法エネルギー開発研究所は建てられている。

　そこに、普ふ段だんはあまりない来客があった。

「父上、王宮ではミナトくんをご覧になられたのですか？」

「うむ、直接話はしておらぬが……。確かにカゼハラナギトによく似ておる」

　研究対象と研究実行側とのパイプ役として常に東とう奔ほん西せい走そうしている息子むすこと、職務上王宮からほとんど出ることのない父親のツーショットは、この施し設せつ内ないではかなりのレアケースである。

「ノノヤマ博士、シュトラウス博士、シャルスティア王国の発展のため、お二人には多大な貢こう献けんをしていただき、感謝の言葉もない」

　厳いかめしく皺しわの刻まれた初老の宰さい相しようは、続けて研究者たちに言葉をかける。

「いえいえ、私たちの方こそ、世界的に研究の後おくれているこの分野で、これほどの予算を用意していただいたご恩に報むくいることがいよいよできると、我々も心躍おどる思いです」

「感無量ですわ」

　研究者たちは、刻々と迫せまりつつあるＸデーを意識し、高揚しているように見えた。

「博士たちが開発された魔法エネルギー変へん換かん装置が、我がシャルスティアにとどまらず、世界人類すべてにとって偉い大だいな発明とならんことを」

　宰相の言に、

「ええ、必ずやご期待に応こたえてみせましょう」

「ミナトくんという必要不可欠なパーツが揃そろい、研けん磨まされついに最高の輝きを放とうとしているのですものね」

　これまでに費やしてきた労力、試し行こう錯さく誤ごの連続──。もはや準備は万ばん端たんであると、研究者たちは自信を覗のぞかせる。

「合宿初日のミナトくんのオーラ数値計測結果も出ています。ご覧ください」

　室内の壁かべに設置された巨きよ大だいモニターの画面が切きり替かわった。

「古代シャルスティア魔法文明のマジックアイテム、その使用時、ミナトくんのオーラはいきなり二万近い値あたいを叩たたき出しましたわ」

「儀ぎ式しきを経へて火山神顕現騎士ヴオルカエクエスとなった場合のオーラ最大出力時は、これまでのデータから推測すると、およそこの三倍強となるかと」

「目標値の十万まで、あと一歩といったところですね」

「これならば、この合宿中に一気に昇り詰つめられそうですわね」

「ええ、そうなるよう我々も尽じん力りよくしましょう」

　すべてが順調に進んでいる。

　彼かれらはもはや、この壮そう大だいな計画の成功を誰一人だれひとりとして疑ってはいなかった。










　　　第二章　合宿二日目はセクハラの騎士





「はい！　今日の修しゆ行ぎようはここまでですのだ～！　みなさんだいぶ慣れてきて、早くも上達してきましたのだ～」

　合宿二日目、午前の部は、やはり昨日と同じ古代シャルスティア魔ま法ほう文明のマジックアイテムを使ったトレーニング。それに続いてエロエロな……、もとい、そんな邪よこしまな意図は微み塵じんもないオーラ強化の一いつ環かんであるオイルマッサージ。みんなの手つきも、だいぶぎこちなさが取れてきたように思う。

　その終了時、俺たちはこうして、アミナさんからお褒ほめの言葉を頂ちよう戴だいしたところだ。

　かくいう俺も、自分でも十分な手て応ごたえを感じていた。結局、この道具たちは、発動のギミックさえわかっていればどうということのない普ふ通つうの──ちょっとエッチな──トレーニング器具に過ぎないのだ。

　とはいえ、その中でも一番凶きよう悪あくなベンチプレス型の器具から伸のびる触しよく手しゆについては、少々追記しておきたい。今日挑ちよう戦せんしたクリスは、触手にバストを締め上げるように絡みつかれたり、また同様に雪ゆき花かも、あろうことかスパッツの上から股こ間かんをツンツンされたりしていたのだから。

「さて、わたす今日はこれからちょっと外出しなければなりませんのだ。二、三時間ほどで戻ってきますだが、その間しっかりと注意していてくださいのだ。当館所蔵の薬や道具は、正しい知識がないと大変危険ですだでなぁ。くれぐれも浅せん薄ぱくな行動は慎つつしんでくださいのだ」

　と、アミナさんからの急な通達が。

　みんな、まずは素直にうんうんと頷いてみせる。

「昼食は、すでに厨ちゆう房ぼうに用意してありますのだ。みなさんでよそって食べてくださいのだ。だば、行ってきますのだ～」

　言うが早いか、アミナさんは焦あせった様子で駆かけ出していた。

「「「「「「行ってらっしゃ～い」」」」」」

　俺たち六人は声を揃えて、アミナさんを見送ったのである。

　たとえるなら、引いん率そつの先生がいなくなって、ウキウキした気分。

　それが、俺たち全員を支配していた。

「よ～し、厨房に行って、今日こそはなんとか食べられる味付けに、作り直そうぜ～っ！」

「昨日買ったものを、部屋から取って来ましょう！」

　俺もクリスも、競きそうようにトレーニングルームを飛び出すのだった。



　そうして数十分後、俺たちは、シャワーを浴び、服を着替え、必要な物品を持参し、厨房に集結していた。

　まずは作業台の上に、ガサゴソとスーパーの袋から、買い込んだ大量の調味料や追加で入れるための食材を広げる。

「問題は、どれをどう使ってこいつらの味を改善するかだよな」

　まだ鍋なべやフライパンやボウルに入った状態の魔ま法ほう薬やく膳ぜんを横目に、俺は皆みなを見回した。

「えっと、いくつかイメージができあがっているものがあるわ」

　得意分野が巡めぐってきたこともあり、茜あかねが積極的に前に歩み出る。

「これ、カレー風にしようと思うんですけど」

　そう言って茜が指差したのは、中身の食材がすでに原形を留とどめていない、どろどろぐちゃぐちゃのどどめ色のスープだった。

「おおっ、カレーなら隠かくし味あじにチョコもリンゴも蜂蜜も入れられますよねっ？」

　クリスがものっすごい勢いで食いついてくる。

「そ、そうね、隠し味だから、そんなにたくさんは入れないけどね……？」

　茜は押おされ気味に苦笑いしながら、

「次にこれは、あんかけにしてみようと思います」

　と、元の形がどんなものだったのかむしろ知りたくはない、肉団子状のものが入った容器の蓋ふたを開ける。

「で、では私も……。これは、もっと普通の野菜や果物もトッピングして、ドレッシングもかけて、サラダとして食べるといいのではないかしら？」

　マリーが提案したのは、様々な種類の香こう草そうと、得体の知れない何かをみじん切りにして和あえてある料理だった。

「私はこれじゃな。これにケチャップやマスタード、あるいはアボカドやレモン汁じるをディップすればいけるのではないか？」

　ソフィアが摘まんでみせたのは、やはりそれが何なのかは判然としない、まるで消し炭のような黒焼きである。



　というわけで、各自思い思いに料理をアレンジし、皿に盛り付け、俺たちは食堂へとそれらを運んだ。

　もちろん我々を突つき動うごかしていた一番の動機は餓が死しから逃のがれるための生存本能だったのだが、その副産物として得たみんなで料理をするという工程はそれだけでも案外楽しい一時だった。

　今、俺たちの前に並んだ皿からは、昨日に比べれば格段に食欲をそそる匂いが立ち昇っている。色や形もだいぶ、食べ物と呼んでも差さし支つかえないようなカテゴリーに近付いたと思う。つまり──。

　この食事、素す敵てきやん。

　俺たちは無言で、しばし互たがいに見つめ合い、しみじみと頷き合った。そして、すぅっと大きく、息を吸い込む。

「「「「「「いっただっきまぁ～～～すっ！」」」」」」

　ぱくっ。

　それぞれ、まずは自分が味付け変へん更こうに関わった料理を口の中に放ほうり込んだ。

　俺は、限りなくカレー味になったはずのスープを。クリスと雪花も、同じ料理を選んだようだ。

　おおっ、そこそこ美味いじゃないかっ！　元の味が味だけに、最高、とまでは言わないが、普通に一皿完食できるレベルだ。

　そのときだった。

　ぶるぶるっ、と俺の両りよう腕うでが震ふるえたのだ。

　自分で動かそうと意識したのではない。勝手に、しかし筋肉が痙けい攣れんを起こしたときの感覚とも異なる。何だ……？

　不自然に思った、刹那。

　ガッシャーンッ！

「はわわっ!?」

「あっ……!?」

「おわぁぁっ!?」

　左右から、大きな質量が、急接近してきたのだ。

　俺の両りよう隣どなりに座すわっていたのは、今日はクリスと雪花だった。

　びったぁんっ！

　人間同士がぶつかる、地味な音。しかも、そんなに痛くない……っていうか、むしろ。

　ふにょふにょとした、柔やわらかくて温かい感かん触しよくが、俺の両手のひらから伝わってくる。これは、もしや……。

「ひゃぁぁんっ、みっ、湊みなと殿っ!?　どこを触さわっているんですかぁぁっ!?」

　勇ゆう猛もう果か敢かんであるべき騎き士しらしからぬ、クリスのとてつもなく可愛かわいらしい悲鳴。

　それもそのはず、俺の右手はクリスの右乳をすっぽりと鷲わし掴づかみにしていたのだ。

　しかも、俺はラブラブな恋こい人びと同士がそうするように、クリスの肩かたに腕うでを回して寄より添そっているみたいな体勢で……。でも実際のところは、まったくその気のない女の子の胸を無理やり揉もんでる暴漢みたいなもんだし。死ねる。

「み、湊様……、大だい胆たんです……」

　さらに、雪花が困こん惑わくしたような表情を浮うかべ、上うわ目め遣づかいで俺を見ていた。

　俺の左手は、雪花の左尻しりをすっぽりとダイレクトキャッチして、現在座ざ布団ぶとんと化していた。

　こっちのポジショニングは、もし立った状態だったら、女性の斜ななめ背後から忍しのび寄りお尻を撫なで回まわす痴ち漢かんといったところだろうか……。やっぱり死ねる。

「なななななっ、なんで二人ともっ、いきなり飛びついてきたんだよぉぉぉっ!?」

　起こっている現象自体はすっごく嬉しいんだけど、めっちゃ恥はずかしいし、良心の呵か責しやくにも耐たえられない。それらを誤ご魔ま化かすため、俺はいつにもまして大声で叫ぶ。

　そのうえまずいことに、今はシャワーを浴びた後での昼食タイム──みんな思いっ切りラフな格好をしているのだ。

　クリスの胸の感触は、Ｔシャツとブラのみを隔へだてたもの。制服なんかより、柔らかさも温ぬくもりてぃも大おお幅はばアップだ。

　雪花にいたっては、ミニスカートがめくれ、パンツ一枚の布越ごしに俺の手のひらがお尻に接している。

　状況が状況なら、俺は即そつ刻こく逮たい捕ほレベルだ。

「ええええええっ!?　そっ、そんなつもりはっ、まったくっ！　てっ、手を、離してください湊殿！」

　クリスが真っ赤になって、俺を非難するように身をよじる。

「そ、それが、なんか……。クリスも雪花も、自分から離れればいいんじゃないか!?」

　俺だって、気付いた時点で反射的に手を引いたつもりだったのだ。

　ところが、びくともしないとは、まさにこのことである。俺の手は、冗じよう談だんみたいに、瞬しゆん間かん接せつ着ちやく剤ざいでくっつけられてしまったかのように、クリスと雪花の大事な部分にぴったりと張りついてしまっていた。

　おまけに、二人はまるで自分から進んで俺に抱だきついているような密着具合だ。

「なぜか急に、すごい力で身体ごと引っ張られたような感覚でした。そう、引力というか、磁力というか……」

　雪花がひとり冷静に、的確な分ぶん析せきをする。

　俺たち三人は当然、ぶつかった拍ひよう子しに座っていた椅い子すから投げ出され、床ゆかにへたり込んでいた。

　椅子は倒たおれ、食器もいくつか割れ、料理も散乱している。

　立ち上がろうと思ったところで、やはり雪花の言うように、俺たち三人の身体は互いに引き寄せ合っているのではないかと強く感じた。

「いったい何が起こったんですか!?」

「わかりませんが、とりあえず」

「さ、三人でタイミングを合わせて、立つぞ。せーのっ！」

　クリスと雪花と俺は、腕も足ももつれ合ったまま、なんとかバランスを取って身体を起こす。

　そういえば、こんなエッチなハプニングに見み舞まわれているというのに、通常なら瞬く間に飛んでくるはずの茜の怒ど号ごうが未いまだ響かない。

　不思議に思い、俺は辺りを見回す。

　俺の目は、テーブルの向かいに腰こしかけているソフィアを捉とらえた。

「きゃぁぁぁっ!?　マリー！　マリーがぁっ！」

　ソフィアは、滅めつ多たに上げなそうな絹を裂さくような悲鳴を上げ、手で口元を押さえ青ざめていた。

　マリーが!?　何があったんだ!?　俺はソフィアの視線を追う。

　ソフィアが、凍こおりついたように見つめているのは、隣のマリーが座っていたはずの場所──その、ずいぶんと低い位置だ。

　すると、次の瞬しゆん間かん。

　テーブルの陰かげから、ひょっこりと小さな人ひと影かげが姿を覗かせたのだ。

「あれぇ？　わたし、小さくなっちゃったぁ？」

　たどたどしくも可愛らしい声。マリングリーンの髪かみに、エメラルドグリーンの瞳ひとみ。

　どんなにサイズが変わっても、その特とく徴ちようは起こった事態を類推するのに十分だった。

「んっなぁっ!?」

「はぅわぁっ!?」

　俺とクリスは、驚おどろきのあまり意味のある言葉を絞しぼり出せない。

「マリー様……なのですか……？」

　雪花ですら、半信半疑といった感じの問いに、その見た目小学校中学年くらいの女の子は、こくんと頷いた。

「きゃははっ、服、ぶかぶか～っ」

　マリーを自じ称しようする女の子──いや、まぁたぶん本当にマリーなのだろう──は、ぶらーんと垂れ下がった上着の袖そでを見て、楽しそうに笑う。

「あぁっ！　なんということでしょう！　こんな、こんな……、おお、神よっ！」

　子供になってしまった従姉妹いとこに、ソフィアは激しく動どう揺ようしているみたいだ。

「ミナト、クリス、雪花、どうしましょう？　って、ひぃぃっ!?　な、なんと破は廉れん恥ちなことをしているのですかっ、あなたたちはぁ～～っ!?」

　ソフィアが、不ふ可か抗こう力りよくとはいえ、いちゃつくバカップル並の俺たち三人のくっつきっぷりに、目を白黒させる。

「な、なぁ、ソフィアも、ちょっとおかしくないか？」

　まず口調が、と思いながら、俺はクリスに尋たずねた。

「マリー様に比べてインパクトで劣おとりますが、どうやら性格が変わってしまわれたような？」

　と、クリスが答えているところに、

「ミナト……、私よりも……、クリスと雪花が好きなのですか……？」

　ソフィアが割って入ってきた。

「ぶっほっ!?　いや、そういうんじゃなくって、ほらっ、みんなおかしいだろっ!?　これってきっと、何か事故が起こったんじゃないのかっ!?」

　鼻水を噴ふきそうになりながら、俺は慌あわてて訂てい正せいする。

「な、なんだ、そうなのですか……。って、ひぃぃっ!?　事故!?　どんな恐ろしい事故が!?」

　安心したのも束つかの間ま、ソフィアは今度は怯おびえてみせる。なんだか忙いそがしいな。

「なるほど、たしかにソフィアの性格が……」

　という俺の言に、

「お淑しとやかになったようですね」

「気が弱くなった気がします」

「素す直なおになったみたいだな」

　クリスも雪花も俺も、別々の述語を当てはめるのだった。

　まぁ、この三つとも、全部正解なのだろうと思う。

　え～と、あと一つ、何かを忘れているような違い和わ感かんが俺の中に残っているんだが……。

「……とぉ」

　う～ん、何だろう？　考え過ぎて、空耳が聞こえる？

「……けてぇ、……とぉっ」

　イヤホンから音おと漏もれしてるような、雑音。

　んあっ!?　そういや、茜はっ!?　まだ茜の確認をしていないじゃないかっ！

「ちょっとぉっ、湊っ、助けてよぉ～～～っ！」

　さっきから見当たらない、茜の姿を捜さがそうとした俺の目の前……というよりはちょっと、いや、かなり下の方、白いテーブルクロスの上にミニチュアサイズの何かが、ちょこんと乗っかっていた。

　肌はだ色いろの物体──、幼女に人気の着きせ替え人形から、服を剥はぎ取った状態のものかと思ったのだが、違ちがった。

「あ、あんまりじろじろ見ないでぇ～っ！」

　なぜなら、喋しやべっているから。恥じらって、胸と股間を手で隠しているのだから。

「あ、茜!?　茜なのかっ!?」

　直径二センチくらいしかない頭部に目を凝こらすと、もともと高くない鼻はますます見えにくくなって、ツインテールだった髪はリボンが解けてしまったのだろう、ただのロングになってしまっているが長さや色は同じだ。

「え～んっ、あたしの……、あたしの服ぅ～～～っ！」

　ちんまい茜が、ぴ～っと涙なみだを飛ばす。

　まぁまぁそんなに泣きわめかなくても、月刊ホビージャパン誌上限定通つう販はん恒こう例れいのキャストオフフィギュアくらいの大きさじゃん。そんなのに欲情する人なんて……と慰なぐさめようとして、俺は思いとどまった。

　星の数ほどいそうだ。かくいう俺も、圧あつ倒とう的てきに欲情できる自信がある。

　すると、両手が塞ふさがっていてどうすることもできない俺の代わりに、

「とっ、とりあえずこれをっ！」

　クリスがハンカチを取り出して、そっと茜の上に被かぶせた。

　もそもそ、と茜は、ハンカチを掛かけ布団ぶとんのように肩から羽織り、自ら簀す巻まきとなる。

「あ～っ、アカネおねえちゃん、お人形さんになっちゃったの～？　かわいい～っ！」

　突とつ如じよ上がった、そんな声に顔を向けると、幼女になったマリーが、キラキラと目を輝かせていた。

　マリーは椅子を踏ふみ台だいにしてテーブルに片かた膝ひざをつき、茜へと、にゅーっと手を伸ばそうとしている。

「これっ、マリー、いけませんっ！」

　本当にお姉さんのような態度で、ソフィアが背後からマリーを抱きかかえ、動きを封ふうじた。

　これで一応、全員の状態は把は握あくできたわけだが……。

　俺とクリスと雪花は、倒れた椅子を三つ、ぴたりと並べて立て直し、そこに腰かける。ソフィアもマリーを抱いたまま、膝ひざに乗せて椅子に座った。茜は、テーブルの上にぺたんと座り込むしかない。

「はぁ、なんてこった。いったい、何がどうなってんだ……」

　凄すさまじい脱だつ力りよく感を覚え、俺はため息をついた。

「おそらく……魔法薬の効果ではないかと思われますが……」

　そう口を開いたのは、雪花だった。

　全員が、はっとして顔を見合わせる。

「魔法薬膳に使用されていた魔法薬の成分が、私たちが追加した調味料や食材によって変質し、本来と異なる効果を発揮してしまったのではないかと……」

　すごく、ありそうだった。

　古代シャルスティア魔法文明には、毎度毎度、振ふり回されっぱなしである。

「このままでは当分、湊様とトイレもシャワーも一いつ緒しよということになりそうですね」

　などというセリフを淡たん々たんと続けられるのが、雪花の恐ろしいところだ。

「むむむむ、無理無理無理ですっ！　一緒にお風ふ呂ろに入るのは結けつ婚こんする人と、って決めてるんですからっ！」

　うん、そうだねクリス。一緒にベッドに入る人もそれがいいよね。

　なんて茶ちや化かしている余よ裕ゆうは俺にもない。だって、そう言ってる間にも、クリスの鼓こ動どうがどんどん速くなっていくのが胸に張りついたままの俺の手のひらに伝わってきてるし！

　俺は知らんぷりで目を瞑つぶり、冷ひや汗あせをかき体温を上じよう昇しようさせながら、お経きようでも唱えてたいけどそんなの覚えてないしな～とか考えているのだった。



　そんなふうにして、俺たち六人は、しばらく途と方ほうに暮れていた。

　そこに、

「ただいま帰りましたのだ～。みなさんまだお食事中ですだか？」

　救世主となりうるのかどうか、古代シャルスティア魔法文明の第一人者、アミナ女史が帰き還かんなさったのである。

「あんれまぁ、みなさんちょっと見ないうちに、ずいぶんと変わり果てた姿に……って、何事ですだかっ!?」

　上級者なアミナさんは、ノリツッコミを怠おこたらない。

「それが……」

　俺たちはかくかくしかじかと説明した。

「いけませんのだぁ～っ！　魔法薬膳に、一つでも材料を追加したら、大変なことになりますのだぁ～っ！」

　アミナさん、言うのが遅おそい、遅すぎるよ！　その注意事じ項こう！

　いや、そういえばアミナさんは出かける前にこの博物館内にある物全ぜん般ぱんについて、ちょこっとだけ警告してたかもしれない。

　でも、もっとこうはっきりと、こんなに恐おそろしい魔法薬膳の危険性については、詳くわしく教えてくれてもよかったんじゃないかな？　かな？

「そもそも魔法薬膳には、この世界に存在するありとあらゆる、数え切れないほどの薬用成分が絶ぜつ妙みようのバランスで配合されていますのだ。それはもう、これ以上新しくは絶対に積み上げることのできない積み木のお城のようなもので、もしそれを破れば、一いつ瞬しゆんにしてバラバラと崩くずれ去さってしまうのですだよぉ～～～っ！」

　わなわなと身を震わせて、アミナさんは力説した。

　なんかホラー作品の設定みたいだなぁ。

　もしかしたら、俺たちは見るも無残な不気味な怪かい物ぶつにでも変身してしまっていたかもしれなかったりして……。そういう意味では、この程度で済んで、少しはラッキーだったと思ってもいいんだろうか？

「で、みなさん、何を食べてそうなりましたのだ？」

「俺とクリスと雪花は、このカレースープを」

「あたしは、この肉団子を」

「私は、こちらの黒焼きを」

「わたしはね～、こっちのサラダ～っ」

　アミナさんに問われ、各人が答えた。

「わかりましたのだ。今から、この残った料理から成分を分析し、それに合わせて解げ毒どく薬やくを調合しますのだ」

「で、できるんですか!?　そんなことがっ！」

　真しん剣けんな表情になって言うアミナさんに、俺は驚いて聞き返す。

「わたすを誰だと思っとるですだか？　わたす、こう見えても、古代シャルスティア魔法文明のエキスパートですのだ。魔法薬の製造も、お茶の子さいさいですのだ～！」

　この人は……頼たよりになるのかならないのか、判定が難しいなぁ。

　大事なことを伝え忘れておいて、まさかの速そつ攻こうリカバリー宣言。自作自演臭しゆうがぷんぷんじゃないか。

「んだども、解毒薬をつくるために必要な材料が足りませんのだ」

「えぇっ!?」

　意図してやっているのか、アミナさんとの会話は、上昇と下降を繰くり返かえす。

「まぁ、そんなに悲観することはありませんのだ。その材料は、このシェライエ山の山頂付近に生えている薬草ですのだ。それを今から……ミナトさん、取って来てくださいのだ」

「えぇぇぇっ!?」

　こんなクリスと雪花とドッキングした状態の俺が名指しされたことに、俺は仰ぎよう天てんしてしまった。

　しかし、よく考えてみれば、まず小人化してしまった茜は論外である。ソフィアはともかく、マリーは子供になってしまったのだから、やはり難しいだろう。それにソフィアの性格が反転し、とってもか弱い感じになってしまったので、そんなソフィアにはマリーのお守でもしてもらいながらお留守番というのが適任だろう。

　となると、残るのは三人四脚きやくみたいな格好でも、俺たち三人が行くしかないのか……。

　まぁ、俺とクリスは体力的にはこのメンバーの中で上位二人だし。雪花も、身体は少し辛いかもしれないが、明めい晰せきな頭脳と冷静な判断力で、しっかりと俺とクリスをサポートしてくれるに違いない。

「すぐに出発して、車で行けるところまで送れば、日が沈しずむまでに戻って来れますのだ。さぁさぁ、車を出しますだで、急いで急いでっ」

　俺たち三人は腰を浮かすや否いなや、アミナさんに背中を押されるようにして玄げん関かんへと連れて行かれる。

　うひ～、えらく目まぐるしいテンポで話が進んでいくなぁ。

　ちょうど博物館の前に停とまっていたリムジンの運転手を呼び、俺たちは車内に押し込められる。

「無事に、戻ってきてくださいね、ミナト、クリス、雪花」

「いってらっしゃ～いっ」

「き、気をつけてね、三人とも」

　見送りについてきたソフィアとマリーと茜から声をかけられた。マリーはソフィアの右手に手を引かれ、茜はソフィアの左手のひらに乗っけてもらっている。

「あ、ああ。ちゃっちゃと行って、ちゃっちゃと帰ってくるわっ」

「「行って参ります」」

　ブロロロローッ。

　俺とクリスと雪花を乗せたリムジンは、加速力と低てい振しん動どうで性能を見せつけ、出発したのだった。



　俺たちが車から降ろされた場所は、目的の薬草が生えているという山頂火口付近まで片道約二時間くらいの位置だそうだ。

　ここから先は道が舗ほ装そうされておらず凸でこ凹ぼこなので、歩いてしか登れないのだという。

　車に乗る際、俺たちは色々と装備を渡わたされていた。

　まず、薬草を写した写真。これで見たことがなくても、実物を特定できるというわけだ。さらに、木の皮でできた編みかご。これに摘つんだ薬草を入れろということらしい。他にも、飲料水や非常食などが入ったナップザックもある。ナップザックはクリスが、編みかごは雪花が手にしている。

　登と山ざん靴ぐつは車内で、クリスと雪花に片方ずつ履はかせてもらった。なぜなら俺の右手も左手も、依い然ぜんクリスの胸と雪花の尻にくっついたままなのだから。

　なんか俺、何もしていなくて──いやむしろずっと二人にセクハラをしっぱなしなのだが──すごく申し訳ない気分でいっぱいである。

　俺おれたちは口数も少なく、大小の岩が転がり、あるいは剥むき出しの岩がん盤ばんも覗く、荒こう涼りようとした斜しや面めんを登り始めていた。

　そして、非常に困ったことがある。歩く度に、ゆさっと、ふよんっと、クリスと雪花の女の子らしい部分の揺ゆれや筋肉の動きまでもが、俺の手のひらを通して伝わってきてしまうのだ。

　二人もそれはわかっているのだろうが、敢あえて無視しているのだろう。とても気まずい雰ふん囲い気きが流れているように、俺には感じられた。

「ご、ごめんな、二人とも……。相当不ふ愉ゆ快かいだろうと思うけど、その……」

　ついにプレッシャーに耐えられず、俺は口に出してしまう。

　ただ、『俺のこと嫌きらわないでくれ』という重要な言葉が喉のどの奥おくに引っかかって、途と切ぎれてしまった。

「いえそんな……。湊殿どのにとって興味のない私などと無理やりくっつけられてしまって、湊殿の方こそ、不快な思いをしているのではありませんか？」

「右に同じです」

　不安そうに俺を見つめ返す二人から、信じられない発言が飛び出す。

「いっ、いやいや、興味がないなんて滅めつ相そうもないです！　だって二人とも、女の子として、すっごく魅み力りよく的てきなんだぜっ？」

　クリスも雪花も、自分たちが外見的にも内面的にも、たいていの男子を虜とりこにするだろう高スペックであるという自覚を持っていないのか？

　だとしたら、そっちの方が驚きなんだが。そうか……もしかしてこの二人、いつもソフィアとマリーの傍にいて、より視線の集まる姫ひめ様さまたちに隠れてしまいがちだから……。自分たちの人気に、気付けない環かん境きようにいるのか。

「お、お世辞でも、湊殿にそう言ってもらえると嬉しいです」

「以下同文です」

　恥じらって、クリスと雪花が伏ふし目めがちに答える。

　ああ、よかった。とりあえず、俺は二人から絶交される心配はないみたいだ。

　そう思うと、俺の口はだいぶ滑なめらかに回り始めていた。

「でも、なんでなんだろうな……。身体の他の部分は、お互い引き寄せられてはいるけど、まったくずらせないってほどじゃないよな？　なのに、なんで俺の両手だけ……？」

　ずっと奇き妙みように感じていた疑問を、俺はぶつけてみる。

「そうですね、考えられる可能性として……。最初に触ふれた瞬間に、湊様がこの両手に、何か強い感情を加えられたのではありませんか？」

　雪花に問い返され、俺は内心ドキッとする。

「いやぁ、はは、どうだったかなぁっ!?」

　クリスのおっぱいと雪花のお尻、二つの極ごく上じようの逸いつ品ぴんを文字通り手に掴つかんだ際、そこに純じゆん真しん無む垢くな少年である俺の魂たましいが打うち震えるほどの感動が、凝ぎよう縮しゆくされたのは間ま違ちがいない事実だ。

　しかしそんなこと口にはできない。

「魔法的な現象というものは、人間の意思に影えい響きようを受けやすいのです。今私たちにかかっている磁力的な魔法の効果が、湊様の桁けた外はずれに強い何らかの意識によって増ぞう幅ふくされ、最大限に堅けん牢ろうなものとなってしまったのではないかと推測されます」

　なるほど、俺も感情が大きく揺れ動いたときの方がオーラの出力も高くなるっぽいし、オーラを炎ほのお状じようにしたいと念じることで変化させたりできたもんなぁ。

　いやはや、雪花の魔法知識も侮あなどれない。このままちゃんとそっちの勉強を続ければ、雪花はアミナさんみたいになれるんじゃないだろうか。

「ところで湊様、例の件についてはその後、真剣に考えてみていただけましたか？」

　と、珍めずらしく雪花が、自分から新しい話題を振ってきたのだ。

　なんだか、せっかくだからこのタイミングでついでに聞いておきたい、とそんなノリで。

　はて？　何のことでしょう？　例の件、にまったく心当たりがなく、俺はぽかーんと目を丸くする。

「ソフィア様とマリー様お二人を妃きさきとして、湊様がシャルスティアの王となられる案についてです」

　ぶほぉっ、と俺は激しく空気を噴き出すしかない。

「私たちもこのように湊様に手込めにされてしまった今となっては、ますますこの案以外に解決策はない、と思うのですが」

　ちょっ、人聞きの悪いこと言わないでくださいよ雪花さん！　とツッコミたかったが、胸と尻を鷲掴みにしたままでは説得力も皆かい無むである。

　それに雪花はネタではなく、どうやら本気で語っているらしかった。

「そっ、そうですよ湊殿っ、私ももう本当に湊殿のところにしか、お嫁よめに行けないくらい傷モノなんですからっ！」

　クリスまで、血相変えて俺に詰め寄ってくる。

　うん、そういう古風な貞てい操そう観念を持っている女の子って、いいと思うの。ってか、ハーレムは肯こう定ていですかぁっ!?

「茜様も、お誘さそいになればいいではありませんか」

　不意に雪花が、角度の違うところから攻こう略りやくしてきた。

　げっほごっほっ、俺はもはや咳せき込むしかない。

「今だって六人で仲良くやれていますし、それがずっと続くのは素す晴ばらしいことだとは思いませんか？」

「そうですそうですっ！　湊殿、いざご決断を！」

　雪花の甘かん言げんにクリスまでが便乗する。

　く、くらくらしてきた。俺は、どうすればいいんだ……？

「む、今日は火山ガスが発生しているようですね。できるだけ風上に回りましょう」

　いきなり、クリスが物ぶつ騒そうなことを言った。

　え？　ちょっと待って、火山ガスって、硫りゆう化か水素とか二酸化硫い黄おうとか、そういうやつ？　何それ、バカなの？　死ぬの？　俺の今の眩暈めまいって、もしかしてそれが原因？

　自分が歩いている場所が、けっこう危険なのだと気付かされ、俺は涙目になる。

「湊殿、そんなに心配しなくても大だい丈じよう夫ぶですよ。もしものとき用に、ちゃんと簡易型の酸素ボンベとマスクも渡されていますから」

　クリスはそう言って、背せ負おっているナップザックを揺すってみせる。

「それに、もう山頂も見えてきていますし」

　雪花がスッと、指差した。

　その方向を見上げると、霧きりのような雲がかかる先に──、斜めに削けずれ、かつ楕だ円えん状じように凹くぼんだ、いびつな形の山頂がこの位置からでも見てとることができた。

「あの火口の中には、シャルスティアで唯ゆい一いつの、火山神のみを祀まつった神しん殿でんが建っているのだそうですよ」

　そこで、クリスが観光ガイド的な説明をしてくれる。

「シャルスティアのほとんどの神殿は、空の女め神がみ、海の女神、火山神の三神を一緒に祀っていますからね」

　と、雪花も補ほ足そくする。

「火口の中ぁっ!?　そんなとこに、人が近付けるのか!?」

　俺は素直に、驚きをもって尋ねた。

「ええ、その神殿は、普段は立ち込める白はく煙えんと灼しやく熱ねつのマグマの底に眠ねむっていて、何人たりとも決して足を踏み入いれることは適かなわないのだそうです。ですが、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスがこの山に入ったときだけ、その姿を現すのだとか……」

「つまり、こうして湊様がいる現在、おそらく火口の中に出現しているのでしょうね」

　クリスと雪花が交こう互ごに答える。

「マジでっ!?　それはちょっと見てみたいような……」

「今は薬草を取って帰るのが先決です」

　俺の好こう奇き心しんは、雪花にぴしゃりと否定されてしまった。

「まぁまぁ、湊殿がいるかぎり、条件は満たしているわけですから。合宿はまだ終わりませんし、また後で来てみましょう」

　クリスが代だい替たい案あんを挙げてくれる。

「ただ……、火山神の神殿には、空と海の女神の加護を受けた王女は、近付けないとの言い伝えもあり……」

「ソフィア様とマリー様は、見ることができないのです」

　クリスと雪花は、少し悲しそうに付け加えた。

「んんっ!?　じゃあ、もし、あそこに運命のルビーが隠されていたらどうするんだっ!?」

「はい、なので火山神の神殿は、もとから運命のルビー探たん索さくの対象外とされているはずです」

「長きシャルスティアの歴史において、火山神の神殿に運命のルビーが安置された例は一度もありません」

「はぁ、それじゃあ行ってみても、最初から無む駄だ足あしってわかってるのか……」

　そうして、クリスと雪花の火山神の神殿講座は終了したのだった。



「着きましたね。この辺りに生えているのが、全部目的の薬草です」

　雪花の宣言で俺たちは足を止め、周囲を見回す。

　黒く硬かたい岩盤に、びっしりと張りついたそれは、草というよりも苔こけといった感じだった。色も赤みがかっていて、お世辞にもきれいとは言えない。

「さぁ、クリス、これを」

　そう言って雪花は、片手用のスコップを取り出だした。

　うわ～、なんか懐なつかしいな。こんなの使うの、公園の砂場で遊んで以来なんじゃないだろうか。

　クリスと雪花はガシガシと、岩に生えた苔をこそぎ落し、かごに入れる。

　両手が塞がっている俺は、まったく何の役にも立たない。なんてこった。サーセンの嵐あらし。これならできることなら、自宅警備でもしていた方がマシってレベルだ。

　と、俺が悲ひ嘆たんに暮れている中、かごが薬草でいっぱいになるまで、この地味な作業は続いた。それでも、三十分とはかかっていない。

「では、戻もどりましょう」

　任務を完かん了りようし、雪花は淡々と言う。

　余よ韻いんもへったくれも、あったものではない。まぁ、遊びに来ているわけじゃないんだし。帰りの時間もあるしな。これからまた二時間かけて山道を下らなければならないのは、軽くセンチメンタルジャーニーな気分だ。

　もう慣れたもので、俺たち三人はかけ声もなしにタイミングを合わせ、すっくと立ち上がる。

　そのとき、

「あれ？　何かあそこ、キラッと光ってないか？」

　俺は、山頂火口の外周付近に、金属の光こう沢たくを確かく認にんした。

　目を凝らすと……、パラボラアンテナ？　ここから見る分にはまだ小さいが、近寄っていけばおそらく巨きよ大だいな、円えん盤ばん状じようの機械のようなものが、銀色に輝かがやいているのだった。

「はて……？　何でしょう？」

　クリスも首を傾かしげる。

「とにかく、今は早く戻りませんと」

「そうですね。あれも、次に来たときに」

　雪花の正論に押され、クリスもさほど興味を示さず、俺たちは山頂に背を向け帰路につくことにした。



　リムジンは、俺たちが降りた場所に、やはりすでに待機していた。

　おかげで非常にスムーズに、博物館に戻ることができる。歩あるき詰づめで疲ひ労ろうした俺たちにとって、車内は快適そのものだった。

　日が暮れる、ギリギリの時刻。夕日に染まる古代シャルスティア魔法文明博物館に、俺たちは帰還した。



「薬草、取ってきましたぁ～」

　倒れ込むようにして玄関に入ると、すぐにアミナさんが駆けつけてきてくれた。

「ご苦労様ですのだ～。それでは早さつ速そく、解毒薬の製造に取りかかりますのだ。最初につくるのは、生活の不便さを考えると、やっぱりミナトさんたちのくっつき薬の解毒薬ですだかねぇ」

「うぅ、そう言われると俺、トイレに行きたくなってきた……」

「はわっ、私もですっ」

「私も……」

　俺とクリスと雪花は、恐きよう怖ふと絶望に打ち震える。

「アミナさんっ！　解毒薬はどれくらいで完成するんですかっ!?」

　俺は一いち縷るの望みを託たくし、アミナさんに問う。

「二時間もあれば出来上がりますのだ」

「くっ……！　それは、我が慢まんできないだろ……漏もれちまう……」

「三人で入るしかありませんね」

　雪花がしれっと、仰天の提案。

「いやぁぁぁっ！　お、おしっこするところを、湊殿に見られるなんてぇぇぇっ!?」

　クリスが激しく拒きよ絶ぜつ反応を示す。

　うん、こっちの方が人間的に正しいと思います。だが……、背に腹は代えられないのだ！

「大だい丈じよう夫ぶっ、目を瞑れば見えないよっ！」

「いやぁぁぁっ！　おしっこが出る音を聞かれるなんてぇぇぇっ！」

「み、耳みみ栓せんすれば平気さっ！」

「いやぁぁぁっ！　おしっこの匂においを嗅かがれちゃったら、もうぅぅっ！」

　俺の説得に対し、クリスはことごとく半はん狂きよう乱らんになった。

　まぁ、当然かもな。うぉ～～～っ、マニアには堪たまらないシチュエーションな感じなんだが、色々とマズいなぁおいぃっ！

　結局。

　一人が行動中、残りの二人はアイマスク、耳栓、鼻を洗せん濯たくバサミで挟はさむ、という重装備で臨のぞむことに決定し、俺たち三人は順に用を足したのだった。



「かぁ～～～っ、これがっ、これが自由かぁ～～～っ！」

「か、身体が羽のように軽いとはこのことですねっ！」

「湊様の肌はだの温もりが、恋こいしいですが」

　アミナさんの調合した解毒薬の効果はテキメンで、飲んだ瞬間に俺の手のひらは、クリスと雪花から離はなれたのである。

　俺とクリスは、飛とび跳はねるくらいの勢いで伸びをして、凝り固かたまった筋肉をほぐし、雪花はひとり、甘あまえん坊ぼうさんな感想を述べた。

　ああでも、ここだけの話、俺としても一歳年下の美少女二人とのスキンシップに満ちていた一時が名な残ごり惜おしくないはずがなかった。



　さくっと夕食を食べ終える。魔ま法ほう薬やく膳ぜんは、今回の事故のこともあり、今夜は見合わされる運びとなった。実にありがたい。

「それでは、私たちは露ろ天てん風ぶ呂ろに行って参ります」

　クリスがわざわざ、俺にそう報告しに来た。

　この博物館から、歩いて十五分くらい下って行くと、無料の温泉施し設せつがあるのだそうだ。地元の人も、そこそこ浸つかりに来るのだという。

「えっと、みんなで？」

「はい、ソフィア様とマリー様と雪花と私でです。茜殿どのは……今の状態ですと溺おぼれたり流されたり踏まれたりする危険がありますので、残念ながら……」

「そうだよな、仕方ないな」

　テーブルの上にちょこんと座って、みじん切りにした料理をあぐあぐと素す手でで頬ほお張ばるしかない茜を眺ながめつつ、俺は頷うなずいてみせる。

　ちなみに茜は現在、ハンカチの真ん中付近に首と両手用、三つの穴を開けた即そく席せきのポンチョみたいな服を着ていた。

　アミナさんは引き続き、残りの解毒薬の製造に取り組んでくれている。次は茜の小人化薬を治す薬をつくってくれるのだそうだが、俺たちのくっつき薬に比べ複雑で、五時間ほどもかかるらしい。つまり、それができる頃ころには深夜になっていると考えられる。

「まぁ、ゆっくり疲つかれを取ってきてくれよ。明日、全員元に戻ったら、もう一回行こうな」

「はい、ぜひ」

　というわけで、俺は茜と二人でお留守番することになった。



「湊、あたしもお風呂に入りたいんだけど……」

　食堂から茜を手のひらに乗せて、一人一部屋ずつ割り与あたえられている個室に送ってやったところで。

　ちょっぴり拗すねたような口調で、茜にそう訴うつたえかけられたのである。

　やはり、女の子としては、温泉の機会を逃のがしたことが悔くやしかったのだろうか、と俺は心の中で少々茜に同情した。

　よく見ると、茜は顔の周りや、その長くて艶つやのある自じ慢まんの髪にまで、汚よごれが付着している。

　おそらく食事の際についたのだろう。小さいって、不便なんだなぁ。なるほど現在、茜は切実に入浴を欲ほつしているのだ。

「どんぶりくらいの容器に、お湯を張れば風呂の代わりになるんじゃないか？」

　俺は茜に提案してみる。

「用意……してくれるの？」

　茜は、意外そうに俺を見上げる。

「ああ、その程度のことなら、いくらでも協力するって」

「湊……。ありがとっ♪」

　茜は満面の笑えみを俺に向けるのだった。

　実際、これで茜の機き嫌げんが良くなってくれるなら安いものだ。

　しかし、この十分の一スケールフィギュアくらい小さくなってしまった茜とは、まるで人形と話しているような、不思議な気分になる。

　茜の通常の凶きよう暴ぼう性せいがまったく感じられず、なんというか、俺が守ってやらなきゃ……みたいな？



　そして、容器を調達し、シャワー室でお湯を汲くんできて、茜のまるでおままごとのような入浴が始まることになった。

「いい？　湊っ、絶っっっ対にこっち見ないでよっ？」

　茜が、羞しゆう恥ちをたっぷりと含ふくんだ声で、俺に釘くぎを刺さす。

「わ、わかってるよっ！　こうやって、後ろ向いてりゃいいんだろっ？　そんなに心配なら、俺、部屋を出てた方がいいんじゃないか？」

　茜がハンカチでつくった服を脱ぬぐ布擦ずれの音を背後に聴ききつつ、俺もやや体温上昇気味に問い返した。

「ひ、ひとりにしないでっ！　この大きさだと、何かの拍子に溺れちゃうかもしれないし……」

　と、茜は今度は怯えた声を上げた。

　小さくなってしまって、茜自身もの凄すごく不安なのだということに、俺は今さらながら気付く。

「わ、わかった。何かあったら、すぐに助けてやるからな！」

「うん……。頼りにしてるからね」

　力んで言う俺に、茜は素直な言葉を返した。

　か、可愛かわいいじゃないかよ……、茜のくせに……。

　ちゃぽん。

　たぶん、茜の足がお湯に入った音。

「はぁ～っ、気持ちいい～～～っ」

　全身を湯に浸けたのだろう。

　ぱしゃぱしゃと、水が跳ねる音。顔でも洗っているのか？

　う～む、音声だけってのも逆に想像力が刺し激げきされて、微び妙みようにヤバいな。

　などと、俺が健全な男子らしく悶もん々もんとしているところに、

「湊ぉ～、ボディーソープのポンプ、押おしてぇ～」

　茜が甘えた口調で要よう請せいしてきた。

　抜ぬかりのない俺は、洗い場にするために普ふ通つうの皿も持ってきたし、ボディーソープもシャワー室から借りてきているのだ。えっへん。

「えっ？　振り向むいちゃダメなんだろ？」

　ほんのりと期待を込めて、俺は聞き返す。

「湊のエッチ！　振り向かなくても、指だけ伸のばせば押せるでしょ～っ！」

　さすがは茜さん、難易度の高い注文を平気でつけますなぁ。

　それにしても、の○太さん以外に世の中で女の子からエッチなんて言われる人間が存在するなんて……。なんだか俺のステータスが一段階上がった気がするぜ。

「へぃへぃ、じゃあ、押しますよ～」

　視界の端はしギリギリにボディーソープを捉とらえるように首をわずかに回して、俺は後方へと腕を伸ばす。

　こ、この体勢も、けっこう辛いな……。

　ぐっ、と俺は指でごく普通にポンプを押した……つもりだったのだが。

　ビュバァッ！

「きゃぁぁっ!?　わぷっ、ひ～んっ！」

　茜が悲鳴を上げる。

　ボディーソープが、思いのほか勢いよく出過ぎてしまったらしい。

「す、すまん、大丈夫かっ!?」

　何かあったときにはすぐに助けると見み得えを切った手前、俺は反射的に振り返って茜の状じよう況きようを確認した。

















「ふぇぇ～んっ、目に入って痛いし、ぬるぬる滑すべって怖こわいよぉ～っ」

　身体からだ中じゆうどろりと白はく濁だく液にまみれた茜が、よろめく。

　髪と顔にもだいぶかかってしまっていて、目も開けられない様子だ。

　いくらフィギュアサイズとはいえ、驚きよう異いの肌色率百パーセント、プラス白濁率七十パーセントと、こんなのエロフィギュアでも見たことねーっ！　つくったらきっと売れる！　これで勝つる！

　と絶ぜつ叫きようし、理性が吹ふき飛びそうになるのを俺は歯を食いしばって堪こらえる。

　俺は両手で茜を覆おおうようにして、裸はだかを隠かくすとともに転てん倒とうを防ごうと試みた。もちろん、茜の肌にはできるだけ触れないように、細心の注意を払はらって。

「茜っ、両手を広げて俺の手を掴め！　いったんお湯に浸かって、全部洗い流すんだっ！」

「そっ、そんなことしたら見えちゃうぅぅっ！」

　俺はそう助言するも、茜にとってはやはり受け入れがたいことであるらしい。

「みっ、見えないっ、ちゃんと見えないようにしてるからっ！　そのままじゃ危ない……」

　言った矢先。

　ずるぅっ。

「ひゃぁぁっ!?」

　ふよんっ。

　仰あお向むけに倒たおれそうになった茜を俺は手のひらでキャッチ。すかさず、お湯が張られた容器の中に、そっと降ろした。

　ばしゃばしゃばしゃっ。

　茜が身体を頭まで沈めて、ボディーソープを濯すすぎ落とす。

　一方。

　たとえ人形のような大きさであろうと、茜の生のお尻しりと太ももと背中を触さわってしまった俺の手のひらに残った感覚が、洒落しやれにならない。

　今日はもう手を洗わないでおこうかって、小一時間真剣に悩なやむほどに。

　ぷかぁっ、と茜が、頭の半分だけ水面から出して、じとーっと俺を睨にらむ。

　俺は絶句したまま、茜の次の行動を待った。

「新しく、きれいなお湯の入った容器を持ってきなさぁ～～～いっ！」

「はっ、はぃぃぃっ！」

　茜の全身に付着したボディーソープが溶とけ込んで、白く濁にごってしまったお湯の中で、茜は怒ど鳴なり、俺は一目散に部屋を飛び出す。

　別の容器を取り、お湯を汲み直して、俺はダッシュでお怒いかりの茜様のもとへと戻る。

　そんな調子で、さらに何度かきわどいシーンを交えつつ、俺と茜のガリバー入浴体験記はてんやわんやのうちに終幕したのだった。










　　　インターミッション２





　シェライエ山中腹を走る、舗装されている山道。

　月光に照らされる古代シャルスティア魔ま法ほう文明博物館に、一台のリムジンが接近していた。

　その車内。

「ええ、今からプランアルファを実行します」

　後部座席に陣じん取どる人ひと影かげは、何者かと通信しているらしかった。

「問題ないでしょう。アミナ女史の管理能力のなさには開いた口が塞がりませんでしたが、騒そう動どうもほぼ解決した模様ですから……。ただ、知っている事実に逐ちく一いち驚おどろいてみせなければならない演技力が要求されるのは、少々面めん倒どうですがね」

　会話する声のトーンが下がり、やれやれといった雰囲気が流れる。

「昼間にはミナトくん、クリスくん、雪ゆき花かくんに、火口に設置した邪じや神しん捕ほ獲かく用結界維い持じ装置、魔法エネルギー変へん換かん装置を見られてしまいましたが、それもどうということはないかと。事を起こしてしまえば、なし崩し的に姫様方もこちらの用意したシナリオに乗らざるをえませんからね」

　肝きもが据すわっていると言うべきか、人影は特に悲観する素そ振ぶりもなく、饒じよう舌ぜつだった。

「つまり、多少強ごう引いんにでもミナトくんの速すみやかなパワーアップを促うながす、今はそれが何よりも重要なのですよ」

　対象となる側の苦労は、あまり考こう慮りよされていないらしい。

「ええ、我々の計画に、何のブレもありません」










　　　第三章　合宿三日目は窮きゆう地ちの騎士





「たっだいまぁーっ」

　マリーが子供らしく元気いっぱいに、

「ただいま戻りましたわ。とってもいいお湯でした」

　ソフィアがマリーみたいにお淑しとやかに、帰宅を告げる。

　俺はやはりまた茜あかねを手に乗せて、みんなを出で迎むかえた。

「マリー様がはしゃいでしまって、大変でした」

　クリスが苦く笑しようしつつも、愛いとしいものを眺めるように目を細める。

「この可愛らしさは劇物です。大きなお友達は半径十メートル以内には近付かない方がよろしいかと」

　雪ゆき花かは、誰だれに向かって注意しているのかよくわからないことを言った。

　そのとき。

　キキッ。

　外で自動車のブレーキ音が響ひびく。

　バタンッ。

　何者かが足早に館内へと向かってくる。こんな時間に訪問者？

　それは──、

「やぁ、皆みなさんおそろいで……ま、マリー様!?　そのお姿はっ!?」

　登場した初しよっ端ぱなから、子供になったマリーを見て、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食くらったような顔をするアシエルだった。

「よく来てくれましたね、アシエル」

　ソフィアが穏おだやかににっこりと微笑ほほえむ。

「は、はぁ。え……、ソフィア様、ですよね？」

「何を言っているのですか、アシエル？　まさか私を見忘れたとでも？」

　思わず確認を取って、ソフィアに訝いぶかしがられてしまうアシエル。

　わかる。その気持ち、痛いほどわかるぞ。

「おまけに茜も、こんな状態なんだぜ？」

　俺はすっと、アシエルの眼前に手乗り茜を差し出して見せる。

「おお、精せい巧こうなアカネくんの人形……ではなく、ほ、本人なのですか!?」

　う～む、人がびっくりするのを見物するのって、ちょっと楽しいな。

「はい。恥はずかしいので、あまり見ないでください……」

「おっと、これは失敬……」

　俯うつむく茜に謝あやまりかけ、

「ではなくっ、いったい、何の騒さわぎなのですか!?」

　アシエルは、珍しく少し取り乱した感じで語気を強めた。

「うん、それはだな……」

　俺はなぜか得意げに、説明役を買って出るのだった。



「……ってわけさ」

　俺は魔法薬膳を美お味いしくしようとして、勝手に材料を追加した結果、魔法薬の効果が暴走してしまったことを簡単に話した。

　もちろん、アミナさんが現在、残りの解毒薬も製造してくれていることも。

　明日には収しゆう拾しゆうできる事態だとわかって、どうやらアシエルもほっとしたようだった。

「ま、まぁ、今回の合宿の主要目的である、ミナトくんの修しゆ行ぎように支障が出ていないのが、せめてもの救いでしょうか」

　本当は今日の午後は、クリスに剣けんの稽けい古こをつけてもらう予定だったのが、薬草を取りに出かけたためお流れとなってしまったのは黙だまっておくことにしよう。

「そうそう、ミナトくんに、ぜひ試ためしてもらいたい修行道具を運んできたんですよ」

　気を取り直したらしく、アシエルは爽さわやかな笑え顔がおでそんなことを言った。

　内心、げっ、と思う俺だったが、とりあえず表には出さない。

「へ、へぇ、この博物館にいくつも馬ば鹿か馬ば鹿かしい……げふん、凄い仕し掛かけの修行用マジックアイテムが置いてあるけど、そういうやつ？」

「さてどうでしょうか、『瞑めい想そうの鏡』という精神修養のための道具なのだそうですが。この鏡の前で精神統一をすると、精神面が非常に鍛きたえられるのだそうですよ？　剣けん技ぎなどのイメージトレーニングにもいいそうなので、今から少し使ってみてください」

「えっ、今から？　もう夜中だぜー？」

「精神修養は寝ねる前にちょうどいいと思いますよ？　さぁ、騙だまされたと思って、こちらで」

　げぇーっ、マジっすかぁー？　勘かん弁べんしてくださいよぉー、アシエル先せん輩ぱいーっ！　と叫さけびたいところだが、やっぱり自重しておく。

　アシエルに腕うでを引かれ、ずるずると引きずられるような足取りで、俺が向かった先には──。

　姿見よりも一回り大きく、凝こった意い匠しようが施ほどこされた枠わくに嵌はめられた大きな鏡が一枚、中央にででーんと立てられている小さな部屋があった。

　なんだか不気味な鏡だなぁ、と尻込みする俺に、

「さぁ、その鏡の前で座ざ禅ぜんを組んで瞑想しましょう」

　アシエルはノリノリで勧すすめてくる。

　まぁ、こんな夜中にわざわざこれを俺にやらせるために持ってきたのだろうから、相当な熱意だ。

　とても断れるような雰囲気ではなく、俺はしぶしぶフローリングの床ゆかの上に腰こしを下ろす。そして言われたとおりに座禅を組み、背筋を伸ばし、正面を向いた。

　鏡には、俺の姿だけが映っている。

　アシエルは、自分が鏡に映らない少し離れた位置に立っているのだった。

　俺を集中させるためか？　やっぱり、ずいぶんと気を遣ってくれているみたいだ。これではますます、適当に済ませるわけにはいかなくなってしまった。

　よーし、いいだろう。瞑想なんて生まれてこの方、一度もやったことないけど、悟さとりの境地にだって到とう達たつしちゃうぞぉーっ？

　俺は覚かく悟ごを決める。

　そこに、

「これっ、お待ちなさい、マリーっ！」

「きゃはははははっ、こっちだよーっ」

　ばたばたと騒そう々ぞうしい足音と叫び声ごえが近付いてきたかと思うと。

　バタンッ！

「あーっ、ミナトお兄ちゃん見ーつけたっ！」

「これっ、マリー！　ミナトは今、大切な修行をしているのですよ？　邪じや魔ましてはなりません！」

　アシエルが閉めた扉とびらを開け放って、幼女マリーと、それを追ってソフィアが飛び込んできた。

「あっ、マリー様っ!?」

　俺のすぐ隣となりに来て、好奇心たっぷりに鏡を見つめるマリーに、アシエルは驚きよう愕がくする。

「ごめんなさいっ、ミナト、アシエル！　すぐに連れて行きますからっ」

「ああっ、ソフィア様まで!?」

　マリーの横に来て、そのちっちゃな手を握にぎりながら、ついでに鏡を覗のぞき込むソフィアに対しても、アシエルは激しく動どう揺ようしたみたいだった。

「クリスくんと雪花くんは、こんな状態のマリー様のお世話をしていないのですか!?」

　意外さのあまりか、この場にいない二人をやや咎とがめるような口調で尋たずねるアシエルに、

「クリスは今、日課である剣の素振り千本中。雪花は、何やら古代シャルスティアの文ぶん献けんを夢中で読よみ耽ふけっていますわ。私ひとりでも、子供をあやすくらいできると思ったのですけれど……、力不足で相すみません」

　ソフィアはとっても申し訳なさそうに、答える。

「あ、いえ、決してそのようなつもりでは……」

　こうなってしまっては、アシエルとしても引き下がらざるをえない。

「失礼致いたしました。それでは、がんばってくださいね、ミナト」

　去り際ぎわに、ソフィアは俺を労ねぎらうように微笑む。

　ドキンッ！　いやいや、落ち着け、俺。今のソフィアは魔法薬のせいで、本当のソフィアじゃないんだ。それでも、普ふ段だん手厳しいソフィアが優やさしい言葉をかけてくれたら、ついついのぼせてしまっても仕方ないよな？

　ああ、みんな早く元に戻ってくれないと、調子狂くるうなぁ。

　などという邪じや念ねんを振ふり払い、俺は結局一時間くらい瞑想を続けた。

　いったん退室していたアシエルが戻ってきて、もう瞑想を終えていいと俺に告げたのだった。

　その後すぐにアシエルは、自分の宿しゆく泊はく先さきへと帰って行った。いつも忙いそがしそうだし、宰さい相しようの息子むすこってのも、大変なんだろうなぁ。



　合宿二日目の今日は、なんとも長い一日だった気がする。

　そんな大おお荒あれの日も、そろそろ終わろうとしていた。俺はシャワーも歯は磨みがきも終え、あとは寝るだけという状態で、ベッドの上でごろごろしていた。

　すると。

　ガチャッ、バタンッ！

　何の前まえ触ぶれもなく、部屋の扉が開く。

「んなっ!?　ま、マリーっ!?」

　そこには、ぶかぶかのＴシャツを一枚着ただけの──いやもちろんその下にパンツは穿はいてるんだろうけど──子供姿のマリーが、仁に王おう立ちしていた。

　危なかった。ナニもしていなかったからいいようなものの、もしちょっくら寝る前にと思い立ってナニかしていたら、俺の人生の中でも有数の大だい惨さん事じになるところだったぜ。

「ど、どうしたんだい？　一人でトイレに行こうと思ったけど、怖くなっちゃったからついてきてほしいとか？」

　俺の問いかけには答えず、マリーはトコトコと室内に入ってくる。

　そして、うんしょっとベッドによじ登ってきた。

「ミ・ナ・ト・お・に・い・ちゃん！」

　甘えた声で、がばぁっと、マリーが俺にしがみつく。

「うわっ、たたっ、え!?　ちょっ、なに!?」

「ミナトおにぃちゃ～ん、マリーねぇ？　ひとりで寝るの、さびしいのぉ」

　うろたえる俺。マリーはぴったりと寄より添そいながら、上うわ目め遣づかいに俺を見てくる。

「だだだ、だったら、ソフィアと一いつ緒しよに寝ればいいんじゃないかなっ!?」

「いやっ！　ソフィアおねえちゃん、すぐ怒おこるんだもん」

「そ、それならクリスや雪花だって、一緒に寝てくれると思うよ？」

「わたし、ミナトおにいちゃんがいいんだも～ん」

　と、マリーにぎゅーっと抱だきつかれてしまった。

　大丈夫、おまえは大丈夫なはずだ、風かぜ原はら湊みなと。だっておまえは、ロリコンじゃないだろ？

　ど、どうだろう……。自信が、だんだんなくなってくるな。

　なんていう俺の葛かつ藤とうを無視して、

「なんか、この部屋、暑くな～い？」

　マリーは無む邪じや気きに、Ｔシャツの裾すそをぱたぱたとめくっている。

　ふぉぉっ、白くてぽこんっとしたお腹なかが、丸見えじゃないかっ!?

　さらにその下には、くまさんがプリントされた女児用のぱんちゅがっ！　だ、誰が買ってきたんだろう……。

「こっ、こらこら、マリー、はしたないぞぉっ？」

　俺はやんわりとマリーを窘たしなめる。

　ソフィアがまるでお母さんみたいに、このマリーにひっついて注意していた気持ちがわかった。

　マリーは、きょとんとした顔で、

「じゃあ、も～寝よ～？　ミナトおにいちゃ～んっ」

　今度は俺に全身でダイブしてきた。

「おわぁっ!?」

　ぼふっ、と俺はマリーに押し倒されるように仰向けになる。

「こ、こらぁ～、危ないだろ？　マリー」

　表面上はにこやかに、俺は紳しん士し的てきに微笑む。

　だが、このままでは、危ないのはマリーの方なのではないか？　という疑問が浮うかんでくるのも時間の問題だ。なお、マリーにどんな危険が？　という質問は受け付けない。

　ところが、そんな俺の頭の中を知ってか知らずか、マリーはさらに俺の足に自分の足を絡からめてきたのだ。

　どぉぉぉぉぉっ!?

　俺の股こ間かんに、マリーの太ももが当たっているっ！

「えへへっ、ミナトおにいちゃぁん」

　マリーは、まさかわかってやっているんじゃないだろうなっ!?　甘ったるい声で、なおもぐいぐいと身体を押しつけてくる。

　あぐねぇぇぇぇぇす！　早く来てくれっ！

　俺の魂の叫びが、全俺の心象世界に木こ霊だました、そのとき──。

　コンコンッ。

　部屋のドアがノックされ、

「ミナト？　まだ起きていますか？」

　救いの女神、ソフィア様がご降臨なさったのだった。

「びゃあああうまいぃぃ！　じゃなくてっ、起きてる！　起きてるよソフィアっ！」

　まさにドンピシャのタイミングに対する、俺の驚おどろきと喜びを叫び声で表現すると、こうなる。俺は即そく座ざにソフィアに答えた。

「そろそろマリーを寝かそうと思って、捜さがしているのですが……もしかしてこちらに来ていませんか？」

　ソフィアの訪問の理由も、ぴったしかんかんだった。

「いるいる！　ここにいるよ！　さぁっ、マリー、お迎むかえだぞ～？」

　俺はマリーの身体を起こし、背中を押してドアへと導く。

「いや～、助かったよソフィア。俺もどうしようかと思ってたところでさぁ」

　ドアを開け、俺はソフィアに感謝の意を述べた。

　ところが、

「何をどうしようと思っていたのですか？」

　ソフィアの表情は、なぜかこわばっていたのだ。

「ええっ!?　何もどうしようと思っていませんよ!?」

　俺は焦あせって、全力で全否定する。

「ミナト、まさかとは思うのですが……」

　ソフィアは、じぃぃぃぃぃっと、値ね踏ぶみするように俺の目を見つめた。

　俺の清らかな瞳ひとみの奥おくに、何か見えただろうか？　一拍ぱくの間を置いて、

「世間の目も厳しくなってますから、お気をつけくださいな。さあ、行きましょうマリー」

「はぁい……」

　しぶしぶ、といった感じのマリーの手を引いて、ソフィアは踵きびすを返す。

　こうして取り残された俺には、静せい寂じやくが戻った。

　だけど、いなくなってしまうと、それはそれでもったいなかったような気がしてくるんだよなぁ。人間とは不思議なものだ。

　幼女と添い寝もできないこんな世の中じゃ。

　もういっそのこと、ロリコンは検定制にして、合格の等級に応じてできることを決めたらいいんじゃないだろうか。俺は四級の『膝ひざに乗せて絵本を読んであげる』で十分だし。

　なんて無む駄だなことを考えるのも虚むなしい。俺はおとなしく、再びベッドに横になるのだった。



　三十分ほどが過ぎただろうか。

　俺は、まだ決定的な睡すい魔まが襲おそってこないので、引き続きのんびりとしていた。

　コンコンッ。

　そこに、二度目のノックが響く。

「んあ？　誰ー？」

　思いっきりだらけた調子で、俺は尋ねた。

「ミナト……、入ってもよろしいですか？」

　声の相手は、さっき冷たい視線を残して去って行った、ソフィアだった。

「え、ソフィア？　あれ、マリーは？」

　微妙に違い和わ感かんを覚え、俺は問い返す。

「もう眠ってしまいましたわ」

　カチャリ。

　小さな音を立ててドアが開き、するりとソフィアが室内に入ってきた。

「えっと……、ど、どうしたんだよ、ソフィア？」

　これって、なんだか、夜よ這ばいみたいじゃないか。

　そんな考えが頭をよぎり、俺はドキッとする。思い返せばマリーだって、幼女だったから意識しなかったけど、今のソフィアと同じような状況だったんだよな。

「ミナト、もっとそばに寄っても……よろしくて？」

　ソフィアが、必要以上にしおらしく、色っぽい声こわ音ねで聞いてくる。

「うえぇぇぇっ!?　まっ、まぁいいけどっ!?」

　身体を起こし、ベッドの上で胡坐をかいて座すわり込んだ俺のすぐ隣に、ソフィアは腰かけた。

　俺は、ソフィアの服装がかなりきわどい物であることに、今いま更さらながら思い至る。

　肌や下着が透すけて見える感じのネグリジェ。さっきマリーを捜しに来た時はあまり気にしなかったけど、こうして改めて眺めると……。ごくり。こんなの視線が引きつけられてしまうに決まってるじゃないかっ！

「あわわっ、で、何？　何の用？　ソフィア」

　もはや変に意識しまくってしまった俺の声は、見事に裏返ってしまう。

「ミナトったら……言わないとわかりませんの？」

　すりっ、とソフィアは俺の頬ほおに手を当て、撫なでてきた。

　なにこれこわい。

　しなだれかかってくるソフィア。俺は……、俺はどうすればいいんだぁぁぁっ!?

　一、ソフィアを押し倒す。

　二、しりとりをしようと提案する。

　いかん、思わずゲーム脳になってしまうところだったぜ。

　今俺の目の前にいるソフィアは、まるでソフィアじゃないみたいだ。口調や性格が、俺にとって都合のいいように改変されている、チートデータみたいだ。この行動も、魔法薬のせいなんじゃないかって気さえしてくる。

　もし、この状況を、普段のソフィア本人も望んでいるのだとしたら、これでもいいのかもしれない。

　でも、本当のソフィアが、こんなことを望んでいなかったとしたら？　ソフィアじゃないソフィアと俺は、本当ならとてつもなく楽しいはずのことを、このままでも楽しめるのだろうか？

「ミナト……」

　ソフィアは目を閉じて、俺に顔を近付けようとしていた。

　あああああ、やっぱり可愛いいいいいい。

　避さけることも、肩かたを掴つかんで押しとどめることも、俺にはできそうにない……！

　ガチャッ！

「湊ぉーっ！　まだ起きてるーっ？」

　テンション高く、ノックもせずに乱入してきたのは、茜だった。

　子供のマリーと同じくらいの気安さだな、茜のやつ。

　が、おかげでソフィアの動きも止まっていた。ありがたいのかありがたくないのか、俺としては判断に困る心境である。

「見て見てっ！　ほらっ、ようやく元に戻れたのよぉーっ！」

　茜はその場でぴょんぴょんと飛び跳ね、身体いっぱいで喜びを表現する。

　うん、そうだよな。この部屋までひとりで入って来れたのは、アミナさんの解げ毒どく薬やくが完成し、人間のサイズに戻れたからだよな。

　まぁ、こんな茜の単純で活発な性格が功を奏したのも事実だ。俺とソフィアの何かが無事、未み遂すいで終わったのだから。

「あれ？　そこにいるのは……ソフィア様……？」

　茜が、だいぶ遅おくれて、俺以外の人間の存在に気付く。

　はっ、まずい！　これって、俺の死亡フラグなんじゃ!?

「ありがとうございます、ミナト！　ではこれ、お借りしますわね？」

　唐とう突とつに、そんなことを言ってソフィアは立ち上がった。

　その手には、ああなるほど、俺の枕まくら元もとに置いてあった携けい帯たいゲーム機が握られている。

「お、おおっ、まぁがっつりやり込んでくれよっ！　それ、やればやるほど味が出るスルメゲーだからさっ！」

　とっさに俺も、ソフィアに会話を合わせた。

「おほほほほ、それではミナトおやすみなさい。あらアカネも、おほほほほほ」

　そそくさと立ち去るソフィアを、茜は呆あつ気けに取られた様子で見送っていた。

「いやぁ～、マリーがなかなか寝つけないらしくってさ～。子供が暇ひま潰つぶしに喜びそうなものはないかって頼たのまれちゃって」

　ちょっと苦しい言い訳かなーと思いつつ、俺は頭を掻かいた。

　茜は、ギロッと俺を睨みつける。

　ひ～！　俺の命運、ここに尽つきるのか～っ!?

「あ……、あたしにもなんか、貸してよ……」

　ちょっと悔しそうに赤らんだ頬を膨ふくらませて、茜は呟つぶやくように言った。

「おっ？　おおぅっ、任せとけっ！　まだとっておきのが残ってるんだぜ～っ？」

　俺は急いでもう一台別の機種を、床に無造作に放置してあったバッグから取り出す。修行の合宿にどんだけ持ってきてんだ、とは聞かないでやってほしい。

「ほらこれっ！　めっちゃおもしろいよっ？」

　息を弾はずませて差し出す俺。なんだろう、この小学生以来な気がするやり取りは……。

「なんか、湊の手て垢あかがいっぱいついてそう……」

　自分から希望しておいて、その言い草はどうだろう、茜？

　失敬な。ポテトチップを食べた後や、賢けん者じやモードになってから触ったりはしてないんだからねっ。

　と思っていると茜は、携帯ゲーム機をぎゅっと抱きしめるように胸むな元もとに押し当あてた。まるで、それがすごく大事なものであるかのように。

「おっ、おやすみっ」

　それだけ言って、茜はぴゅーっと退散してしまった。

　寝る前に、こんな刺し激げき的てきなことが立て続けに起こるなんて……。どうか、俺が今夜安あん眠みんできるよう、祈いのっていただきたい。



　　　　　◇



　翌朝。

「はい、湊っ。これ、ありがとっ」

　朝食のため、食堂に集まったところで、俺おれは茜から携帯ゲーム機を返へん却きやくされた。

「ういーす。どうだった、けっこうよかっただろ？」

　自信を持ってお勧めできる逸いつ品ぴんを貸したつもりの俺に対して、

「え？　あ、うん、よかった、よかったよ？」

　茜はなんだかゲームを起動させたかも怪あやしい曖あい昧まいな返事だ。

　かーっ、つれねーなぁ。せっかく朝の低いテンションをゲーム攻こう略りやくでも熱く語って盛り上げようって思ったのに！

　すると、そんな俺と茜を見ていたクリスが傍に寄ってきた。

「む？　とすると、これも湊殿どのの物でしょうか？　先さき程ほど、廊ろう下かに落ちていたのを拾ったのですが……」

　クリスが掲かかげて見せたのは……な、なんと、昨晩俺がソフィアに貸したはずの、もう一台の別機種じゃないか！　機体カラーも同一だから俺ので間ま違ちがいないだろう！

「どひーっ!?　こっ、壊こわれてないよなっ!?　俺のおちゅねさん一号！」

「はぁ？　湊あんたまさか、ゲーム機に名前付けてたりなんかしないわよねっ？」

　ソフト同どう梱こん限定カラーバージョンにちなんだ愛機の名を呼ぶ俺を、茜は汚お物ぶつでも眺めるような目で聞きき咎める。

「ほっといてくれ！　ゲーム機ってのは擬ぎ人じん化かしてゲームが出せるくらい、プレイヤーにとって愛着のあるものなんだっ！」

　俺は顔を真っ赤にして、その筋の人でなければ、何を言ってるのかわからないようなことを口走る。

　その、背後から、

「おお、皆の者っ！　ちょうどよく揃そろっておるな！」

「皆さん、おはようございます～」

　聞き慣れた、すごくしっくりくる、二人の姫様の声が飛び込んできたのだった。

「ソフィア様！　マリー様！　無事に元に戻もどられたのですね？」

　クリスが心底嬉うれしそうに二人へと駆かけ寄る。

「おいおい、ひどいぜソフィア～。いくら元に戻れたからって、俺のゲーム機をほっぽり出していくことはないんじゃないか～？」

　俺としても、ソフィアとマリーが全快したのは実に喜ばしいのだが、その前にソフィアには軽く文句の一つも言っておかねばなるまい。

「ん？　ゲーム機とな？　何の話じゃ、ミナト？」

　ぽかんとした表情で、ソフィアに問い返される。

　あっれぇっ？　ソフィアさんったら何言っちゃってんスか？　健けん忘ぼう症しよう？　それともマジで魔法薬で性格が反転してたときの記き憶おくが治ったらなくなっちゃったとか？

　などと考えていると、ソフィアが逆に話を振ってきた。

「うぅむ、そういえばのぅ、ミナトよ。昨夜マリーを捜してミナトの部屋を訪ねた後、私の部屋に戻る途と中ちゆうでまたマリーがいなくなってしまったのだが、今度はクリスの部屋で見つかったのだ。人の気も知らずに、それはもうぐっすりと眠ねむっておってなぁ」

　おや、どうやらソフィアの記憶は残ってるっぽい。

「あのときはマリーが神速の魔法でも使ったかと驚いたわ。ところが、その話をしても、マリーは覚えておらぬというのだ」

「私、子供になっていたときの記憶がとてもあやふやで……。色々と皆さんにご迷めい惑わくをかけたみたいで、すみません……」

　マリーはしゅん、と頭を下げる。

　ん～、マリーの方はやっぱり覚えてないのかな？　俺と一緒に寝たいって、ひっついてきたことも？　ああ、なんだろうこの喪そう失しつ感。

「謝る必要などありませんよ、マリー様！　子供になられたマリー様は、それはもう天使のような可愛らしさでした！」

　クリスが声こわ高だかに慰なぐさめる。幼女姿のマリーがよっぽどお気に入りだったみたいだ。それに関しては激しく同意したい俺も、ぶんぶんと大きく頷いてみせる。

　そこに、

「みなさん、その後の体調はいかがですだかぁ～？」

　雪花に支えられるようにして、アミナさんがふらふらと登場した。

「昨晩から三種類の解毒薬を連続で、徹てつ夜やで調合するのはさすがに疲れましただ～。とっても寝ね不ぶ足そくなので、今から少し仮か眠みんしてきますのだ」

　目の下に隈くまをつくったアミナさんは言う。

「あ～、あと、アシエルさんと今回の件について協議した結果、残念ながら魔ま法ほう薬やく膳ぜんは中止ということになりましたのだ」

　ぽつりと告げて、アミナさんは去っていった。

　最後の言葉に、全員の表情がパァァッと輝かがやいたのは言うまでもない。まったく、内心こんなに残念じゃない中止報告も珍めずらしいな。



　合宿も、はや三日目である。

　午前中は、また魔法道具を使ったトレーニングを順調にこなした。オーラの扱あつかいも、だいぶ板についてきたと思う。

　そして、午後の部。

　身体も元に戻り、まだ近くの温泉に行けていなかった茜が、意い気き揚よう々ようと進軍していった。同じく本来の身体のサイズに戻れたマリーと、本来の性格に戻っちゃったソフィアも、茜に同どう伴はんした。

　なんか俺以外のメンバーは、露ろ骨こつに遊びだしたな……。まぁそれも無理からぬこと。結局、終日フルでスケジュールが組めるのは、こなすべき修行のバリエーションが豊富な俺だけなわけで。他のみんなは、自分が参加しない間は暇ひま過ぎるんだよな。

　ということで、残った俺とクリス、それになぜか雪花も加わって、今から剣けん術じゆつの稽古である。

　場所は、飛行魔法の練習にも使った博物館の裏庭だ。

「えっと、雪花は……見学？」

　剣を手にした俺とクリスからやや離はなれて佇たたずんでいる雪花に、俺は尋ねた。

「はい、少し気になることがありますので……」

　淡たん々たんと職務をこなすいつもの口調で雪花は答える。

　しかも、両手で胸に抱くようにして、大辞典ってくらいの大きさの、重そうでかなり表紙の痛んだ本を持参していた。

　茜たちと一緒に温泉に行ってもよかったのに、雪花ってば真面目まじめというか物好きだなぁ。でも、観客がいると気合いが入るかもしれないし、それに……騎き士しとはいえ若い男女が二人っきりだと、もしものことがあったりしてもいけないもんな……。

　なんて変に意識しそうになって、俺は慌あわてて思考を切きり替かえる。

「うーん、こうやってクリスと剣を交えるのもなんか久しぶりな気がするなぁ」

「そうですねぇ、このところ一月ほど手合わせをしていなかったでしょうか？」

　シャルスティアに来てから、ちょくちょくクリスには剣の鍛たん錬れんでお世話になっているのだが、運命のルビー探たん索さくのゴタゴタなどでしばらくそういう時間が取れていなかったのだ。

「それではクリス先生、お願いします」

「お願いします、湊殿」

　俺たちは互たがいに一礼し、

「「いざ！」」

　剣を構える。

　練習試合とはいえもう何度も剣を交えているので、手の内は双そう方ほうだいたいバレてしまっている。

　こうして勝負を重ねる度、何か新しい技やフェイントを繰くり出さないと膠こう着ちやく状態から抜けられないくらい、俺とクリスの実力は伯はく仲ちゆうしていて楽しいっちゃあ楽しいんだけどなぁ。

　さて、今日はどんな奇き策さくをもって、クリスを驚かせたものか。マルセイユ・ルーレット斬ぎりとか、やってみようかな？

　クリスは十分な間合いを保ったまま、自分から仕掛けるつもりはないみたいだ。じゃあ、やっぱり、こっちから行くか！

　ドンッ！

　俺は全力で地を蹴けり、クリス目め掛がけて突とつ進しんした。

　クリスは自身の正面に刀身を立て、俺の斬撃の軌き道どうに合わせようとしている。

　俺は、剣けん先さきの届くギリギリの範はん囲い外がいのところで……。

　いきなりターン！　背中を見せる。だがそのまま三百六十度回転し、回まわし蹴げりのように横から剣を振るう。

　しかし、クリスは冷静だった。

　ギィンッ！

　簡単に受けられてしまう。

　まずい。変な体勢で斬きりかかってしまったから、すぐには次の攻こう撃げきに移れないし、今クリスが打ってきたら防ぼう御ぎよが取れない。

　いっそこのまま、肩からクリスに体当たりするか？　などと半分本気で考えた、そのときだった。

　ググ……グンッ！

　俺の身体が、俺の意図とは無関係に、クリスに引き寄せられる!?

「うわぁっ!?」

「はっ、はわっ!?」

　びったぁんっ！

　ドサァッと、俺はクリスに覆い被かぶさるような格好で、倒れ込んだ。

　しかも、クリスを下した敷じきにしてしまった！　は、はやくどかなければっ！

　ふにゅぅ。

　俺の胸むな板いたに、当たる感かん触しよく。この世のものとは思えない、とんでもない柔やわらかさを持った、物体。

　クリスの胸に、俺の上半身が完全に密着してしまっているぅぅぅぅぅっ!?

　がばぁっ、と急いで離れようと、俺はしたのだ。

　ところが──。

　ぽよぉんっ、ぽよよよよんっ。

　クリスのたっぷりなバストが、吸いつくように、俺から離れない!?

　スポーツ気分で、二人とも軽装のまま来てしまったのも災わざわいしている。タンクトップとショートパンツというクリスの出いで立たちは、俺におっぱいの感触をあまりにも鮮せん明めいに伝えてくるのだ！

「みっ、湊殿ぉ～～～っ!?　こっ、こんなっ、これはぁぁぁっ!?」

　クリスが泣きそうになりながら、顔中を紅潮させ、叫ぶ。

「ごごごごご、ごめんよぉっ!?　俺にも、何がなんだかぁっ!?」

「やはり……そうでしたか！」

　それまで静かに観戦していた雪花が、納なつ得とくした様子で口を開いた。

「「な、何が……？」」

　俺とクリスは、もつれ合ったまま尋ねる。

「今朝、食堂で湊様とすれ違ちがった際、ごくわずかですが違和感を感じていたのですが……、私たち三人の身体からは、まだ魔法薬の効果を完全には取り去ることができていないのではないかと思われます」

「「な、なんだってーっ!?」」

　俺とクリスの息はピッタリだ。

「湊様、今ご自分でオーラが出ているのにお気づきですか？」

　雪花に問われ、俺は自身の身体をじっくりと観察する。

「えっ!?　あっ、ほんとだ！　こんなちょこっとだけのオーラ、よくわかったな、雪花」

















　うっすらと赤みがかったオーラが、まるで被ひ膜まくのように全身を覆っていた。

「湊様がオーラを発すると、かすかに体内に残っている魔法薬の効果が増ぞう幅ふくされて、このようにはっきりと発現してしまうのではないかと。湊様、オーラを消せますか？」

「あ、ああ。それくらいは、今回の合宿のおかげで、けっこうできるようになったんだぜ？」

　俺は、オーラを体内へと押し込めるイメージを脳内に描えがく。

　フッ、と。

　俺を包つつんでいたオーラが、きれいに消しよう滅めつした。

　刹せつ那な。

　パッと、俺とクリスの身体は、簡単に離れたのである。

「「おおっ！」」

　またしてもクリスと声が重なる。

「今回の修行の成果で、湊様はおそらく戦せん闘とう時などの緊きん張ちようした状態では常にオーラを出すことを無意識に行うレベルに達しています」

「むむ……。でも、だとすると今はその成果が邪魔になって、クリスと剣の稽古が上う手まくできないってわけか……」

　雪花に指し摘てきされたものの、どうしていいかわからず、俺は頭を抱かかえる。

「湊殿、オーラを自由に操あやつれるようになったのであれば、オーラをずっと消したまま戦うことも可能なのではありませんか？」

「うーん、まぁ、そうかなぁ……」

　クリスに提案されるも、いまいちしっくりしない。

　まぁ、クリスの言いたいことも理解はできるのだ。火山神顕現騎士ヴオルカエクエスではないクリスはオーラが出せないわけで、俺がオーラ全開で戦った場合、それは大きなハンデになってしまう。確かに純じゆん粋すいに剣の修練だけを目的とするなら、オーラなしで戦った方が有益だろう。

　だがそれでは、俺自身の総合的な強さを引き上げるという点において、その機会をみすみす逃のがしてしまうことになりかねない。

　俺のダメ親父おやじが、テロリスト組織をたった一人で壊かい滅めつさせたと初めて聞いたときは、またまたご冗じよう談だんを、としか思わなかった。

　しかし、親父は先代の火山神顕現騎士ヴオルカエクエスだった。最近の俺には、それがどういう意味を持つかが、わかりつつある。それほど火山神顕現騎士ヴオルカエクエスには、とてつもない力が宿っているはずなのだ。

　そこに、雪花が新たな見解を述べた。

「いえ、ここはその逆が良いでしょう」

「逆？」

　俺は聞き返す。

「はい。オーラを消して戦うのではなく、オーラを全開にして戦うのです」

「え、でもそれだと、またくっつき効果が発動して、クリスと……その、ごにょごにょ」

　俺はちょっと赤面しながら懸け念ねんを示す。

　クリスとくんずほぐれつできるのは嬉しいんだけど、さすがにこれ以上してしまったらクリスに責任を取らないといけないと思うんだ、男として……。

「魔法的な力は、発現する人間の意思に強く影えい響きようを受ける、とお話ししたはずです」

「あ、ああ、そうだったな……」

　昨日薬草を取りに行ったときに、そんな説明を受けた。

「オーラの圧力で、クリスを吹き飛とばせませんか？　魔法薬の引力を相そう殺さいするくらいに」

「オーラで、吹き飛ばす……？」

　正直、その発想は、なかった。

「オーラによって敵を弾く、反発するよう意識するのです。そうすれば、オーラの性質を操る訓練にもなるのではありませんか？」

　雪花の大だい胆たんなアドバイスに、俺は目から鱗うろこが落ちる思いだった。

　確かにオーラ自体は本来、風圧にも似た圧力を有しているはずだ。それをさらに、意図的に強化できるのであれば……。

「なるほど、おもしろいな。それでいってみたいんだけど、いいかな、クリス？」

「わかりました。湊殿がそう仰おつしやるなら、その修練、お供致しましょう」

　スパーリングパートナーの同意を得て、俺は練習を再開したのだった。



「うぉぉぉぉぉっ！」

「くぅっ！」

　ガキィンッ！

　俺の斬撃を受け流しつつも、グラッと、クリスの体勢が崩くずれる。

　剣を打ち込むと同時に、オーラをぶつける、そんなイメージ。

　クリスには、もうずっと防御に徹てつしてもらっていた。火山神顕現騎士ヴオルカエクエスの完全状態にはほど遠いが、俺の身体を包む赤いオーラは、もはや肉眼ではっきりと確かく認にんできる。

　オーラの光の強さに比例して、俺のパワーとスピードがアップしていく。それはすでに、体験済みのこと。

　人間の限界を徐じよ々じよに、超こえ始めていた。



　こうして──、クリスと雪花と、三人での午後の自主練習は一時間が経たち、二時間が過ぎようとした頃ころ。

「ハァッ！」

　ブォォォォォッ！

　かけ声とともに、衝しよう撃げき波はとでも言えそうな、オーラ放出による突とつ風ぷうが起こる。

「わっ!?　ととっ……、すごいですよ湊殿！　もう本当に、ちょっとでも気を抜ぬけば吹ふき飛ばされてしまいそうです！」

　前まえ屈かがみで暴風に逆らうような姿勢で、クリスがなんとか耐たえる。

　俺のオーラは、最大時半径一メートル近くまで達するようになっていた。

　今日の俺は、絶好調だ。

　というか、この合宿に来てから、すこぶる体調は良い。疲ひ労ろうもあまり溜たまっていない気がする。

　聖なる火山、この場所との相あい性しようなのだろうか。もちろん、修行の成果も上々と言えるだろう。

「ふぅ～。じゃあ、そろそろ休むとするかぁ」

「そうですね、けっこう長くやりましたし」

「ちょうどいい時間だと思います」

　俺とクリスと雪花はそう言って、三人で木こ陰かげに集まった。

　涼すずしくていい風が吹く。空気はちょっと薄うすいが、快適な午後のひととき。

　ところが、

「み～なぁ～とぉ～～～っ！　今日という今日は、見損なったわぁぁぁっ!!」

　そんなまったりとした雰ふん囲い気きをぶち壊す、大だい騒そう動どうが飛び込んできたのだった。

　茜が、長い付き合いの中で一度もお目にかかったことのない、真しん剣けんに激げき怒どした表情で叫びながらこちらへと走ってくる。

　茜にやや遅れて、ソフィアも。

「ミナトよ！　初めて会ったときから、色欲方面の節制において心こころ許もとない奴やつじゃとは思っておったが、まさかこれほどまで理性を失うとは……恥はじを知れぃっ！」

　さらに遅れて、マリーも。

「ミナトさん！　男の子が元気があるのは悪いことではないですけど、犯罪行こう為いはいけないと思います！」

　俺にとってはまったく意味不明の内容で、大変にお怒いかりであるらしい三人に、あっという間に取り囲まれてしまった。

「ちょっ、ちょっと待ってくれよっ。いったい何が始まるんです？」

　黙っていると縛しばり上あげられて火あぶりにでもされそうな剣けん幕まくの三人に向かって、恐おそる恐る俺は問いかける。

「ミナト、この期ごに及およんでまだ白を切るつもりかっ!?」

「ミナトさん、己おのれの過あやまちを深く反省し、しっかりと罪を償つぐなってください！」

「湊っ、あんたは温泉でっっ、覗きと痴ち漢かんをしたのよぉっっっ!!」

　は？　すまんが、もう一回言ってくれんかのぅ？

　とかボケている余よ裕ゆうもない超ちよう展てん開かいキタッ！

「おいおいおいおいおいぃぃっ！　いくらなんでも、そりゃねーだろぉっ!?」

　俺は全力で、これまでの人生で最も強く、否定せざるをえない。

　ダメージでかいな～……。ノゾキって、チカンって……。しかも、何が一番応こたえるって、三人が三人とも、俺がそれをやったって、信じて疑ってないところだよ……。

「私たちとて、そなたがそのような人間でないと胸を張れたらどんなに気が楽か……！」

　はらり、と。

　あろうことか、ソフィアの瞳から、一滴しずくの涙なみだがこぼれ落ちる。

　マジ泣きかよ……。ただでさえ凹へこみかけている俺の心に、ズシンと重い一いち撃げきが加わった。

「私たちも露ろ天てん風ぶ呂ろに入っているときに、トチ狂ったあんたが塀へいを飛び越えて女湯に乱入してきたのを、この目ではっきりと目もく撃げきしてるんだからぁぁぁぁぁああもぉ幼なじみが正しよう真しん正しよう銘めいの変態だったなんてぇぇぇぇぇっ！」

　茜も顔を涙でぐしゃぐしゃにして半はん狂きよう乱らんだ。

「入浴中の女性客のお尻しりを撫でたり、胸をつついたり、それはもう幸せそうに暴れ回っていたじゃないですか……！」

　マリーもぼろぼろ泣きながら俺を見み据すえてくる。

「お、落ち着いてください！　姫ひめ様さまたちも、茜殿どのも……！」

「ここにいる湊様がそのような犯人だというのは、物理的にありえません」

　圧あつ倒とうされてしまった俺に代わって、クリスと雪花が助け船を出してくれた。

「ソフィア様、マリー様、茜様が温泉に向かわれてから湊様は」

「湊殿は今までずっと私たちと剣の修行を行っていたのですから！」

　そのときだった。

　ガサガサッ！

　近くの植え込みの裏で、物音がしたのは。

　俺はピンときた。俺は反射的に、植え込みに飛び込み、掻き分わけ、音のした地点へと迫せまる。

「何者だ!?　もしかして、おまえが犯人かぁっ!?」

　やはり人ひと影かげがあった。

　その気配に向かって、俺は剣まで構えて、濡ぬれ衣ぎぬを着せられた怒りを込めて叫ぶ。

　ガサガサガサッ！

　そいつは、すぐさま植え込みの中へ。

「待てっ！　この野や郎ろうっ！」

　そいつを追って、俺も再び植え込みに入り、出る。

　そこに、いたのは──。

　その相手も、剣を手にしていた。俺が持っているのと、そっくりだ。

　服も、よく見れば今俺が着ているものにずいぶんよく似ている。まぁ、部屋着用のどこにでも売っているような、安物の無地Ｔシャツとズボンだしな。

　顔は……。

「ミナトが」

「ミナトさんが」

「湊が」

「湊殿が」

「湊様が」

「「「「「二人!?」」」」」

　五人の少女たちが、驚愕していた。

　そして俺も、写真や鏡で見慣れている顔と身体が目の前にあることに、ようやく気がついたのである。

「「なっ、なんじゃこりゃぁぁぁ～～～～～っ!?」」

　俺と、向かい合うもう一人の俺は、同時に絶ぜつ叫きようした。

　温泉で痴ち漢かん行こう為いを働いたという俺。茜もソフィアもマリーも、その俺を見て俺だと信じ切っていたほどに、その俺は俺に酷こく似じしていたってわけだ。

　眼前の俺を見て、俺も納得せざるをえない。こいつは、どう見ても俺じゃないか！

　と、そこに、

　ブロロロロォーッ、キキィッ、バタンッ！

　慌ただしくリムジンで乗りつけたかと思うと、即座に車を降りて、駆けてくる者がいた。誰あろう、なんて言うまでもなく、アシエルその人だった。

「ミナトくんっ！　姫様方！　大変なことがっ！」

　うん、もう起こってますが何か？

「昨夜ミナトくんのために持ってきた鏡は、『瞑めい想そうの鏡』ではなくっ！　『影なる摘み人の魔鏡ピツキング・ミラー・ミラージユ』と呼ばれる、古代シャルスティア魔法文明において、主に敵国要人の暗殺に用いられた呪じゆ術じゆつ兵器だったのです！」

　はいきたよー。またなんか、おかしなマジックアイテムのご登場だよー。

「まず標的とする人間を『影なる摘み人の魔鏡ピツキング・ミラー・ミラージユ』に映すと、魔鏡はその人間に瓜うり二ふたつの姿に変身し、異性に対して過か剰じように性的な行動を取りその人物の評判を下げるとともに、人間の性的興奮をエネルギーとして自らに蓄たくわえます。そして十分にエネルギーが溜まると、標的に戦いを挑いどみ殺害するのです！　能力は標的とまったくの互ご角かくですが、生身の人間である標的本人は体力を消しよう耗もうし最後には討うち取とられてしまうのだとか！」

　うわーい。いつにもまして、はた迷惑なアイテムだな～～～。

「なんと！　すでにミナトくんに化けて現れてしまっているのですかっ!?　昨日、姫様方も魔鏡に映ってしまわれましたが、何か問題はありませんでしたか!?」

　ああ、もしかして……昨晩寝ねる前に俺の部屋を訪おとずれたソフィアとマリーは、偽にせ者ものだったのか……？　そうか、あいつら、俺を性的に誘さそってたのかぁ……。

　なんだか、二重にショックを受けた気分で、俺はどんどん落ち込んでいく。

「姫様方は、もう魔法薬の効果は解げ毒どくされたのですね？　それならば、おそらく大だい丈じよう夫ぶでしょう。魔鏡は、映ったとおりの者にしか、変身できないとのことですから。つまり魔鏡は、性格反転したソフィア様か、子供化したマリー様にしかなれません！」

　アシエルは状況を見ながら自問自答し、勝手に自己解決したみたいだ。

「よ、よかったです……。それでは痴漢の犯人は、ミナトさんではなかったのですね……」

「ふぇぇっ、もぅ、本当に心配したんだからぁ～～～っ」

　マリーと茜が、わんわんと嬉し泣なきしながら、安あん堵どのためかへろへろと腰を抜かし、へたり込む。

「しかし、これではどちらが本物のミナトか、区別がつかぬな……」

　人差し指で涙を拭ぬぐいながらも、ひとり気き丈じようさを保つソフィアが、呟いた。

「「な、なにぃっ!?」」

　まさに鏡に映したように、俺ともう一人の俺が、寸分違わぬモーションで驚いてみせる。

「「テメェ、真ま似ねすんなっ！」」

　まったく、埒らちが明かない。

「「ぬぁ～っ、この、くぁｗせｄｒｆｔｇｙふじこｌｐ～っ！」」

　これでもダメか！　意味のない言葉でも、完全にコピーしてきやがる！

「「そうだ！　鏡に映った偽者なら、利きき腕が俺と反対の左になってたりとか!?」」

　俺は思いついた見分け方を口にしてみる。むぅ、自分に不利になりそうなことでも、躊ちゆう躇ちよなく発言するんだな……。ってか、見ればもう一人の俺も、俺と同じように右手に剣を握っているのだった。

「はっ、誰だれか、鏡を持っていませんか!?　そういえば、『影なる摘み人の魔鏡ピツキング・ミラー・ミラージユ』が変身した偽者は、鏡には映らないのだそうです！」

　アシエルが、ついにまともな解法を導き出す。

　鏡だって!?　ここは屋外だけど、こんなに女の子がいるなら、手鏡の一つや二つくらい、ぱっと取り出せたりしないものか!?

　そんな都合のいい期待を寄せる俺だったが──刹那、

「開かい闢びやくより　惹じやつ起きせよ　奉ほう戴たいせよ　裁定せよ　万ばん物ぶつが一なる元素　水よ　水よ　海の女め神がみが詔しよう勅ちよく　操止水明鏡ソレル・レザ・イーリア！」

　何を思ったのか、マリーが魔ま法ほう詠えい唱しようを開始していた。

　シュゴォォォォォッ、パァァァンッ！

　空中に、渦うずを巻くように水が湧わき起おこったかと思うと真円に広がり、ピタリと固定される。その水面はキラキラと陽光を反射し、文字通り、水鏡を創つくり出していた。

「おおっ！　すごいなマリーっ！」

　俺の感かん嘆たんの声に、

「水を呼び出し、水の持つ性質であればだいたいは操れますから」

　マリーは頼もしい笑え顔がおで答える。

　これで、白黒がはっきりとつけられるだろう。俺は横目で水鏡に視線を走らせる。水面に映っている俺は……、俺、ひとりだけだ。

「おまえが偽者だぁっ！」

　ビシィッ！

　と対たい峙じするもう一人の俺を指差してやると、もうそいつは俺と同時には叫さけばなかった。微び動どうだにせずただ、にやり、と薄うす気き味み悪わるく口くちの端はを歪ゆがめた。

「ここは一時私が食い止めます！　湊殿は早く火山神顕現騎士ヴオルカエクエスの儀ぎ式しきを！」

　偽者の俺に、クリスが剣を向け構える。

　せっかくの穏おだやかなはずの午後を、偽者のせいで滅め茶ちや苦く茶ちやにされてしまったわけだが。ちょうどいい。こうなったら今ここで、この合宿の成果を見せてやるぜ！

「ソフィア！　マリー！　頼むっ！」

　俺は二人の姫様のもとに駆け寄る。

　さすがに察し良く、ソフィアとマリーはすでに儀式の体勢を整えていた。

　俺は二人に両りよう腕うでを差し出す。右手のひらをソフィアが、左手のひらをマリーが、それぞれ取って自身の豊かでかつ清らかな二つのふくらみ──胸元へと導く。

　ふわり、というか、ほわぁん、というか、とにかく感動的な触さわり心ごこ地ちに俺の脳内は一いつ瞬しゆんにして包まれ……。

　続いて、サァァァァァッと覚かく醒せいしていくような精神の高こう揚よう。

「我は天空を司つかさどる乙女おとめなり」

「我は大海を司る乙女なり」

「「戦火巻き起こりて　我に降りかからんとする害意あり　汝なんじ　我の永遠の半身として　我わが剣けんとなり　我が盾たてとなり　我が仇きゆう敵てきを滅ほろぼさんことを誓ちかうや？」」

　ソフィアとマリーの、普段の二人ではないような厳おごそかな声に、

「誓わん　我は噴ふき上げる炎ほのおを司る勇者なり」

　俺が喋しやべっているはずなのに、俺とは思えない凄すごみのある声が答える。

「「ならばよし」」

　二人の唇くちびるが、俺の両頬に押おし当てられる。

　俺の中で、何かが弾けた。

















　ゴォォォォォォォッ！

　瞬しゆん間かん、プロミネンスのように噴き上げる真しん紅くのオーラを俺は制せい御ぎよし、徐々に自分の周囲に集める。まるで俺自身が、炎の塊かたまりであるかのように赤く赤く凝ぎよう縮しゆくし、眩まばゆい輝きを放つ。

　さぁ、目の前の俺の偽者を、どう料理してやろうか。

「サンキュー、クリス！　後は俺に任せてくれっ！」

　結局、俺が火山神顕現騎士ヴオルカエクエスになるまでの間に、俺の偽者とクリスは一ひと太た刀ちも斬り結むすばなかったらしい。

　クリスが、すっと退き、代わって俺が前進する。

　偽者の俺は、まだじっとしていた。

　正直、負ける気がしない。だって相手は、今の俺に比べたらろくすっぽオーラも出せない、通常状態の俺なのだから。

　そんなふうに考えた、直後。

　ブォォォォォォォォォッ！

　なんの事前動作もなく、偽者はいきなり、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスとなったのである。

「えええええっ!?　こっ、こんなのありかよぉ～っ!?」

　俺は素す直なおな気持ちをぶちまけるのだった。

　いや、すんません。チート状態で楽に勝とうとして、ほんとすんません。

「『影なる摘み人の魔鏡ピツキング・ミラー・ミラージユ』は、昨日鏡に映った時点のミナトくんにできることはすべてできます！　それを打ち破るには、昨日までのミナトくん自身を超こえてください！」

　なんでこんなときにちょっとカッコいいこと言っちゃってんですか、アシエルさん？　直接戦う方の身にもなってくれよぉ～。

　ブゥンッ……！

　残像を残し、偽者が消える。

　違う。地を蹴って移動したのだ。俺へと、物もの凄すごいスピードで。

　ガッキィィィィィンッ！

　刃やいばと刃が震ふるえる。

　おそらく生身の人間ではかわせない剣速も、自分と同じ速さなのだから、受けるのは簡単だ。

　だが、それはつまり俺の攻撃も──。

　ギィィィィィンッ！

　俺が現在出し得る、最速の剣撃も余裕で跳はね返かえされるって意味だよなぁ、やっぱり。

「さぁ、皆みなさん危険ですから下がって。これはミナトくん自身の問題ですから、手出しは無用です」

　アシエルはまた他人事のように、平然とみんなを安全そうな位置に誘ゆう導どうしたりなんかしている。茜も雪花もクリスも、さらにソフィアとマリーまでも、アシエルにほいほいと従うのだった。

　あれ？　そうなの？　みんなで魔法とかで加勢してくれると、効率良く偽者を倒たおせるんじゃないかと思うんですが、そのへんはシカトですか？

　ヒュゥゥゥッ、ガァンッ！

　風を切って唸うなる刃を、俺は再び受け止める。

　あんまり他のことに気を取られていい場面じゃないんだけど。

　アシエルってば、もしかしてこのアクシデントさえも、修しゆ行ぎようの一いつ環かんとして組み込もうって腹積もりなのかな。でもそれで、俺が大おお怪け我がしちゃったりするかもしれないってのは、ちゃんと考こう慮りよに入れてくれてるんだろうか。

　ガッ、ゴッ、ガンッ、ギィンッ、カァーンッ！

　赤いオーラを纏まとった者同士が打ち合う。やはり、互角。勝負なんか、まったくつきそうにない。

　今日の俺は、昨日の俺を超えることなんて、本当にできるのだろうか？

　午前のトレーニングで、オーラの強弱の調節には、もうだいぶ自信がついた。

　午後のクリスと雪花に手伝ってもらっての鍛錬で、オーラの性質を意識して変化させる、糸口は掴めた気がする。

　だが、その程度でしかない今日の上積みによって、この偽にせ者ものを討ち取れるだけの、決定的な能力差が生じているとは到とう底てい思えないのだ。

「「はぁぁぁっ！」」

　ガギャギャギャギャギャギャァァァンッ！

　久々に、完全にシンクロしたような動きで、俺と偽者は刀身と刀身を長く擦こすれさせ合い、二本の剣が火花を散らせた。

　ババッ！

　反動に身を任せ、俺たちは互いに数メートル後退し、間合いを取る。

　膠着。

　俺は、そう判断し、次の手をしばらく考えるつもりだった。

　ところが──。

「冥道に木こ霊だませよ　鬨ときの鐘かね　緋ひの軛くびき　煉獄紅焔尖槍ヴアルハトロイデン！」

　偽者は、すでに詠えい唱しようを終えていたのだ。

　紅の閃せん光こうが、俺目がけて放たれる。まさに地じ獄ごくの業ごう火かのような、激しさと範はん囲いと熱量を伴ともなって。

「うぁぁぁぁぁぁっ！」

　俺はとっさに、形なり振ふり構かまわずヘッドスライディングまでして、己の立っていた場所から一ミリでも遠くへ逃れようと、跳ねた。

　ドゴォォォォォォォンッ！

　派手な爆ばく発はつ音おんが上がり、

「きゃぁぁぁっ!?」

「くっ！」

「ひゃっ！」

「はわっ！」

「……！」

　茜以外、悲鳴を押し殺ころそうとしたことが伝わってきて、それが逆に、俺の申し訳ない気持ちを掻き立てる。

　俺は地面に這はいつくばりながら、みんなを怯おびえさせるような状じよう況きようをつくってしまった自分の不ふ甲が斐い無なさに、悔くやしさを噛かみ殺した。

　俺は振ふり返る。

　位置的に俺が背にしていた、博物館の壁かべ──鉄筋コンクリート製の建造物の一角には、ぽっかりと穴が穿うがたれ、破は片へんがパラパラと崩れ落おちていた。

　嘘うそだろ……。なんだよ、その破は壊かい力りよく!?

　自分も使用した経験のある技わざだというのに、チリチリと脳のう細さい胞ぼうを削けずるかのような戦せん慄りつが止まらない。

　そして俺は、今もまた、同じミスを二度繰くり返していることに気付く。

　ブォォォッ！

　目を離した隙すきに、偽者の俺は、とどめを刺さそうと高速で俺に迫っていた。

　生命のやり取りをしている、殺し合いをしているのだという感覚の欠けつ如じよ。それを油断と呼ぶのなら、そうなのだろう。

　しかし、つい数すうヶ月げつ前まで、日本で普ふ通つうの高校生活を謳おう歌かするほどでもなく平へい凡ぼんに過ごしてきた俺に、そんな覚かく悟ごを求めること自体が酷こくなのではなかろうか。

　ギリギリのタイミング。

　俺は身体を起こし、立ち上がる。殺意の込められた切っ先が、肉にく迫はくする。俺の剣は、間に合わない。左ひだり腕うででガードするしかない。

　なんとか、オーラの強度を高め、さらに左腕に集中できれば……！

　ザシュゥッ！

「ぐあぁっ！」

　熱い。痛い。痛い。

　肘ひじを跳ね上げられ、脇わき腹ばらを掠かすめる軌道。左腕の、脇腹の骨が軋きしむ。

　ボタボタッ！

　血が、俺の鮮せん血けつが……！　緑の芝しばに覆おおわれた地に赤い花を咲さかせた。

　Ｔシャツの横が斬られ、きれいに垂れ下がっている。肌はだには薄く一直線に赤い傷が引かれている。血が滲にじんでいた。

　だが、そんな脇腹はまだいい。左腕の肘近くが、ぱっくりと、下手をすると骨が見えるんじゃないかってくらい、切れている。

　ボタッ、ボタボタボタッ！

　血を、急いで出血を止めなければ！

　オーラで傷口を塞ふさぐイメージ！　俺の本能が叫ぶ。たぶん、それでなんとかなるはずだと……！

　ブゥゥンッ！

　敵が待ってくれない。

　ガァァァンッ！

　右手一本で握にぎった剣で、弾く。

　怖こわい。もう嫌いやだ。これ以上戦いたくない。

　恐きよう怖ふが……、死への恐怖が、俺の心を支配し始めていた。

　オーラを纏っているとはいえ、それ以外で俺の身体を覆っているのは、薄い布の服一枚。攻撃してくる側もオーラを乗せて、その刃が通れば簡単に皮ひ膚ふは破け、骨も砕くだかれるのだろう。

　ヒョゥッ！

　鋭するどい突つきが、頬の横を抜ける。頭に刺されば即そく死しだ。

　俺は、負けるのか？　死ぬのか？　殺されるのか？

　チクショウ、なんでみんな、助けてくれないんだ。

　俺にはもう、目の前の敵から一瞬でも視線を逸そらす余裕はない。

　カッァァァンンッ！

　恐ろしい金属と金属がぶつかる、甲かん高だかく野や蛮ばんな音。

　イヤダ。

　ブゥゥゥゥゥンッッ！

　剣が空を切り裂さく、背筋が凍こおる音。

　タスケテ。

「ケェェェッ！」

　偽者の俺が吼ほえた。

　完かん璧ぺきに追い込まれていた。頭上から真まっ直すぐに降りてくる剣の軌道。俺の生命を奪うばわんとする俺の顔には、おぞましい嘲ちよう笑しようが貼はりついていた。

　シニタクナイ。シニタクナイッ。シニタクナィィッ！

「湊様！　鎧よろいです！　オーラの鎧をイメージしてください！」

　雪花の声が鼓こ膜まくに飛び込んでくる。

　俺はただ、無む我が夢む中ちゆうで、とにかくオーラを、身体からだ中じゆうからありったけのオーラを絞しぼり出す──それだけを考えている最中だった。

　物理的には頭上で両腕を交差させ、焼け石に水程度のかすかな抵てい抗こうを試みてもいたが。



　真っ白な世界。

　無音。

　無風。

　魂たましいだけ別の世界に連れて行かれたのかと思った。

　死？

　いや、生きている。

　やがて、色が。

　赤。

　シャルスティアに来てから、いつも俺を守ってくれる色だ。

　赤。

　力が湧いてくる。シャルスティアに来て、俺の一番好きな色になった。

　赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤。



「初しよ源げんには紅こう血けつの海　毀き撤てつには紅こう炎えんの空　締てい封ふう　聖焔輝盾鎧装エラシツカアスピデイオ！」

　記憶を超えた記憶からもたらされる、詠唱。

　カッシャァァァァァァァンッ！

　真紅のオーラが結けつ晶しよう化かし、プレートメイルのように全身を隙すき間まなく覆っている。腕には、やはりオーラが結晶化して形作られたと思われる大きな盾が据すえ付つけられていた。

　オーラの強度を高出力で一定に保ち、オーラの性質を硬かたく、鎧と盾たて状じように変化させる。まさにこれが今回目指していた、修行の成果の集大成とでも言ったところか。

　偽者の剣は、俺の頭上に掲げられた盾によって、完璧に防がれていた。

　なんという安心感。この戦いで俺が傷つくことは、もうないと確信できる。

　ブンッと、両腕を振り、俺は偽者を払はらいのけた。

　飛びすさる偽者。そしてやつは再び燃え盛る赤いオーラの閃光を放つ。

「冥道に木霊せよ　鬨の鐘　緋の軛　煉獄紅焔尖槍ヴアルハトロイデン！」

　俺は逃にげも隠かくれもしない。盾を前面に構え正面から、紅ぐ蓮れんの業火がごとき波動の直ちよく撃げきを受ける。

　パァァァァァァァンッ！

　コンクリの建物をも破は壊かいしてみせた一撃は、俺のオーラの盾と鎧に弾かれ、霧む散さんした。

　ぶつかった衝しよう撃げきは感じたものの、痛みも熱さもなかった。絶対的な防ぼう御ぎよ力りよく。

　そうなれば、攻せめに転じるのみだ。

「うおぉぉぉぉぉっ！」

　俺は全力で疾しつ走そうし、一気に間合いを詰つめる。

　ビュォォッ！

















　鋭く風を切る、俺の剣撃。

　ガギィィンッ！

　俺の攻撃を払いのけ、偽者はカウンターの一いつ閃せん。

　ガゴッ！

　鈍にぶい衝しよう突とつ音おん。盾という分厚い物体に、もはや偽者の刃は容易たやすく受け止められるしかない。

　ブゥゥンッ！

　俺はさらに剣を振るう。

　しかし、敵の動きは未いまだ敏びん捷しようだった。かわされてしまう。当たらなければ、決着がつくことはないのだ。

　俺も、必ひつ殺さつ技わざを出すしかない。

　剣よりもずっとリーチが長く、攻撃できる面積も格段に広い煉獄紅焔尖槍ヴアルハトロイデンなら、きっとやつを捕ほ捉そくできるだろう。

　おまけに、偽者には盾も鎧もないのだ。必殺の一撃を食くらえば、ひとたまりもないに違いない。

　そう考えた矢先だった。

　フワァッ。

　目の前の、もうひとりの俺が、悠ゆう々ゆうと宙に舞まい上がっていく。

「と……、飛びやがった!?」

　驚きよう愕がくするも、俺はすぐに思い当たる。

　あの能力は、一昨日ソフィアから習った飛行魔ま法ほう……！

　偽者は、儀式をしないまま完全な火山神顕現騎士ヴオルカエクエスになれたのだ。つまり、今直接ソフィアに魔法をかけてもらわなくても、どういう原理かはわからないが、俺の過去に遡さかのぼって能力を発現できるのだろう。

　修行のおかげで圧あつ倒とう的てき優位に立てたはずだったのに、今度は逆に修行のせいで敵に塩を送ってしまったっていうのか!?

　が、俺の恐きよう慌こうは、瞬しゆん時じに終息した。

「グォォォォッ！」

　外見は俺そっくりでも、人ならざるものが咆ほう哮こうする。

　せっかく披ひ露ろうした奥おくの手てを使って、飛んで逃げればいいのに、偽者は俺を倒すため再び向かってくることを選せん択たくしたのだ。

　アシエルによれば、コピーした標的を殺すようプログラムされてるって話だもんな。

　所しよ詮せんはつくりもの。生命のやり取りをする状況下において、行動の自由がないなんて、なんだか哀あわれにさえ思えてくる。

　俺は、冷れい徹てつに待ち構えるのみ。空を飛べる敵とは、地下神しん殿でんでも一回戦っているしな。

　やつはヒット＆アウェイを狙ねらい、超ちよう高こう速そくで接近してくるだろう。

　しかし俺は、自分でも飛行を経験し、その軌道を完璧に理解しているのだ。そんなもの、簡単に見切ってみせる！

　ビュオオオオッ！

　重力の後あと押おしも得て、やつが急降下を始めた。

　俺の勝利への確信は、微み塵じんも揺ゆるがない。

　俺の偽者は、煉獄紅焔尖槍ヴアルハトロイデンを飛び道具として使っていた。だがそれは、俺の理解とは異なっている。

　煉獄紅焔尖槍ヴアルハトロイデンは、槍だ。俺の身体から直線状に伸のびる、鋭く巨きよ大だいなオーラの槍。

　つまり、ある程度の近きん距きよ離りで、飛び込みながら撃うつのが最適なはずなのだ。

　神速で迫る敵に対し、俺は避さけるのではなく、地を蹴って跳ね、グンッと間合いを詰める。

　偽者は予想外の俺の動きにも咄とつ嗟さに反応し、空中で素す早ばやく後退しようとする。

　逃がすものか！

「冥道に木霊せよ　鬨の鐘　緋の軛　煉獄紅焔尖槍ヴアルハトロイデン！」

　頭から飛び込み、オーラの槍の穂ほ先さきをどこまでも伸ばすイメージで、突き出す。

　シュゴォォォォォォォォォォッ！

　赤い光弾だんが一本の直線を描き、偽者の胴どう体たいど真ん中を刺し貫つらぬいた。

　いや、それはむしろ赤い光の柱。噴ふん火か口こうから噴き出す、灼しやく熱ねつのマグマのごときオーラが、偽者の全身を飲み込む。

「ガァァァァァァァァァァァァッ！」

　断だん末まつ魔まの叫び。

　偽者は爆炎に焦こがされ、一瞬にして黒ずみ、消し飛んでいった。

　勝っ……た。

　ガクンッと力が抜ける。意識が、遠のきかける。

　ドサッ。

　俺は芝しば生ふの上に倒れ込んだ。仰あお向むけになり、大の字になる。

　はぁっ、はぁっ。

　大きく息を吸い込む。酸素が欲ほしい。

　ズキンッ！

　忘れていた痛みが、激しく主張を始める。オーラの放出も尽つき、鎧と盾もなくなっていた。血が、左腕からドクドクと、また流れ出した。

「湊ぉっ！」

「ミナト！」

「ミナトさん！」

「湊殿っ！」

「湊様！」

　みんなが駆け寄よってくる。

　輪になって俺を覗のぞき込む、五人の少女の顔。全員、蒼そう白はくだった。

「マリー、早くっ！」

「はい！」

　ソフィアの急せかす声に、マリーが答える。

「深く　深く　透すき通とおり　海底に流るる　慈じ悲ひ溢あふるる　我らが母　女神の血潮よ　息い吹ぶきよ　我が祈り　生命の賛歌を聴きき届け給たまえ　乳海抱擁慈癒アムリフアル・レミナス！」

　パシャァァァンッ！

　マリーの治ち癒ゆ魔ま法ほうの水球が弾け、光の粒つぶが俺の傷口に降り注いだ。

　痛みが、スゥッと引いていく。マリーの優やさしさが、俺のぼろぼろになった身体中に、沁しみ渡わたるみたいだった。

　流血が止まり、ぱっくりと開いていた切り傷も、きれいに塞がっていく。

「ありがとう、マリー」

　俺が手を伸ばすと、マリーが両手で、そっと俺の手を取った。

　みんなも座すわり込んで、俺に顔を近付ける。その中の、この死し闘とうにおける、一番の功労者である少女に、俺は視線を移した。

「雪花……、ありがとな。雪花の助言があったから、勝つことができたよ」

　俺は雪花の頭に手を載のせ、ゆっくりと撫なでた。

　雪花は無言のまま、頬ほおを染める。

「雪花、合宿に来てから、ずっと古代シャルスティアの書物を読よみ漁あさっていたけど……」

　クリスが、今も雪花が両手に抱いだいている古びた分厚い本に目を遣やる。

「はい、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスについて書かれた古代シャルスティアの文ぶん献けんを調べていました」

「その答えが、あのオーラの鎧であったのだな」

　説明する雪花に、ソフィアが感心したように頷うなずいた。

「みなさ～ん、凄い音がしてましただが、何事ですだか～？」

　そこに、どうやらそのような理由で目が覚めて確認しに来たらしい、アミナさんがやってきた。

「あの、すみません、あんなことに……」

　なぜか茜が、申し訳なさそうに破壊された建物を指差す。

「ひぃぃぃ～～～っ!?　はっ、博物館がぁ～～～っ!?」

　アミナさんは両手をバタつかせて驚おどろきを表現した。

「そうですね。すぐに修理の手配をしましょう」

　こともなげに、アシエルがそれだけ言って切り上げる。

　はぁ、なんだか、あっというまに緊張の余よ韻いんも、吹き飛んでしまった。

　でも、本当によかった。

　俺はこれでまだ、騎士として姫様たちの傍にいられるんだな。この、かけがえのないみんながいる場所に、戻もどって来られたんだ。

　そう思うと。

　フゥッと、俺の意識は安堵の闇やみの中に沈しずんでいくのだった。










　　　インターミッション３





「三日目にして……たった三日で！　我々が何年も願い続けていたステージに、到とう達たつするとは……！」

　白衣の男は、自身の身体から沸わき起こる震えを抑おさえることができず、何度も息いき継つぎをした。

「合宿だけを見ればそうなりますけど、全体として見ればこれまで積み重ねてきた努力の結果ですわ」

　冷静さをアピールしつつも、白衣の女性の小指も、やはり微かすかに震えている。

　巨大モニターには、派手な赤い閃光がほとばしるシーンが、スローモーションで何度も繰くり返されていた。

「今回、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスとなった状態で五万五千……、『聖焔輝盾鎧装エラシツカアスピデイオ』を発動してオーラの盾と鎧を身につけた状態が、ほぼ十万ジャスト！　『煉獄紅焔尖槍ヴアルハトロイデン』単体での威い力りよくは八万ほどでした」

　数値を読み上げる者も、目標としていた値を口にする際には、自然と力が入る様子だ。

「なんとも、恐おそろしいまでの、パワーアップでしたな」

「あら、姫様たちのあられもない姿を毎日眺ながめながらのオーラ強化訓練なのですもの。それも当然の結果ではありませんこと？」

「いやはや……まったくもってその通りとなったわけですな。お手て柄がらですぞ、シュトラウス博士」

「お褒ほめに預かり光栄ですけれど……。オーラ強度十万は理論上、邪じや神しんを倒し得る数値。空と海の女神の加護を受ける王女たちと火山神顕現騎士ヴオルカエクエスの取り合わせによって、こうも易や々すとその数値に達するということは、やはりそうなるように初めからできているのではないかしら」

「ふむ。シャルスティアの善なる神々の力によって、邪神に対たい抗こうできるのは必然である、という仮説ですな？」

「私としては、むしろ『影なる摘み人の魔鏡ピツキング・ミラー・ミラージユ』をこのように利用して、ミナトくんの潜せん在ざい能力を引き出せたことの方が驚きでしたわ」

「火山神顕現騎士ヴオルカエクエスの強さは、人間界では最初から突出していますからね。であれば、ミナトくんとまったく同等の力を持つもう一人の火山神顕現騎士ヴオルカエクエスこそが、おそらく現時点で用意し得る最強の敵であると、そう考えたのです」

「ところで、魔法国家の監かん視し者を自任するファルバザードの三皇女が、シャルスティア来訪のため動き出したとの情報が入っていますが……」

　と、そこに、順じゆん風ぷう満まん帆ぱん、意い気き揚よう々ようだったはずの室内に、スゥッと不ふ穏おんな空気が流れ始める。

「ええ、そういう意味では、まさに間かん一いつ髪ぱつでした。ファイナルプランを明朝、決行します」

　ピンと張はり詰めた緊張感を湛たたえ、そのような宣言がなされるのだった。










　　　第四章　合宿四日目は門前の騎士





　俺が意識を取り戻したのは、夕方になってからだった。

　ちゃんと普通の食材になったおかげで、普通に美う味まくなった夕食をたらふく腹に収めてエネルギーを回復した後。

　俺は初めて、俺の偽者がそこでエロエロやりたい放題の大暴れだったという、件くだんの温泉施し設せつに足を踏ふみ入いれることになった。他のみんなはすでに立ち寄っていたのに、俺一人まだ入れていなかったので、ようやく堪たん能のう出来て素直に嬉うれしい。

　偽者が起こした痴ち漢かん騒さわぎのせいで、いったん今日は閉へい鎖さということになったのだそうだ。そこに、アシエルとソフィアとマリーが交こう渉しように出向き、なんと俺たちだけの貸し切りとして開放してもらったのである。

「今日一日くらいは、このように大々的にミナトの労をねぎらってもバチは当たらぬであろう？」

「ええ、ミナトくんは十分それだけのことに値する活かつ躍やくをしましたからね。存分に満まん喫きつしてきてください」

　ソフィアの問いに答え、アシエルはまたしても自分は集団の中から外れ、所用で去っていくのだった。

　おかげで俺はここでも、ハーレムの予感!?　アシエルさんェ……。空気の読み方がいつもパネェっす！

「はぁぁ～っ、良い湯だぜ～」

　俺は露天風呂で湯に浸つかり、夜空を見上げた。

　標高が高い場所なだけあって、普ふ段だんより星が近い気がする。

　そんな感じで、一人でのんびりしているところに……。

「あの、ミナトさん……」

　マリーの控ひかえめな声に、

「「お背中をお流し致いたします」」

　クリスと雪ゆき花かのご奉ほう仕しする気満々の声に、

「今日は湊みなとがんばったから、身体を洗うくらいはしてあげてもいいわよっ？」

「う、うむ……、腕うでの一本くらいは私が洗ってしんぜようぞ……？」

　茜あかねとソフィアのなんだか恩着せがましい声が響ひびいた。

　おおおおお!?　そんな、いくら貸し切りだからってなんて大胆な!?　驚愕と期待の混じり合った思いで、振り返った俺が目にしたものは……。

　布地の面積がかなり少ないんじゃないか!?　っていう水着を着た五人の少女たちだった。

　もちろんビキニで上は、ソフィアやマリーやクリスのバストサイズだと、収まりきらなくてこぼれそうになってしまっている。

　下も相当なローレグ？　ローライズって言うの？　おへその下がすごいことになっちゃってて、茜と雪花の見どころもしっかりと確保されております！　何かのはずみで大事なところがはみ出だしてしまうんじゃないかって、心配になるレベルだ。

「こらぁっ～～、ジロジロ見るなぁ～～っ！　ここのレンタル水着って、なんでこんなのしか置いてないのよぉ～～～っ!?」

　茜に怒ど鳴なられ、俺はくるりと首を前に戻した。

「さぁさぁ、湊殿どの、こちらへ」

　それでも、クリスに促うながされ俺は湯から上がり、頭に載せていたタオルを焦あせって腰こしに巻いて、俯うつむきながら手を引かれ洗い場へと向かう。

　風ふ呂ろ椅い子すに腰かけると、まるで王様にでもなったかのような待たい遇ぐうが待っていたのだった。

　こしゅこしゅこしゅこしゅっ。

　こそばゆくさえある、五人の美少女に同時に身体を洗ってもらう、悦えつ楽らく。

　ぬっふっふっふ、と思わず笑いが込み上げそうになるのを、ぐっと堪こらえる。

「ここはどうじゃ？　ミナトよ」

「こちらはいかがですか？　ミナトさん」

「こっちはどうなの？　湊っ」

「こ、こうでいいですか？　湊殿」

「このあたりもいかがでしょうか？　湊様」

　たおやかな指のもたらす優しい擦こすり加減は、まさに至高の妙みよう技ぎ。

「うむうむ、良きに計らえ」

　俺はもう完全なヘブン状態で、夢見心地だった。



「ミナト……ミナトさん……」

「うむうむ」

「みなとっ……みなとくんっ……」

「うむうむ」

「ミナトくん！　起きてください、ミナトくん！」

　って、あれ？　俺の身体が、ゆさゆさと揺さぶられているような……。

「ミナトくんっ！　疲つかれているのはわかりますが、いい加減起きてください！」

「んあ……？　のわぁぁぁっ！　あっ、アシエル!?」

　目を開けると、のしかかるような体勢のアシエルの顔があった。

　うええええええっ!?　ちょ、ちょっと待ってください、俺、そっちの趣しゆ味みは……！

　そこで、だんだん頭がはっきりしてくる。ここは合宿中の博物館で、俺に与あたえられた部屋で、俺は今ベッドの上。

　つまり、夢……？　さっきまでの、あのパラダイスは、全部夢だったのかぁっ!?

　いやいや、途と中ちゆうまでは俺の真実の記き憶おくのはずだ。昨夜、貸し切りで温泉に入ったとこまでは、確かだと思うんだけどなぁ。

「ようやく目を覚ましてくれましたか、ミナトくん。それではすぐに外出用の服に着き替がえてください。出発しますよ」

　アシエルはすでに扉とびらの方に移動しながら言う。

「あ？　そうなんだ？　みんなもう、準備できてたりするのか？」

　俺はてっきりソフィアたちと一いつ緒しよにどこかへ出かけるのかと早はや合が点てんしたのだが、

「いえ、今日は姫様方は同行されません」

　アシエルが珍めずらしく、それを否定した。

「たまには男同士二人だけというのもいいでしょう？」

　いや、それはない、断じて。と即そく答とうしたいところだったが、アシエルがどことなく緊張感を漂ただよわせている感じがしたので、軽口を叩たたける雰囲気ではないのだった。



　時刻はまだ早朝で、外はまだ薄うす暗ぐらい。

　朝あさ靄もやの中、俺おれとアシエルを乗せたリムジンは、舗ほ装そうされている道の終着点までスムーズに登っていった。

　そして、ここから先は徒歩で登山することになるらしい。っていうかこれって、クリスと雪花と、薬草を取りに行ったのとまったく同じコースじゃないか。

「なぁ、どこに行くつもりなんだ？」

　この上には山頂、火口しかない。

「火山神の神殿に向かいます」

　アシエルの口から、ドキリとする単語が漏もれる。

　クリスと雪花が話してくれた。ソフィアとマリーは、火山神の神殿には近付くことができないのだと。

　そんな場所に、俺はアシエルと二人だけで向かおうとしている？

　ソフィアもマリーも、クリスも雪花も茜も、みんなベッドの中で気持ち良く眠ねむっているに違ちがいない。

　アシエルはこの行動を、皆には伝えてあるのだろうか？

　なんだろう。奇き妙みような違い和わ感かんと、居い心ごこ地ちの悪さ。今がどうやら特とく殊しゆな状況なのだと、俺は薄うす々うすと理解し始める。

「ま、まさか運命のルビーが、その火山神の神殿にあったりなんかするのか？」

「さあ、それはわかりませんが……少し試ためしたいことがありましてね」

　俺の問いに対して、アシエルは慎しん重ちように言葉を選びながら答えているように感じられた。

「試したいこと？」

「ええ、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスであるミナトくんにしかできないことです」

　俺にしかできないこと。それを俺は、アシエルに言われるままにしてしまってもいいのだろうか……？

　ソフィアとマリーが望むなら、俺は何の迷いもなく従うだろう。俺は二人の姫様を心から信しん頼らいしているのだから。

　だが、アシエルについてはどうだろうか？　俺は横目で、銀色の長ちよう髪はつをなびかせる涼すずしげな風ふう貌ぼうの美男子を観察する。

　俺の知る限り、アシエルはクリスや雪花と同じく、ソフィアとマリーの忠臣である──いやむしろ、人間個人にではなく、シャルスティア王国に対する忠誠心がずば抜けて高い。そんな印象だ。

「ミナトくんには、本当に感謝しているのですよ」

　溶よう岩がんが長い歳さい月げつをかけ冷え固まってできたのだろう岩場を踏みしめるように進みつつ、アシエルはふと思い出したように再び口を開いた。

「な、なんだよ急に……」

　無意味におだてられた気がして、俺は身構える。

「姫様方を警護し、かつ、女王継けい承しようの試練へと円えん滑かつに導く、神しん託たくの騎士としての重要な役目をしっかりと果たしてくれているのですから。火山神顕現騎士ヴオルカエクエスとなった際の強さも、もはや文句のつけようがありません。シャルスティア全国民に代わって、お礼を言わせてください」

「よ、よしてくれよ。俺は別に、シャルスティアのためっていうんじゃなくて……、ふ、不ふ謹きん慎しんで申し訳ないけど、ソフィアとマリーが好きだから……」

　俺は言いかけ、

「あぁっ、好きっつっても、恋れん愛あい的な意味じゃなくって、そのっ、人間として好感が持てるってことでっ、だから二人への協力は惜おしまない、ってそういうわけなんでっ！」

　慌あわてて言葉を継つぎ足たすが、我ながらテンパりまくりだ。

「もうすぐ頂上です。今日がシャルスティア王国の、新しい第一歩となるかもしれません」

　そんな俺の様子に別段興味もなさそうに、なにやらアシエルはアシエルで、自分の中で勝手に盛り上がる理由があるみたいだった。



　やや強い風が吹きつける。

　シェライエ山、山頂。火口付近。

　凄い眺ちよう望ぼうである。

　前には、下まで何十メートルもありそうな、大きな窪くぼみ。白い煙けむりが立ち昇のぼっている裂け目めがあったり、底の方ではマグマがところどころチロチロと赤い姿を覗かせていたり。

　後ろには、霞かすむ麓ふもとまで続く斜しや面めんと、シャルスティア本島の陸と海の境界、果てはぼんやりと水平線までが広がっていた。

「普段はもっと、そこらじゅうから煙が噴き出していて、底も一面マグマで満たされているのですよ」

　アシエルが余計にも、迫はく力りよくある解説をしてくれる。

「いぃっ!?　マジで!?　そんなん、危なくって全然近寄れないじゃん!?」

「ええ、こうして火山神顕現騎士ヴオルカエクエスであるミナトくんがいなければね」

　俺がここにいるってだけで、本当にそんな自然現象的なことにまで、影えい響きようを与えられたりするもんだろうか？　俺の常識で考えれば甚はなはだ疑問なのだが、何しろシャルスティアでは日本人の常識はまったく通用しない。

「見えますか？　あそこに、火山神の神殿が建っているのが」

　アシエルは、遥はるか下方の火口内の断だん崖がいを指差す。

　その一帯だけ、岩がん壁ぺきに人の手が加えられているのが見て取れた。崖がけの岩をくりぬいて神殿の形に彫ほってある。石せつ窟くつ寺院とかそんな感じの造りだ。

「げげっ!?　まさか、あそこまで降りて行かなきゃならないのかよっ!?」

「ええ、もちろん」

　平然と、アシエルは答える。

「降りてる間に、マグマが噴き出したり、有毒ガスが充じゆう満まんしたりしたらどうすんだ!?」

「ミナトくんがいるかぎり、そんなことは起こりえません」

「ほ、ほんとかよぉ～っ!?　科学的に、証明できんのっ!?」

「ふふっ、科学的に、ですか」

　アシエルは、何かがツボったのか、笑いを堪えながら言った。

　と、ここで俺は一つ、アシエルにどうしても確かく認にんしておきたい事こと柄がらがさっきからずっと視界に映っていることを改めて強く意識する。

　我が慢まんできないので、ここで尋たずねておこうと思う。

「なぁ、あれって、何なんだ？」

　俺が指し示したものは、大きなパラボラアンテナのような形状の機械──クリスと雪花に訊きいてもわからなかったやつだ。

　それがいくつも、全部で八台？　火口をぐるりと取り囲むように内向きに設置されている。

「ああ、あれは魔法エネルギー開発研究所が設置した、魔法エネルギー変へん換かん装置ですよ。アカネくんのお父上、野の々の山やま博士が中心になって開発したものです」

　アシエルは、いとも簡単に解答を口にした。アシエルは知っているのだ。姫様たちの側近であるクリスと雪花でさえ知り得ぬ情報を。そもそも、ソフィアとマリーは、この装置についての知識はあるのだろうか？

　だが、そんな疑問が湧くのと同時に、それは素直に俺の興味を引く内容でもあった。

「ほぉ～、あれが茜の親父さんの研究成果なのか……。でも、そんなものが、なんでここに？」

「ここは聖なる山ですからね。この山……シェライエ山の火口は、神界との出入口になっているのです」

「へぇぇ……そうなのかぁ……」

　どうも、シャルスティアにおけるこの手の話は、スケールがどんどんでかくなっていって、終しまいにはついていけなくなるんだぜ。

「え、でもつまりそれって、あの機械で神界から魔ま力りよくを吸い出すってことなわけ？　ふぅむ……。そんな凄いもんなら、あれが動くところ、ちょっと見てみたいな……」

　結局、ちょっとワクワクしてしまう俺がいた。

「それは願ってもない。ミナトくんなら、嫌でも見れますよ、これからすぐにね」

「へ？　それってどういう……」

　意味？　と尋ねようと思った矢先、

「いえ、失敬、なんでもありません。さぁ、降りましょう」

　被かぶせ気ぎ味みに、アシエルに移動を促されてしまう。

　一応、降りて行くための足場のようなものが、火口内部の崖には用意されていた。やはり岩をそのまま彫ちよう刻こくし、簡素な階段っぽく、加工されている。

「ちょっ、これ、めちゃくちゃ怖いんですけどっ!?　ロープとか、身体に結んだりしなくていいの!?」

　壁にぴったりと張りつきながら、俺は不平を漏らした。

　火口はすり鉢ばち状になっているため、崖に沿って身体は傾かたむくので、万が一足を滑すべらせなければ落下することはないとは思うのだが……。

　その間にもアシエルはすいすいと降りて行ってしまう。

　俺は身の縮む思いで、なんとか最下層まで辿たどり着ついたのだった。



　ゴボッ。

　マグマの音が、十メートルくらい先から、響く。

　普段なら、今俺たちが立っているここも、マグマの中に沈んでいるのだそうだ。

　俺とアシエルの眼前には、黒く光こう沢たくのある岩石で造られた神殿。

「開けますよ」

　その、重く閉ざされた扉を、二人掛がかりで体重を乗せ、ごりごりと押し開ひらいていく。

　神殿の内部は、すでに立ち入ったことのある二つの神殿に、やはりよく似たつくりだった。

　奥の中央には……祭さい壇だんと、さらにその後ろに、火山神の石像。それだけだ。他の神殿と異なり、空と海の女神、二体の石像が置かれていない。

　俺は、先を歩くアシエルを追って、火山神の石像に近付いていった。

　石像のすぐ正面で、アシエルは立ち止まる。俺もその隣となりに並んだ。

「では、ミナトくん。現時点で出し得る、最大出力のオーラを、火山神の石像に向かって放射してください」

　アシエルは、さも当然の成り行きであるかのように、俺にそう命じる。

　そうすることで、何が起こるというのか。俺には皆かい目もく、見当がつかない。

　不安が押し寄せてくる。ソフィアも、マリーも、クリスも、雪花もいないこの状況で、俺がそれをしてしまっても、本当にいいのだろうか？　それともこれは、女王継承の試練とは、直接には関係のないことなのか？

　わからない。俺には、判断する材料が、何も与えられていないのだ。

「アシエル、おまえのこと、信じていいんだよな？」

　だから俺は、ただ一点、目の前の人間に、問うことにした。

　アシエルは仲間だと、俺は思っている。学園の宝物庫や、コレットも参加した無人島探たん索さくで──いや、それ以外の場面でも、アシエルは十分頼たよりになる働きを示してくれたじゃないか。

　それを疑うのは、俺には……。

「ミナトくん、君は……」

　アシエルはしばし、少し意外そうに俺を直視する。

『なかなかどうして侮あなどれませんね』、とアシエルの口元が微かに動いたような気がした。

　なんつって実際のところは、『とんでもないヘタレ野や郎ろうですね』と思われているのかもしれないけど。

「保証しましょう、ミナトくん。ミナトくんが今からやらねばならないこの行こう為いは、姫様方が決して避けては通れない道なのです」

　アシエルは俺の目を真っ直ぐに見て、澱よどみなく言い切った。

「ソフィア様とマリー様、お二人にとっても、確実に必要な未来へと続いている。私はそう、信じています」

　俺は迷うのをやめる。

「わかった。じゃあ、いくぜっ」

　俺は石像と向かい合うようにして立った。

「はぁぁぁぁぁっ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合を込め、俺は体内からオーラを爆ばく発はつさせる。

　ブォォォォォンッ！

　赤いオーラが、薄暗い神殿内部を煌こう々こうと照らし出した。

　俺は今、半径一メートルくらいの赤く光る球体の中心となっている。そこから、両腕を前方に伸ばし、両手のひらで円形を作るように開く。

　やってみたことはないが、たぶんこれでオーラを手から前に撃ち出せるんじゃないだろうか。

　全身を包つつむオーラを、徐じよ々じよに両腕へと集めていくイメージ。まだだ。もっともっと、限界までいっぱいに溜ためなくては。

　折れるギリギリのところまで弓を引ひき絞るように、風船が割れる直前まで空気を送り込むように。

　もっともっと……そろそろか？

「だぁぁぁっ！」

　身体が後方に弾けるほどの勢いで、俺はオーラを発射する。

　バシュゥゥゥゥゥッ！

　標的はかなりの近距離で、外しようもない。俺が放ったオーラは、火山神の石像の胸部ど真ん中に吸い込まれるように直撃した。

　ゥゥゥゥゥゥ……、パァァァンッ！

　すると、俺のオーラがそのまま乗り移ったかのように、今度は石像が赤く輝かがやき始めたのだ。

　神こう々ごうしい光。俺のオーラと同じもののはずなのに、そんな風に感じられる。

　まるで石像に生命が宿ったみたいに、今にも動き出しそうに見える。神殿内に幻げん想そう的てきな雰ふん囲い気きが漂い始めていた。

　だが、その、刹せつ那な──。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ……！

　凄すさまじい地じ響ひびきが轟とどろき、立っていられないほどの激しい揺れが襲おそう。

「うわぁぁっ!?　あ、アシエル、これはいったいっ!?」

　地じ震しん大国日本でも、これほど地面が揺れるのを、俺は体験したことがない。

「ついに……このときが……！」

　俺の声など耳に届いていない様子で、アシエルは緊きん張ちようと興奮に打うち震えている。

　俺は、ここで、これから、何を目もく撃げきするのか。

　シャルスティア王国に来て、俺が騎き士しとして仕えることになった二人の姫ひめ君ぎみ──ソフィアとマリーの未来には、この先何が待っているというのだろうか？










　　　エピローグ





「ミナトくんが火山神の石像に放ったオーラは、三万程度でしたが……問題はありませんか？」

「まぁ、いくら大おお幅はばなパワーアップを果たしたとはいえ、儀式なしではあんなものでしょうな。火山神の神殿での一いち撃げきは、神界の門をノックする程度の意味しか持たないので、十分な数値だと想定していますが」

　壁へき面めんの巨大モニターに映る映像を眺めている科学者たちにはまだ、精神的に余よ裕ゆうがあるらしかった。

　会話の内容が、この期ごに及およんで風かぜ原はら湊のオーラ数値に関する考察であるのだから。

　シャルスティア王国宰さい相しよう、アベラルド・アルカサルはひとりやや離はなれた椅い子すに深々と腰を降ろし、室内を見み渡わたしていた。

　アベラルドの息子むすこ、アシエルの服に装着されている、隠しカメラとマイク、そしてオーラ測定器。それらが、ここ──魔法エネルギー開発研究所にいる者たちにも、リアルタイムで情報を提供している。

　無論、それだけではなく、邪じや神しん捕ほ獲かく用結界維い持じ装置、魔法エネルギー変換装置に据え付けられたカメラや、地上から遥か五百キロ上空に浮うかぶ監視衛星でも、状況は逐ちく一いちチェックされていた。

「さて、衛星からの数値の変化を見み逃のがさないようにせねば。ここからは一瞬も目を離せませんよ」

　茜あかねの父、野の々の山やま真まさ彦ひこが巨大モニターから、手元の計器へと視線を移す。

　ピピピピピピピィィィッ。

　途と端たんに、けたたましい電子音が響き渡った。

「言ったそばから、魔力数値が上じよう昇しようを開始しましたわ！　魔力発生源は、火口中心部です！」

　ナタリー・シュトラウスが興奮気味に叫さけぶ。

「いよいよですわ……！」

「神界の門が、開く……！」

　性別も世代も異なる二人の科学者が、互たがいに感動に震える顔を見合わせていた。

「これで、人類における新たなエネルギー革命が、現実のものとなります！」

「そんな世紀の瞬間にこうして立ち会えるなんて……、研究者冥みよう利りに尽きますわ！」

　そんな科学者たちの喜びようを、宰相は冷ややかに眺める。

　──ふっ、とんだピエロたちよ……。

　宰相アベラルドは、狂きよう気きに歪ゆがんだ笑えみを押し殺す。

　これから誕生する予定の絶大なエネルギーは、人類のものなどではない。すべてはアベラルドの手中に収められるべきもの。

　宰相は、己の大願が成じよう就じゆすると、もはや確信していた。

　──我が息子ながら、アシエルもよくぞ言ったものよ。『ソフィア、マリー両王女にとっても避けて通れぬ道』か……。くっくっ、なぜなら、運命のルビーは初めから我々が手にしているのだからな。

　火口内部の神殿に祀まつられた火山神の石像。その胸部の一部を取り外すと、中には小さな空くう洞どうが造られている。そこに運命のルビーを納め、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスのオーラを石像に浴びせる。シャルスティア王国の伝承における、最大の禁きん忌き。邪神復活の儀ぎ式しきである。

　邪神の復活さえ叶かなえば、運命のルビーは彼かれらにとってもはや用済みだった。この後、役目を失った秘宝は王女たちに速すみやかに返へん還かんされるだろう。

　しかし、そのときにはすでに、継承すべき王位は存在してはいない。そんなシナリオ。

　──愉ゆ快かいだ。これほど清すが々すがしい気分はない。永きにわたり、この偉い大だいなるシャルスティアに蒙もう昧まい極きわまりない政治を敷しいてきおった王族を、今こそ追い落としてくれよう！

　そもそも古代シャルスティア魔法文明の遺産と、シャルスティア王女と火山神顕現騎士ヴオルカエクエスの魔力があれば、シャルスティア王国はいつの時代にも世界の盟主足り得たはずだと。驕おごりとも思える甘かん美びな夢を、宰相家は何代にも渡りその胸中に抱き燻くゆらせ続けてきたのだった。

　──時じ代だい錯さく誤ごの伝統至上主義者どもが！

　シャルスティア王家の魔法は門外不出。国を外敵から守るためにあるのであって、それを誇こ示じしてはならない。血統によってのみ古いにしえより継承されてきた神々の加護は、そのような教えに頑かたくなに守られていた。

　──くだらぬ。実にくだらぬ！

　転てん換かん点てんは、野々山博士の研究を耳にしたそのときだった。魔力を生活エネルギーに変換し活用できるとする技術開発への取り組み。ようやく平和利用との名目で、女王たちの首を縦に振らせたのが、五年前。

　かつては、反王政派テロリスト組織の結成を仕組み、裏で援えん助じよしたものの、一向に成果を上げられなかった宰相家にとって、まさに目から鱗うろこが落ちる逆転の発想だった。

　いや、むしろ、テロリストたちはシャルスティア王家と火山神顕現騎士ヴオルカエクエスの魔力が、いかに強力なものであるかを証明してみせたのではあったが。

　その失敗を教訓に、搦からめ手でついにここまで漕こぎ着けたのだ。

　──女王たちよ、何も知らずにただ指をくわえて見ているがいい。儂わしが、シャルスティアの夜明けを創出する様を！

　アベラルドは感情を抑え切れないとばかりに、ガタンと椅子から立ち上がった。その双そう眸ぼうは、巨大モニターを凝ぎよう視しする。

　すべてを知る者。何も知らぬ者。意図的に関かかわった者。意に反して巻き込まれた者。

　様々な人間の思おも惑わくが混こん沌とんと混じり合う中で──。

　神は、誰だれに微笑ほほえむのだろうか……？





ＥＮＤ










　　　あとがき





　本書が初めてとなる方は、初めまして。一巻、二巻をお読みくださった方は、今回はがんばって三ヶ月で続きを出すことができました、糸いと緒お思し惟いです。

　また今回はあとがきに貰えた頁数が一枚なので、早速謝辞へと。担当の南部様、イラストレーターの三さん色しよく網あみ戸ど。様、本書が出版されるまでの工程に関わってくださったすべての皆様、ありがとうございます。この三巻で、主要ヒロイン五人全員が表紙を飾ったことになります。お持ちの方は、ぜひ三冊並べてご堪能ください。

　さてさて、次の四巻で、『突然騎士になってムフフな俺がいる・シャルスティア編』はクライマックスを迎える予定です。読者の皆様に楽しんでいただけますよう、作者としても最高のテンションで臨みたいと思っています。

　さらにその先に予定されている、五巻以降の『魔法五大国編』がお届けできるかどうかは、読者の皆様が続きを読みたいと思ってくださるかどうかにかかっておりますので、応援よろしくお願い致します。それでは、また四巻でお会いできましたら幸せです。
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